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    主な登場人物


    



    冬川朱雀（suzaku fuyukawa）


    主人公。暗殺異能力者の末裔で、煌こう霊れい遣つかい。小こ手で毬まりという少女を煌霊として使役し戦う。


    登録異能力名【第二の生の契約者アフター・ライフ】


    



    小手毬（kodemari）


    朱す雀ざくの煌霊。難病で命を落としたが、朱雀の能力により復活。肉体は15歳の少女。


    登録異能力名【不殺の影殺師ヴァージン・ナイフ】


    



    徒花舞花（maika adabana）


    風を操る異能力者。同期の朱雀のことを心配し、なにかと世話を焼く。


    登録異能力名【旋風のたわむれフラッター・ブリーズ】


    



    霧原みぞれ（mizore kirihara）


    空間を凍らせる異能力者。現役女子高校生で、朱雀の後輩だがアイドル的人気。


    登録異能力名【空間凍結アイス・エイジ】


    



    滝ヶ峰万里（banri takigamine）


    炎を操る異能力者。朱雀の事務所の先輩で稼ぎ頭。戦闘に長たけ、現代の異能力者の中で最強と言われている。


    登録異能力名【世界切断の斬炎ブレイク・ザ・ワールド】


    



    柏木仔犬丸（koinumaru kashiwagi）


    自らを分身させる異能力者。能力とは関係なくイケメンなので人気。中身は重度のオタク。


    登録異能力名【流麗疾駆の幻影ファンタズマ・ゴリア】


    



    蟠龍院川匂（kawawa banryuin）


    水を操る能力者。滝ヶ峰と仲がいい。朱雀と同じ事務所に所属する一つ下の後輩。バラエティで笑いをとる人気者。


    登録異能力名【明鏡洪水デュール・クォーツ】

  


  
    プロローグ

    


    　小説やマンガに出てくる異能力者のことが嫌いだ。


    　フィクションの異能力者には、ちゃんと敵がいる。しかも、似たような強さか自分よりちょっと強いぐらいの、ちょうどいい悪い奴やつがいる。


    　あいつらは努力し、仲間と力を合わせ、そして敵に美しく勝利する。


    　立ちはだかる強敵も、ヒーローゆえの苦悩も、ライバルとの衝突も、すべてはその栄光のためにお膳ぜん立だてされたスパイスでしかない。


    　しかし、現実はそうはいかない。


    　倒さないといけない敵なんて、存在しない。仮に悪い奴がいたとしても、大半は警察の管轄で事足りる。


    　現実の敵はもっとあいまいなものばっかりだ。


    　けど、政治が悪いと思ったところで、異能力で政治を倒すことはできない。景気が悪いと思ったところで、異能力で不況を倒すことはできない。


    　もっとも、そんな抽象的な概念みたいなのは、最悪放ほうっておけばいい。やりすごすという選択だって、とれる。


    　何と戦っているのか、俺たちはわかっていない。敵に設定できるものすら、たいていは見つからないままだ。


    　ひどい時は、何のために戦っているのかすらわからない。そんなもやもやしたものに俺たちは始終苦しめられている。きっと、人類が生まれてから、滅びるまで永久に。


    　だから、そんなものに悩まずに済んでいるフィクションの異能力者たちに俺は言ってやりたい。


    　お前たちは強いことになってるのかもしれないけど、全然たいしたことないからな。


    　目に見えないどころか、認識もできない強敵に苦しんでる俺たち、現実の異能力者のほうが──いや、現実のすべての人間のほうがすごいんだからな。そこを忘れて調子に乗るんじゃねえぞ。


    「マスター、そろそろお風ふ呂ろから出てきていただけませんか？」


    　と、風呂場の外から小こ手で毬まりの苦情が飛んできた。


    「もう一時間以上も入っていますよ。お風呂がぬるくなって悲しいですし、私は朝から仕事で、早く起きないといけないんです。そのうえ、朝食の準備だって──」


    「わかった！　三分だけ待ってくれ！」


    　いかん、いかん。最近、風呂に入ると、やけに理屈っぽいことを考えてしまう。そして、いつのまにか長い時間が経たっている。おそらく、風ふ呂ろには今の科学では証明されてないような、特殊な働きがあるのだろう。


    　浴槽から出ると、少しだけドアを開けて、バスタオルを引っ張って入れる。脱衣用の部屋はないので、風呂場の中で下着は着て出るのが我わが家のルールだ。どんなに拭ふいても、足の裏が濡ぬれるので、冬場はつらい。


    　ルールがなかったとしても、声の出どころからして小こ手で毬まりがドアを開けたすぐそばにいると思うので、裸では出ていけないけど。


    「ああ、そうだ、小手毬。朝から忙しいんだったら、朝食作らなくていいぞ。シリアルと牛乳あるから、俺、勝手に食うから」


    　体を拭きながら、ドアの奥にいるだろう小手毬に言った。


    　朝食を作ることになると、小手毬はわざわざ目玉焼きを作ったりとか、サラダを用意したりとか、一手間を加えようとする。結果的に余計に時間を食うことになる。


    「いえ、ダメです」


    　だが、俺の提案はすぐに拒否された。どうしてだ。お前のプラスになるはずの提案なのに。


    「たしかに、最近、時間がとれずに夕食を作れない日が増えてはいます。でも、朝ぐらいは、用意します」


    　小手毬が譲ゆずらないなら、俺が何を言っても無駄だ。全部、小手毬に任せよう。


    「それと……マスター……そろそろ夜が遅いので……」


    　少し、小手毬の声に疲れの色が見えた気がした。


    　小手毬に悪いことをしたな。風呂場で考え事をして時間が経たつのを忘れられるからって、時間が経たなくなるわけじゃない。


    「入れていただけませんか……？」


    　小手毬は俺が「命」を入れないと生きていけない。


    　俺と小手毬は、煌こう霊れい遣いと煌霊の関係だ。


    　充電（といっても電力ではなく霊力だが）時間は小手毬の活動内容によるが、だいたい一日一回はそれをやらないと、小手毬は意識を失って倒れてしまう。倒れても生命活動が数日止まっているぐらいなら大丈夫のはずだが、その状態がずっと続けば意識が戻らなくなる。


    　トランクスとＴシャツという最低限の着衣で、俺は風呂場から出る。


    　小手毬のまぶたは重そうだった。残業疲れのサラリーマンみたいだ。仕事が忙しかったから、「充電」が早めに必要なんだろう。先に服も脱いでバスタオルだけの姿になっていた。すぐに風呂にも入れるし、効率はいい。


    「悪いな、その格好で待たせて。背中向けてくれ」


    「はい、マスター、お願いします……」


    　小手毬の背中にゆっくりと手を載せる。淡い光が生まれる。それが煌霊という名前の所以ゆえんだ。


    　ふっと、光が今までより弱い気がした。


    　──って、今日は部屋の電気を消さずにやってるからだな。


    　一秒で、懸念をかき消した。


    　煌こう霊れい遣い自身の力が弱まるか、煌霊と煌霊遣いの間に波長のズレのようなものがあると、光が弱くなって、上う手まく命を入れられなくなる──親父からそう聞いたことはある。


    　けど、俺には関係ない。


    　俺と小こ手で毬まりの間にズレがあるだなんてわけがない。二人で異能力者としてやってきて一年や二年じゃない。十年もやってるんだから。


    　二人に問題なんてない。


    　光が見えづらいせいで、どれだけ「命」を入れているかわかりづらい。仕方ないから、俺はいつもより長く背中に入れる。


    　その間、俺はずっと小手毬の背中を見ていた。こんなにまじまじと小手毬の背中を見たことはあまりなかった、と思った。陶器のようになめらかな人間のものとは思えないような、十年前の十五歳の時から変わらない白い肌。これをまた白い服で隠すのはもったいない。


    　細い首からのラインは、小手毬に異国の血が入っていることを思い出させた。自分の手が触れていることが、不意にひどい禁きん忌きのように思えた。


    　だんだんと目がおかしくなってくる。ゲシュタルト崩壊というやつか。何を見ているのかわからなくなる。命を入れている時間も、どれぐらいかわからなくなる。


    「もう、いいですよ、マスター」


    　俺はほっとしたように手をどけた。


    　集中するのに手間取って、なんだかいつもより疲れた気がする。


    　電気は消しておくべきだったな。

  


  
    １話　KC does not change the world.

    


    　よく、ネット上に「働きたくない」とか「働いたら負け」とか、そういった言葉が飛び交っているのを見るが、あれは絶対にウソである。


    　理由は、単純明快。


    　働けてなかった時期と比べて、働けてる今の俺のほうが生き生きしている。


    　すごくいいことを言ったと思うので、ハローワークのポスターのキャッチコピーにでも使ってほしいところだ。


    　ＫＣ（ナイト・チャンピオンシップKnight’s Championshipの略）で優勝してから、俺のところにもぼちぼち仕事が来るようになった。もう年も明けて三月に入ったが、仕事の依頼は少ないものの継続的にやってきている。


    　もちろん、優勝したからというのはあるが、それ以上に滝たきヶが峰みね万ばん理りを倒したという要素が大きいように思う。


    　滝ヶ峰は最強の異能力者として喧けん伝でんされていた。そもそも世界ランキングなんてあるわけじゃないから、最強という肩書き自体がメディアが捏ねつ造ぞうしたものにすぎないのだが、大半の視聴者はそれを事実として受け取っていた。その最強を倒したのだから、俺への注目が集まるのは当然のことだ。


    　そんなわけで、俺は労働の喜びを嚙かみ締めることができるようになった（とはいえ、生活のレベルは変わらない。繰り返すけど、ぼちぼちだ）。


    　社畜とか言われて、過労死するまで働くのは論外だが、それなりの労働は人を前向きにする。おそらく、今の俺は三か月前の俺より人にやさしくできる。


    　雑誌のインタビューぐらいなら珍しくなくなったし、テレビ出演も異能力者関係の特集の際に、たまに呼ばれるようになった。強い異能力者という話題になった時、俺の名前が挙がることが多くなった。


    　たとえば、目の前にある『週刊ハヤリマン』にも記事が載っている。


    　二十代から四十代ぐらいまでの主婦が買うような、けばけばしい芸能ゴシップ誌だ。俺にスキャンダルなんてないし、スキャンダルにみんなが注目するほどの人気は出てないので、普通の小さな紹介記事ではあるが。


    



    



    　今、異能力者の世界で異変が起きている。きっかけは昨年大おお[image: ]日みそかのＫＣで、冬ふゆ川かわ朱雀すざくという無名異能力者が、滝ヶ峰万理を倒す大金星を挙げたことだ。でも冬川朱雀って、結局何者なんだと思ってる人も多いだろう。そこで今回は、そんな本人に独占インタビューを敢行した。


    



    　──早速ですが、ＫＣが終わって、何か変わったことってありましたか？


    冬ふゆ川かわ朱雀すざく（以下、冬）「いや、大会終わっても、生活は何も変わってないですね。ああ、百円スイーツみたいなのを夜にスーパーで買って帰るぐらいのぜいたくは増えましたけど」


    　──予想以上に慎つつましやかですね。毎日、鍛きたえるためにジムに通ったりとかされてるんですか？


    小こ手で毬まり（以下、小）「はじめまして、小手毬です。マスターの代わりにお答えしますと、予想以上に慎ましやかな収入なので、やれることも限られているんです。ジムなんてお金がかかるので、ありえませんね。少し前なら、食費を捻ねん出しゆつするので精一杯という有様でした。ジムで鍛えるぐらいなら、食べる量を増やしたほうがより強くなる──そういう次元だったんです。記事には載せてほしくないんですが、去年の年収は…………」


    　──うわ、それで、よく生活できてましたね……。


    小「あと、いまだに勘違いされているみたいなんですが、私たちの強さは影えい殺さつ師しとしての強さなんです。それは肉体的な強さ、能力的な強さというよりも、実戦における強さです。どんなに筋肉ムキムキでモリモリの人でも、毒を盛って倒してしまえばいいとか、眠ってるうちに倒してしまえばいいとか、そういう勝つためにはなんでもやるというルールの中での強さなんです。影殺師の能力と肉体的な力は、そのままは結びつきません。もちろん、体力もあったほうがいいですし、常人よりも体力はあると思いますが、私たちの強さの本質は暗殺者としての血筋の側にあります」


    　──暗殺とは穏やかじゃないですね。暗殺者としての技術はあっても、目立たない地味なものだったので、今まではお金を稼げなかったということですか？


    小「インタビュアーさんがそう考えるのも無理もないです。ですが、異能力者として目立たなかったというのは、マスターの責任ではないでしょうか。本当に暗殺でお金を稼ぐわけにはいきませんし。自分の特徴を恨んでばかりいては、何もはじまりませんからね」


    　──マスターである冬川さんに対して手厳しいですね。


    小「マスターが堕落して、どんどん流されていくタイプだと誰だれよりも知っているので。雨あま漏もりを修繕しないと、そこから建物全体が傷むといいます。一つ一つは小さな甘えでも、それを繰り返すと、いずれ取り返しがつかなくなります。一日、暴飲暴食しただけで病気になる人はいません。けれど、それを長年続けていれば病気になります。私は煌こう霊れいとして、そんなことがないよう、監視しているわけです。マスターあっての煌霊であるわけですしね」


    　──小手毬さん、最後にもうひとつだけ質問なんですが、これからやってみたいことってありますか？


    小「実績がない分、未経験のことも多いので、新しいことはいろいろと挑戦していきたいです。二人の活躍にご期待ください」


    　──小こ手で毬まりさん、ありがとうございました。


    



    「『（以下、冬）』ってなってるけど、それ以降一度も俺の発言がない！　インタビュアーも小手毬にしかありがとうって言ってない！」


    　全然しゃべった記憶がないなと思ったら、本当に俺の発言が載ってなかった。


    「そういえば、今回のインタビュー、ずいぶんとギャラが安かったですね。インタビューは宣伝の意味合いもあるので、安いとは聞いていますけど、もう少しいただきたかったです」


    　小手毬が台所でニンジンを刻みながら言う。


    　ニンジンしりしりというニンジンを千せん切ぎりにして、卵を入れてごま油で炒いためただけの、お手軽料理を作るらしい。お手軽というか、質素なだけだけどな。


    　節約にもなるし、野菜もとれるということで、最近やたらと食卓に並ぶ。小手毬は料理は上う手まいので、味付けもいいのだが、いかんせん、ほぼニンジンしか入ってないので限界がある。入ってるニンジンが超高級だったら違うのだろうが、それだったら、まずは安くてもいいから肉を入れるところからスタートしたい。どんな高級なニンジンでも、だいたいは肉のほうが美う味まいと思う。


    「まあ、異能力者専門誌と違うところから取材が来てるだけ、よしとするか。つまりは一般人のほうにも知られてきてるってことだ」
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    「それがマスターの慢心でないことを祈りますが、プラス思考なのはよいことです」


    　たんたんたん、たんたんたん。リズミカルにニンジンが切断されていく。大会からしばらく経たつが、小こ手で毬まりからの風当たりも前よりは弱くなった気がする。


    　小手毬も俺の努力を認めてくれてるのだろう。大変よいことだ。


    　デビューして七年目、こんなふうに世間に評価される日が来るとは思わなかった。いや、世間って言える規模じゃないけど。長い冬がようやく明けようとしている気がする。春の訪れが近いのかもしれない。苗みよう字じは春どころか冬ふゆ川かわだけど。


    　ツイッターで「冬川朱雀すざく」とエゴサーチしても、ばしばし引っかかる。しかも、割りと肯定的なことが書かれてる！


    　俺も、雑誌にインタビューが掲載されてますよと公式アカウントっぽいことが書きこめる！　こうやって、有名人ぽく振る舞うの、すごく楽しい。


    　よーし、この勢いを借りて、通販ページから新作のゲームを──


    　なぜか、包丁の音がぴたっと止まった。


    「ダメです。そんなお金はありません」


    「どうして、わかった……？」


    　部屋の構造上、台所で料理をしながらこちら部屋のほうは見えないはずだ。仮に見える位置だとしても、まな板に視線を向けている小手毬の目に見えるわけがないはずなのだ……。


    「それぐらいわかりますよ。長い付き合いなのですから」


    　そういうものなのだろうか。いや、案外そういうものなのかな。


    「いいだろ、ゲームの一本ぐらい。飲み会、ちょっと我慢するから」


    「マスター、どうやら事実誤認をされているようですね」


    「なんだよ。事実誤認って」


    



    「仕事は前より増えてはいますが、収入に大差はありませんよ」


    



    　言われてしまった。


    　実は、そうなのだ。雑誌の取材がちょっと来たからといって、入ってくるお金は雀すずめの涙。宣伝扱いでタダのことだってあるし、金が入っても事務所に中抜きされるし。せいぜい、プライドを満足させられる仕事もどきというのが、本当のところだ。


    　そりゃ、取材の仕事って、お金[image: ]もうけのために受けるものじゃないよな。取材をやたらとされる人間っていうのは、本業のほうで[image: ]かってるわけで、取材で大金を手にするわけではない。しかし、俺は元の仕事で[image: ]からないまま、取材だけが増えるという奇妙な状態になっている。


    　結局、金がほしいなら、本格的にテレビでタレント的な立場になるしかない。でも、俺がテレビに呼ばれるのは、異能力者の中でもバトル専門という立場のものばっかり。スポーツ選手がバラエティに出演するようなもので、たまにゲスト的に出る立場でしかない。


    　しかも、俺の場合、異能力自体は地味だから、実演したりして人気を集めることもできない。痛くない程度に糸で縛っても、テレビの画面ですごさなど伝わらないし、糸を使う異能力者なら、業界に何人か先人がいる。


    　というか、仕事多かったら、夕方六時に家のパソコンでツイッターにかじりついてない。今時、部活やら塾やらで小学生のほうが忙しいぞ。


    　テレビ出演の依頼も年明け直後は多かったが、当然、時間が経たてば減ってくる。ほかに異能力者の大会があるわけでもないし、このままでは狭い層に人気があるだけの異能力者にとどまってしまう……。


    　そもそも、今の人気って俺の人気なのだろうか。


    　ツイッターの検索ワードに、「小こ手で毬まり」と入力してみる。


    　俺の三倍ぐらいの数のつぶやきがヒットした。


    　端的に言えば、これって、俺の人気ではなく、小手毬の人気で保もっているようなものじゃないのか。


    　そりゃ、見た目がかわいい女の子で戦闘も強ければ人気が出ないほうがおかしい。


    　もはや死語になってる感もあるが、「美しすぎる○○」って言葉が昔、業界を席せつ巻けんしたように、特殊な立場の人間にかわいい子がいると、それだけで商品価値が出るのだ。


    「おや、私なんかを褒ほめてくださる方もいらっしゃるんですね。煌こう霊れい冥みよう利りに尽きますよ」


    　食器を運んできていた小手毬が、パソコンをのぞきこんでいた。顔はいつものとおり無表情だけど、絶対内心ではドヤ顔していると思う。


    「私もますます精進しなければなりませんね。仕事一つ一つをしっかりやっていかないと」


    「力士の勝利インタビューじゃないんだから、模範的すぎる発言しなくていいぞ」


    　どうして、相撲のインタビュアーって、あんなにつまらない質問を投げるんだろう。そりゃ、力士も「一番一番集中してやるだけです」とか「明日も頑張ります」とかしか言えんわ。国技だから、ふざけるわけにはいかないのだろうか。


    「模範的すぎるぐらいで、ちょうどいいのです。少なくとも、それだけの数の方が注目しているのですから。マスターも気をつけてください。私はせめてファンの方や子供たちの夢を壊さないように生きていきたいと思っていますよ」


    　小手毬は自分には厳しいタイプだから、常に今より高みを目指そうとする。こんな言葉が出てきてもおかしいことはない。


    　でも、その時、俺の体の中をある奇妙な感情が走り抜けた。


    　それは焦あせりのようなものだった。


    　冷静に考えれば、それはお門かど違ちがいな感情のはずだ。


    　なぜなら、煌霊である小手毬の人気が高いということは、煌霊遣いの俺が評価されているも同然なのだから。


    　我わが子を褒ほめられて、焦あせりを感じる親がいたら、多くの人がお前はちょっとおかしいぞと言うだろう。俺は小こ手で毬まりを誇らしく思うべきなのだ。


    　だが、この気持ちは絶対にプラス思考の産物じゃない。マイナスでネガティブでペシミスティックな感情だ。


    　うらやましい。


    　小手毬のことが異様にうらやましい。


    　なんでだよ。俺だって、頑張ってるだろ。どうして、俺より小手毬なんだ？　かわいいからか。美少女だからか。じゃあ、俺だってかわいい女の子だったら人気出るのか？　いや、そりゃそうだけど。かわいくないより、かわいいほうがいいけど。


    　そういえば、前の飲み会で、仔こ犬いぬ丸まるが「二次元は劣化しない。そこが最大の強みです」と語っていた。


    「現実の人間は必ず劣化するんです。でも、二次元ならずっと美少女なわけですよ。母親キャラですら見た目はかわいいままなわけですよ」などと本音ぶちかましの発言をして、舞まい花かから白い目で見られていた。「あなた、それ以上言ったらわたくしのかまいたちで、その口を切り裂さきますわよ」舞花、それは異能力制限法違反だからやめろ。気持ちはわかるけど。


    　やはり、かわいさだったり、わかりやすい見た目が大事なのか。


    　どれだけ俺が強さで目立とうとしても、かわいくて強い奴やつが横にいたら、そっちに人気かっさらわれるんだな。


    　俺がいなきゃ、小手毬も存在しないんだけどな。俺があっての小手毬のはずなんだけどな。


    　さすがに浅ましいから言わないけど。


    　親が成功した子供に向かって「自分たちが産んだから今のお前がいる」とか言ったら最低だし。子供が「産んでくれてありがとう」と言うならいいけど、親の側がわから言ったらそれは恩を売ってることになる。人として醜みにくい。


    　アイドルのために曲を提供する人間とかもこんな気持ちになるのだろうか。


    　知らないうちに、俺はぼうっとパソコンの前で硬直していた。それはネットを徘はい徊かいしていたら、自分の痛烈な悪口が引っかかってしまった時の気持ちに似ていた。


    　もう、小手毬は台所に戻って、ニンジンを炒いためていた。眠気に負けてうたた寝していたように、俺の記憶から数分の時間が抜けている。


    　くだらないと一いつ蹴しゆうしてしまえばいいはずの気持ちにとらわれるなんてバカすぎる。滝たきヶが峰みねとか[image: ]もうけてる奴に嫉しつ妬とするならともかく、なんで小手毬に……。


    　もう一度、自分の名前でエゴサーチすることにした。十分や二十分で、検索結果が変わるわけがないが、精神衛生のためだ。俺は無視されてるわけじゃない。俺を見てくれている奴だっている。


    　まず、一件目。


    　──異能力者ファンなら、今は冬ふゆ川かわ朱雀すざくを押さえておくべき。


    　そうそう、いいこと言った。ＲＴして、拡散しようかな。いや、自分でやるのはさすがに恥ずかしいだろ。


    　次に二件目。


    　──冬川朱雀は滝たきヶが峰みね万ばん理りのスマートな強さと比べて、土臭くさいのがいい。霧きり原はらみぞれとか蟠ばん龍りゆう院いん川かわ匂わとか、そういう実力ないのに人気だけはあるアイドルはもういいから、ちゃんと異能力者として実力ある奴やつが見たい。


    　うれしくはあるが、みぞれがディスられてるので、微妙な気分だな……。別に俺はみぞれみたいな生き方は否定してない。滝ヶ峰の生き方だって否定はしない……と思う。


    　そうだ。人気と実力は別だが、人気があるのは悪いことじゃない。それはわかっていたことだ。


    「マスター、ごはんの用意ができてますよ。パソコンはやめてください」


    　知らないうちに夕飯が出で[image: ]そろっていた。ナスの入った味み[image: ]そ汁しるが湯気を立てている。


    　ふっと、ぐうぅ～と情けなく、腹の虫が鳴いた。


    　禅ぜん宗しゆうの僧そう侶りよの逸話って、掃除中に石がこつんと音を立てたのを聞いて悟ったとか、本当かよって思うのがけっこうあるけど、俺も腹の音のおかげで、気持ちが切り替えられた。


    「マスター、何か心配事でもありましたか？　かなりつらそうな顔をされてましたが」


    「いや、解決した」


    　こんな時、テレビをつけると気持ちが紛まぎれて便利だ。はっきり言って、テレビで得られる情報が人生で必要なことってほとんどないと俺は思うけど、この雑音を生み出すという役割は必ひつ須すと言っていい。人も物もない空間は、空気と雑音で満たされている。


    　世の中には雑音だって必要だ。けど、雑音だけしか出さない機械なんて誰だれも作らないからな。そんな役目をテレビが担ってくれる。


    　できるだけ何の役にも立たないものを選びたいので、バラエティにした。


    『あいどりんぐ・すとっぷ！』という、いかにもアイドルが出てくるという名前の番組だ。本当にアイドリング・ストップについてひたすら語るだけの番組とかだったら、それはそれですごいが。


    　内容は、まさにバラエティという単語の本来の意味のとおり、なんでもありだ。日本各地のうまい料理や変な店をとりあげたり、スタジオでゲームをしたり。メインになるのはＶＴＲが流れたあと、スタジオのひな壇だんに座ってるアイドルがトークをする部分だ。そりゃ、アイドルを映す番組だからな。


    「また、誰か出演してますかね」


    　異能力者のタレント化が進んでいる昨今、誰も異能力者が出演してないなんてことは、バラエティの場合ほぼないと言っていい。まあ、お笑い芸人の出てないバラエティがないようなものだ。ＣＭも終わり、番組がはじまった。ゆるいフォントのタイトルが画面にでかでかと映る。


    「滝たきヶが峰みねが出てたら嫌いやだけど、それはないっぽいな。ああ、でも……滝ヶ峰の派閥の奴やつが出てるな」


    　ひな壇だんの真ん中には蟠ばん龍りゆう院いん川かわ匂わが映っていた。さっき、ツイッターで名前を見たばかりなので、変な気分だ。


    　俺の一つ後輩だが、滝ヶ峰とよくつるんでるから、俺とはとくに交流もない。かといって、不仲なわけでもない。典型的な没交渉だ。


    　川匂（親しいわけではないが、蟠龍院という名前が大げさすぎて呼びづらいので、名前で呼ぶ）はたしか、五ご属ぞく性せい系けいの水関係の異能力者のはずだ。


    　この水関係というのがネックで、五属性系のくせに、水を扱う奴は意外と人気が出づらいのだ。


    　理由ははっきりしている。水を出して戦うというのは炎や雷を操るものと比べた場合、どうしても派手さに欠けるのだ。水鉄砲レベルの攻撃に使えないような能力の奴は論外にしても、実力派の人間でもほかの五属性系と並べると、やはり苦戦しているように感じる。


    　だが、そんな逆境の中で、川匂は見事に売れっ子異能力者をやっている。ただし、みぞれとはまたタイプが違う。


    　みぞれが天性の、能天気とさえとれる明るさで売ってるとしたら、こいつは変人キャラというか、愛すべきトラブルメーカーというか、許容される範囲で余計なことをやって、灰ア汁クの強いキャラを確立している。


    　さて、今日も何かやらかすだろうな。


    『はい、今回も『あいどりんぐ・すとっぷ！』はじまりました！　今回、初登場のアイドルのご紹介をしましょう！』


    　メガネの司会者がごく普通のＭＣをはじめる。ランランランという漫才師の一人だ。両方ともメガネなので、今映ってるのがどっちだかわからない。


    『新人アイドルのあんりちゃんです！』


    　その時、新人の横に座っていた川匂の手から水が飛び出る。ちょっと新人の顔にかかった。


    　おい、何してんだよ！　新人も悲鳴をあげた。


    『すみません、手がすべりました』


    『明らかに悪意あったよね、川匂ちゃん！　そうやって新人つぶそうとするのやめなさい！』


    『メイクを落として、すっぴんにしてやろうとしたとか、そんな意図ないです』


    『動機も説明しちゃった！』


    『でも、わたしも二十四歳ですから、十七歳とか出てきたら焦あせるわけですよ！』


    　会場から笑いの声。まあ、編集されて後から入れた声かもしれないけどな。


    『いや、川かわ匂わちゃんも若く見えるよ。二十三歳ぐらいに見える』


    『ほぼ一緒じゃないですか！　そこはウソでも十七にしか見えないとか言ってくださいよ！』


    　また笑い声。さっきよりも大きめの声だ。


    　番組は都内のグルメレポートの映像をひととおり流したあと、スタジオに戻ってくる。中ちゆう央おう線のオシャレグルメって内容だったが、中央線の店といえばラーメンぐらいしか知らないので、一軒も行ったことのある店はなかった。


    『というわけで、絶品中央線グルメでした～！　沿線住民の川匂ちゃんはどうでした？』


    『あのね～、わたし、納得できないことがあるんですよ！　なんで三み鷹たかに中ちゆう央おう特とつ快かいは停とまるのに、吉きち祥じよう寺じには停まらないんですか！　吉祥寺のほうがイケてるでしょ！』


    『グルメについての話、してよ！　番組の内容無視しすぎ！』


    　また、笑い声来たな。


    　俺は無意識のうちに異能力者が笑いをとってる回数をカウントする癖くせがある。もちろん笑いをとる方向性以外で売ってる奴やつもいるだろうが、バラエティでは笑いは間違いなく最も重要なポイントだ。


    　その中でも、川匂の回数は群を抜いている。


    『あと、川匂ちゃんの最寄り駅って、吉祥寺じゃなくて西にし荻おぎだよね？　吉祥寺が最寄り駅であるかのように言うなよ』


    『いやいやいや！　住所には吉祥寺って入ってますから！』


    「おい、どれだけ自分の側がわに話持っていけば気がすむんだよ！」


    　ついテレビに向かってつっこんでしまった。この強引さが許されるポジションっていいよな。俺がこんなことをやったら、ギャグにならずに引かれるだけだ。


    「マスター、テレビに感想言うのやめてください。それはほかの人と会話のない一人暮らしの方の行動パターンですよ」


    　小こ手で毬まりから強めの批判が飛んできた。


    「すまん、つい熱くなった。やけに川匂が上う手まくやってるから……」


    　言い訳しつつもテレビから目が離せない。番組はますますトークでもりあがっている。


    『ぶっちゃけた話するけど、川匂ちゃんって、異能力者のくせに一般人より弱いよね？　川匂ちゃんの力だと敵にダメージなんか与えられないでしょ？』


    『そんなことないですよ！　五回戦ったら二勝はできますから！』


    『負け越してるじゃん！』


    『今のは冗談です。水を飲ませておなかを壊させる攻撃で確実に勝てます。翌日は大変なことになりますよ』


    『効果が出るの遅いよ！』


    　おのれ、上手くやりおって……。


    　ためしにパソコンでツイッター検索をしてみた（食事中にパソコン使うなと当然のように小こ手で毬まりからまた文句を言われたが、すぐ終わると言い訳して続ける）。検索ワードは、もちろん「川かわ匂わ」だ。


    　膨大すぎる数のつぶやきが検出された。


    　──川匂ちゃん、今日もぶれないな。


    　──蟠ばん龍りゆう院いん川匂って、確実に異能力者じゃなくて、お笑い芸人だよな。


    　──川匂ちゃんに会いに、西にし荻おぎ窪くぼ行ってくるわ。


    　──川匂ちゃんの水、飲みたい（性的な意味でも可）。


    　つぶやきが多すぎて次から次に更新されていく。どれだけ下にスクロールしても終わらない。嫌いやになるほどスクロールして、やっと更新時間が一分だけさかのぼった。


    　これがテレビの力だ。


    　異能力者に興味がない人間でもテレビを見るから、川匂に対して同時にツイートしまくる。昔と比べてテレビの影響力なんて小さくなってると言うが、あくまで相対的に小さくなってるだけであって、まだまだ山みたいに俺たちの前にそびえている。


    　いつからか、異能力者として成功するということは、たくさんテレビに出演するということと同義となった。


    　その競争に、川匂は見事に勝ち残っている。


    「そこそこにかわいくて、あとは笑って許せるレベルの問題行動。そしてしっかり笑いをもぎとっていく。戦いのない現代の異能力者の中で最も進化した形態なのが、まさにこいつかもしれん」


    　人気の出づらい水系統の異能力者だった川匂は、最初から強さを捨てた。


    　そして、相手にいきなり水をかけるとか、ネタでしかないようなことだけに力を使った。


    「どうしたんですか、そんなにうらやましいですか？」


    　これはとくに隠す必要のないことだし、同意していいかな。


    「そりゃ、あんなに面白い奴やつだってみんなに思われて、注目を浴びてるんだぞ。うらやましくないわけがないだろ」


    「はあ、そうですか」


    　小手毬はすごくどうでもよさそうに言って、レバニラを口に入れた。


    　そう、レバニラなのだ。レバー抜きレバニラじゃないのだ。ついに今年から、少しずつではあるが料理の中に肉が入るようになった。ただ、まだまだ高い肉は無理だ。いつか豚キムチの中に牛肉を好きなだけ入れたい。いや、それって豚キムチじゃないな。


    「せめて、自分に近いジャンルの方をうらやんだらどうですか？　マスターは強さを追い求めて、それなりの結果を出したじゃないですか」


    　たしかにＫＣのトーナメントで滝たきヶが峰みねに勝ちはした。おかげで強い異能力者と多くの人間に認めてもらえるようになった。俺は強い、俺は本当は強いんだとぐじぐじ飲み会で言ってるだけの、うだつのあがらない異能力者からは卒業できた。


    　だが、それだけじゃ、足りないのだ。


    　欲望というものは底なし沼だ。必ず次のものを求める。


    　今の俺は一部の評価は勝ち取ったかもしれない。


    　でも、そこ止まりなんだ。見える景色は何も変わってない。


    　強いと認められれば、すべてが変わるのだと、どこかで信じていた。何を根拠にそんなことを信じていたのだろう。


    　俺のことを認識してる人間なんて、結局ごく一握りだ。今のやり方でこれから増えるかもわからない。


    　ある意味、当たり前な話だ。俺は異能力者業界のシステムを変えたわけじゃない。力のある者が活躍できるシステムは今のところない。


    　じゃあ、システムを変えればいいのかもしれないが、それはもはや異能力者の仕事じゃない。社会が悪いのか政治が悪いのか知らないが、少なくとも、社会や政治は俺がどれだけ強くなっても勝てないタイプの敵だ。


    　この調子じゃ、早晩、また以前のような仕事の少ないマイナーな異能力者に落ち着いて終わりだ。


    「マスターはうらやむ相手を間違えています。蟠ばん龍りゆう院いんさんはマスターの敵ではないのです。マスターはそんなところで競わなくても、認められていますよ」


    　黙っていたら、小こ手で毬まりから追加の言葉が来た。


    「強いって部分を捨てる気はないさ。もし、敵が来たら相手になってやる。でもさ、俺がバラエティに向いてないってことにはならないだろ。あの場にいたら、川かわ匂わ以上にウケがとれるかもしれん」


    「無理でしょう」


    「脊せき髄ずい反はん射しやで無理って言うなよ」


    　わかってはいても、はっきり言われたほうはけっこう傷つくのだ。


    「少なくとも、マスターの自己認識どおりなら、今いま頃ごろもっとテレビの仕事が来ているはずですけどね」


    　番組がまたＶＴＲに切り替わって、「最近の異能力者特集」という文字が躍る。


    　その中に普通に俺の映像もあった。二回戦で玉たま良ら矢や保ほに圧勝しているシーンだ。


    「うおお！　こんなの聞いてないぞ！　事前に教えててくれたら、また自慢のツイートとかできたのに！」


    　思ってたことをそのままに話したら、小手毬にかなり嫌いやな顔をされた。


    「これ、ＫＣと同じテレビ局ですね。映像を自由に使っていいという旨むねが契約書に入っていたんでしょう」


    　小こ手で毬まりはこっちが恥ずかしくなるほどに冷静だ。


    　テレビではさらに俺が滝たきヶが峰みねをぶっつぶしている映像が流れている。戦闘時間がかなり短いので編集の必要もなくて、楽なんだろうな。できれば、映像流すだけじゃなくて、本人を呼んでくれるとありがたいんだけど。


    『さて、近ちか頃ごろの強い異能力者を紹介してきましたが、川かわ匂わちゃんはどう？　まあ、こんな人たちには勝てっこないよね』


    『ところがどっこい』


    『今時、ところがどっこいなんて言う人、珍しいね』


    『そんなことはどうでもいいんです。わたし、けっこう強いですからね。勝てる自信もありますよ。たとえば、硫りゆう酸さんを──』


    『はい、次のコーナー行きまーす』


    『待ってくださいよ！　三分だけください！　絶対リスペクトさせてあげますから！』


    『三分って、テレビ的にはけっこう長いよ！　ミニコーナー、一個つぶれるよ！　はい、次のコーナーに行きましょうか！』


    『わたしだって強いのに！　みんな、その強さを見てくれないだけなんですって！　必勝法がありますから！』


    『じゃあ、教えてよ。でも、時間押してるから短くね』


    『まず泣いてるふりをします。それで、相手が慰なぐさめに来たら、自家製の硫酸を相手の目にかけます』


    『やり方が姑こ息そく！』


    　まあ、川匂はずっとこういうキャラで売っていくんだな。


    「強さを見てくれないだけ──ですか。なんだか、前のマスターと同じようなこと言ってますね」


    　しらけた声で小手毬は言う。これは、俺もちょっと恥ずかしかった。戯画化されたテレビの中での発言と俺の発言がパラレルになってる。


    　小手毬は茶ちや碗わんをテーブルに置くと、テレビをじっと凝視していた。いつもどおりの無表情なのに、なぜか俺には寂しそうに見えた。


    「マスターが強さを見せつけた事実も、タレントの方がボケるための材料にされて消費されてしまうんですね」


    「テレビに出られる人間には限りがあるからな。一種の利権みたいなものだ」


    「マスターがテレビで大活躍という可能性も百に〇ゼロぐらいはありうるかもしれないと思っていたのですが、そこまで現実は甘くないようです。私は煌こう霊れいという立場上、マスターのことを過大評価してしまうのですかね」


    　小こ手で毬まり、百に〇ゼロだったら、可能性ないから。


    　少し、食卓の空気が悪くなった。こういう時、テレビの笑い声って相当に癇かんに障さわるよな。


    　俺も夢を見ていたのかもしれない。


    　強さを見てもらえれば、それを評価してくれる人がたくさん現れて、世界の見え方が変わるんじゃないかと。悪をやっつけるようなヒーローとは違うニュアンスのヒーローになれるんじゃないかと。


    　スポットライトの下にいけるのは、俺とは違う人種だった。そこは、俺が普段見ている光より一段も二段も白い光が当たっている。


    　もう、飯のほうに集中しよう。ご飯の上に食べるラー油を載せる。小手毬のおかずが淡白なので、こういう俺が買ったご飯のお供が何種類か家にはある。


    　だが、テレビのほうは、俺が微妙な気持ちになってることなんて無視して、先へ先へと進む。


    『そんなに自分が強いって言うんだったら、川かわ匂わちゃん、冬ふゆ川かわ朱雀すざくさんと対戦してみたら？』


    　俺の名前が出るたび、食事の手が止まる。もう、消そうかな。これを見て得られるものもなさそうだしな……。


    『え……対戦……。そ、そうは言いましても……』


    　テレビの中の川匂が露骨におどおどしだす。そのしぐさは、ちゃんとアイドル然としていて、かわいい。これもキャラ作りだ。これぐらい、あざとくないとキャラは成立しない。


    『そういえば、同じ事務所の先輩らしいねえ。やっぱり、上下関係とかあるの？』


    　芸人が聞いてるけど、一言で言えば、そんなものはない。


    『そんなことないです！　冬川さんだって私の水の異能力でこてんぱんぱんのぱんにしちゃいますから！　見ててくださいよ、冬川さん！』


    　カメラ目線で、川匂が指を向ける。


    『ぶっつぶしますからね！』


    　そこにもまた編集された笑いが起こるので、笑いどころなのだろうけど、さすがに名指しされたほうは笑いづらい。


    　その川匂の下に「冬川朱雀さん、許してやってください」とテロップが入った。


    「マスター、許してあげてくださいね」


    「できれば、許す代わりに仕事くれないかな」


    　卑ひ屈くつなことを言ったら、小手毬ににらまれた。まあ、卑屈である自覚はあるので、やむをえない。


    　──その時、いきなり携帯が鳴った。


    　こんな時間に誰だれだろうと思ったが、未登録の番号だ。


    『あっ、冬川朱雀さんですか？　こちら、『あいどりんぐ・すとっぷ！』というテレビ番組の者ですが』


    「はい？」


    　番組は生放送じゃないから、たんなる偶然だ。それぐらいは俺にもわかる。


    　でも、どちらにしろ、見てた番組名を名乗る電話であることには違いはない。


    『もし、よろしければ、今度、番組に出演していただきたいのですが』


    「えっ、えっ、えっ？」


    『なお、内容は、蟠ばん龍りゆう院いん川かわ匂わさんと対決したりするというものです。電話番号は事務所の方から教えてもらいまして』


    　いくらなんでも、オファーの仕方からオファーの内容まで、テキトーすぎるだろ……。あと、事務所も電話番号、あっさり教えるなよ……。一応、個人情報だろ……。


    　だが、俺はあっけにとられながらも、こう答えていた。


    「受けて立ちます！」


    　そう言って、俺は電話を切った。


    「何の電話だったんですか？」


    「後輩が本当に仕事をくれた」


    　あんな弱い後輩とガチで戦っていいのかって気もするけど。


    　その直後、もう一回テレビ局から電話がかかってきた。今度はいったいなんだ？


    『あの……『受けて立つ』とおっしゃっていただいたのはうれしいんですが、日程の説明とか聞いてもらえないと……』


    　しまった、勢いでいろいろとはしょってしまった。


    　どうも、すみません……。


    



    　某日、都内某所──と書くと、なんかいわくつきみたいでかっこいいが、具体的に書いても何も問題ない。三月二十五日、テレビ局のスタジオにて。


    「では、本番いきます！」


    　その言葉を聞いた途端、カメラに目がいってしまう。いやいや、挙動不審になって、撮り直しになったら、迷惑がかかる……。


    　今日の収録、アドリブ感を出したほうが面白いからということで、何をするのか全然教えてもらってない。これまでも同じやり方でやってたらしい。


    　本音を言えば、俺はこの日の収録に懸けていた。


    　といっても、過去にＫＣで戦った時みたいなガチで命懸けみたいな事態とは意味合いが違うけど。それでも、将来を占うという点では、ＫＣの時に匹敵するかもしれない。


    　今日の出演、ゴールデンタイムの相当長い時間、俺は映る。多数の異能力者の一人だなんて扱いじゃない。そこで、「こいつ、面白い奴やつだ、バラエティにも全然使えるんじゃない？」って思わせるんだ。そうすれば、飯を食うチャンスが一気に開ける。


    　逆に言えば、「強いのかもしれないけど、面白いことは全然言えないんだな」と思われたら、挽ばん回かいしようがない。面白い奴やつってことをアピールする機会がないからな。


    　だから、絶対にすべってはならないのだ。


    　負けんぞ。日本中のお笑い芸人が恐れ入るぐらい、面白いと思わせてやる……。


    「はい！　今日はですね、川かわ匂わちゃんが対決すると言ってた冬ふゆ川かわさんを連れてきました。二人にいろいろやってもらって、川匂ちゃんが本当にすごいのか検証していきたいと思います！」


    　なるほど、そういうことか。


    「あと、知ってる人は知ってると思いますが、冬川さんの隣はパートナーの小こ手で毬まりちゃんです」


    「はじめまして、小手毬です。私個人の登録異能力名は【不殺の影殺師ヴアージン・ナイフ】です」


    　ぺこりと小手毬も頭を下げる。そうか、俺も自分の登録異能力名が【第二の生の契約者アフター・ライフ】だって言っておけばよかった。


    　アイドルの一人が「かわい～！」と声を上げた。


    　小手毬、お前には負けないからな、と[image: ]なぞの対抗心が芽生えた気がしたけど、勘違いだろう。


    　今は目の前の川匂との対決に集中しろ。


    「冬川さんは、長らく、ものすごく貧乏だったらしいですね」


    　やっぱり、テレビだし、大げさに言ったほうがいいよな。面白いことを言うぞ。みんな、抱ほう腹ふく絶ぜつ倒とうの境地を味わえ。どっかんどっかん笑え。俺は面白いことを言うぞ、言うんだ。


    「いやあ、食う物なくて、スーパーで万引きを考えたことが何度かありました」


    　微妙に会場が潮が引くように静まった気がした。


    「マスター、テレビで犯罪しかけたとか、言っちゃダメです。犯罪をネタにして笑いをとろうとしたら、番組がいろんなところから叩たたかれてしまいます」と小手毬に小声で諭さとされた。


    　しまった……。だが、ウケはとりにいかないといけない。笑いは待ってて起こるものじゃない。自分から起こさないといけないのだ。


    「お金もないので、私が料理を作っています。外食もできるだけ控えていました」


    　小手毬よ、それはただの事実だ。面白くもなんともないだろ。多少のウソはあっても、笑わせないといけないんだよ。


    「いやあ、水道代をケチるために雨水飲もうかと思ったぐらいですよ」


    「ウソです。ごく普通にお茶を沸わかして飲んでいました。お茶なんて安いですからね。節約する分野ではないでしょう」


    「料理番組をおかず代わりにしながら、白米を食べてましたよ」


    「ウソです。たしかにお肉はたまに抜いていましたが、栄養バランスは意識していました」


    「仙人みたいに霞かすみが食えないか研究しようとして、近所の高たか尾お山さんに行ってました」


    「マスター、もう少し上手なウソをついてください。すべってますよ」


    　小手毬、思っててもすべってるとか言うな！　そう言われた時点で、もうおしまいなんだよ！


    　空気が寒い。


    　横のアイドルなんて「素人しろうとがたくさんしゃべったら大ケガするのに、そんなこともわからねえのかよ」みたいな目でこっちを見ていた。その目は氷の異能力者かと思うほどに冷たかった。


    　きっと、笑い声があとで入って面白いこと言ったことになってるはずだ。そうならなかったら、適当にカットされるだろう。すでにそんな希望にすがるしかないぐらいには追い詰められている。


    　なんだろう、うん……テスト一科目しかまだ受けてないのに、すでに受験で落ちるのを悟った学生みたいな心境だ。もう、今から辞退して帰ってもいいんじゃないかなって気分……。


    「さて、川かわ匂わちゃん、どう？　勝てそう？」


    　司会のお笑い芸人が川匂に話を振る。


    　アドリブ感を出すため、俺は川匂とも全然話をしてない。なので、俺が出演した理由も川匂の提案なのか、川匂の発言を聞いたディレクターとかの判断なのか、わからないままだ。


    「まあ、楽勝ですね。どっちが水使いとして強いかはっきりさせてあげますよ」


    「さりげなく、自分が有利な土俵に持ちこもうとしないでね！　冬ふゆ川かわさん、水の異能力者じゃないから！」


    「だてに、長く水商売やってるわけじゃないですよ」


    「たしかに水を使ってるけど、その表現は誤解を招くよ！　事務所の人に怒られちゃうよ！」


    　なるほど、こうやって笑いをとっていくのか……。


    「早くわたしの異能力を見せつけてやりたいですね。そして、わたしがギャグレベルの異能力者じゃないってことを吉きち祥じよう寺じじゅうに証明してあげますよ」


    「相変わらず、吉祥寺で押してくるなあ。それでは、早速戦っていただきましょう」


    　えっ？　バラエティなのにマジでやる気なのか？


    　川匂ごときを倒すのは、簡単だ。本気を出せば十五秒もあれば決着がつくと思う。むしろ、十五分かかるような戦い方とか、俺と小こ手で毬まりの能力ではできない。


    　でも、十五秒で終わる戦いって、確実にエンターテイメントじゃない。まして、バラエティでお茶の間に流すような行為ではない。「最強の異能力者を決めるガチバトル」という約束の上でやっていたＫＣの時ですら、ギリギリだったぐらいだ。


    　かといって、露骨に手を抜くわけにもいかないし、手の抜き方だって俺はよく知らない。


    　何が最善かわからず、俺はちょっと悩んだ。


    　今日はいくつも試練が降りかかってくるな……。


    「水の異能力が五ご属ぞく性せい系けいの中のお荷物だなんて誰だれにも言わせませんからね！　わたしは荷物でも軽いですから！　楽々持ち運びできますから」


    「川匂ちゃん、お荷物って部分は認めちゃってるよ！」


    「ただし、お持ち帰りはダメですよ」


    「わざわざ、カメラ目線で上う手まいこと言った感じなのがイラっとするよ！」


    　川かわ匂わのほうは大口叩たたけばそれで笑いになると思っているのか、言いたいことを言っている。あいつのポジション、ずるくないか？


    「さあ、二人ともバトルで強さを見せてください──と言いたいところですが、さすがに危険がともなうので安全な方法で、川匂ちゃんのすごさを確かめてみたいと思います」


    　川匂が素すでひな壇だんからこけかけた。川匂も想定外だったのだろうか。


    　そうだよな。そんないろんな意味で危険な企画、実行できるわけないよな。


    「では、証明その一！　川匂ちゃんの水のすごさを確かめます！」


    　車輪つきのテーブルで運ばれてきたのは、ただの透明なコップ。


    「まずは、ここに川匂ちゃんに最高においしい水を入れてもらいます。それを先輩の冬ふゆ川かわさんに飲んでもらいましょう」


    　俺たちはひな壇から下に降りる。


    　どうってことない課題のようだが、けっこう俺は困惑していた。


    　テレビである以上、いいリアクションがいる。やたらと料理番組で「うまい！」を連発するタレントがいるのもそのせいだ。テレビは誰だれにでも伝わる表現が必ひつ須すだ。そうなると、味の説明にもインパクトとわかりやすさが要求されるので、「うまい！」の多用という選択肢が採用されたのだろう。


    　しかし、水なんてうまくても、所しよ詮せんはただの水だぞ……。どうリアクションをとればいいんだ……。


    　普通においしいとかコメントしたら、しらけるぞ。かといって「まるでステーキを食べてるようだ」とか変すぎる発言をしてすべったら取り返しがつかない。


    　そんな俺の緊張をよそに川匂は指先から水を出して、コップに注いでいく。


    　ダメだ。ここで普通のことを言ったら、確実にタレントに不向きの人と見なされる。もう、テレビに本格的に進出する可能性なんてなくなるだろう。貴重なチャンスだったのに……。


    　川匂はキュ○ピー三分クッキングのテーマを口ずさみながら、コップを満たす。これもボケになるのかな。


    「はい、南アルプスの水かってぐらいにおいしい水ですよ。クオリティに驚きよう愕がくしてください！」


    　俺と小こ手で毬まりはそれぞれコップをとる。


    　くそ、どうしよう。驚いてこけたりするか。何が面白いんだよ。いっそ、飲まずに川匂にかけるとか。ダメに決まってる。絶対に騒然とするぞ。二度と呼ばれなくなるのは見えてる。ボケとしてお笑い芸人がやってもアウトなレベルだ。


    　もう、逃げ道はどこにも残されてなかった。


    　諦あきらめて、俺は飲む。


    　ほら、普通の水────じゃなかった。


    「まずっ！　すげえカビくさい！　どぶ川の水かよ！」


    　ひどすぎて、吐き出しかけた！　微妙にあとから甘さが追いかけてきて、小学生の時に舐なめさせられた風か邪ぜ薬のトローチぐらいきつい！


    　本当に不ま味ずいのだ。演技とかそういうことを考えられる次元じゃない！


    　小こ手で毬まりに至っては、「毒殺する気ですか！」とマジギレしていた。


    「ええっ？　そんな意図ないですよ！　大げさですねえ」


    　そう言って、川かわ匂わも新しいコップに水を入れて、自分で飲む。


    「うわあ、まずっ！　健康に悪い味がします！　学校のプールの水よりヤバいです！」


    「ほら、やっぱり不味いだろ！　これ、幼児が飲んだら致死量いってるってくらい、おかしなものが入ってる！」


    　このあと、司会者が「これは笑いをとるにはおいしい」と思ったのか（まぎらわしい表現だが、水は不味い）、「本当ですか～？」とか言って自分から水を飲みにいって、リアルにダメージを負っていた。主に胃袋とかに。


    　ただし、俺には水がプラスに作用した。


    　この一件のおかげで緊張がほぐれた。


    　というか、演技という発想がぶっ飛んで、思ったことを放送できる範囲で言えばいいって気持ちになれた。
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    　そのあと、川かわ匂わの出した水で、最高級の茶葉でお茶を淹いれるとか変な企画をいくつかやったが、意外とうまくいった（ややこしいが、できたお茶はテロレベルで不ま味ずかった）。


    　収録終了後、俺は小こ手で毬まりと一緒に川匂の控え室に行った。


    　売られたケンカを買いに行った──とかではなく、礼を言うためだ。というか、小手毬がお礼をちゃんとしない人間は出世しないと言ってきたのだ。


    「ありがとう、蟠ばん龍りゆう院いんさん。おかげで、すべらずにすんだ」


    「本日はありがとうございました。視聴者の方が、マスターが面白い人のように錯覚したとしたら、すべて蟠龍院さんの功績です」


    　バラエティ番組という点では川匂のほうが圧倒的に先輩だ。もう、これはキャリアの違いなのだと思う。素しろ人うとでも面白くさせてしまうような要素を仕込んでるっていうのは、すごい。


    「あと、俺のこと、蟠龍院さんが呼んでくれたのかな？　だとしたら、仕事もらえて本当に助かった」


    　ぜひ、またお仕事くださいとまで言うのはずうずうしい気がして、控えた。そっちが目的かよと思われたら嫌いやだ。もらえるなら、ほしいけど。


    　ただ、川匂から素直に満面の笑みが返ってきたりはしなかった。


    「あっ……ああ……べ、別にお礼とかいいです……。あなたにはお礼を言われたくもないです……」


    　あれ、やっぱり仕事の要求だと認識されてしまっただろうか……？　それとも、褒ほめられるのに慣れてない？　いや、昔の俺みたいに評価されてないわけじゃないから、それはないだろ。


    「あの……下心とかはないからな。これからもテレビに呼んでくれとか、プロデューサーに口添えしてくれとか言ってるわけじゃないからな」


    　小手毬が浅ましいものを見る目をしていた。そんな意図じゃないって、わざわざ口に出したせいだろうか。


    「とにかく、ありがとうと言われても困ります！」


    　そう言って、川匂は楽屋に逃げるように戻っていった。俺はあっけにとられて、廊下で立ち尽くす。


    「なあ、小手毬、俺は何か失礼なことやったかな……？」


    「マスターに話しかけられて、不愉快だったとかでしょうか？」


    　なあ、小手毬……俺にも人権ってものがあるぞ。


    



    
      ★

    


    



    　放送日、俺はツイートしまくった。その時間に、仕事が入ってたらやむをえないなと思っていたが、当然のように入ってなかったので、問題なく宣伝できた。


    　水を飲んで不ま味ずいと言ってるあたりで、自分の名前で検索をかける。案の定、大量のツイートが検出された！


    「うん、たまにはテレビもいいもんだな」


    「昔、テレビに出る異能力者で幸せになれた人は一人もいないと、つい最近まで一度もテレビに出たことのないマスターが言ってましたが、この調子だとマスターは例外のようですね」


    　そういえば、昔にそんなことも言ったな。舞まい花かとみぞれとビアガーデンに行ってた時だったっけ。


    　小こ手で毬まりはあほらしそうに熱い紅茶を飲んでいる。テレビをゆっくり見るために、少し早めに夕飯をとったせいで、もう食後のお茶の時間だ。


    　楽しい時間というのは、とっとと過ぎるもので、すぐに番組は終わってしまった。


    　あらためて、自分の名前で検索をする。俺がテレビでもやっていけそうとか、強いだけじゃなくて面白いとか、そういうことつぶやいてくれ。


    　──冬ふゆ川かわ朱雀すざく、ブレてきたな。


    　なんだ、この失礼なツイート。まあ、いい。気にせず、下のほうを見ていこう。


    　──もっと冬川朱雀のハードな面を見せてほしい。ああいう仕事は誰だれでもできる。バラエティ異能力者にやらせておけばいい。無理に川かわ匂わとかとコラボしなくてもよい。


    　──冬川朱雀みたいなタイプすら結局、バラエティに出るのかよ。バトル押しでやれよ。


    　──冬川朱雀って奴やつが、川匂ちゃんに絡んでてウザい。


    　──小手毬ちゃんの隣の冬川朱雀って奴、何者？


    　──こんなに媚こびてる冬川朱雀は見たくない。


    　──冬川朱雀はどうでもいいから、小手毬ちゃんをもっと出してほしい。


    　愕がく然ぜんとした。


    　受験に失敗して落ちた時って、こんな気持ちになるのだろうか。プラスの意見がないわけじゃないが、思いのほか、きつく書かれている。


    　どうして、こんなに否定的な意見が多いんだと思ってつぶやいてる人間の名前を見たら、これまで割りと好意的なツイートをしてくれていた奴まで交じっていた。アイコンに見覚えがある。


    　バラエティのテレビにちょっと出ただけで、媚びてるって思われるのか。


    　俺は小手毬が淹いれてくれていた紅茶を一気に飲んだ。割りと熱かったので、舌が多少ひりひりしたが、気にはしなかった。とにかく、何かを飲み干したかったのだ。


    「くそっ！　金のためには仕方ないだろ！　ひたすら敵を瞬殺してる映像だけお茶の間に流せないだろ！　別に五秒で悪人縛って金がもらえるならいくらでも縛ってやるよ！　とっとと悪人呼んでこいよ！　金にならないならそれは仕事じゃねえだろうが！」


    　俺だってバラエティで媚こびることが異能力者として正しいとは思ってないさ。でも、そういう仕事をせずに金を稼ぐことなんて、今の異能力者業界のシステムじゃ無理なんだよ。


    　異能力者は原則、力を使うことも、戦うことも推奨されてないんだから。


    　異能力制限法のせいで動けなくなってるんだから。


    「まあまあ。批判が多いのは売れてきている証拠ですよ」


    　俺がよほど感情的になっていたからだろうか。小こ手で毬まりがまっとうなフォローを入れてくれた。


    　ためしに川かわ匂わと検索ワードを入れると、たしかに「力のない異能力者はもういい」とか「こいつ、弱いのになんでテレビにばっか出てるんだよ」とかいったつぶやきも交じっている。


    　売れるというのは世間に理り不ふ尽じんに叩たたかれるという有名税も込みなのだろう。俺も納税側にまわったんだ。そう考えて溜りゆう飲いんを下げた。


    　けれど、もしかすると川匂が叩かれてるツイートを見て溜飲を下げたのかもしれない。人間、[image: ]もうけている奴やつが失敗しているところを見ると、なぜかほっとする。人として最悪だとは思うけど、そういう部分もたしかにある。


    　そこに携帯電話が鳴った。またテレビ局ということはなくて、舞まい花かからだった。


    『テレビ見てましたわよ。なかなか、面白かったと思いますわ』


    「そう言ってくれると、ほっとするな。まあ、蟠ばん龍りゆう院いんのおかげだな」


    『ああ、そうそう。次回の同期会の日程が決まりましたからご連絡いたしますわ』


    　俺はそのへんに転がっているペンを拾って、カレンダーに「同期会」と書きこむ。


    　舞花の声も、年明け前と比べると陽性のものになってる気がする。俺が前より仕事も増えているから、連絡しやすいのかもしれない。


    『ちなみに、川匂ちゃんも同期会にはいらっしゃいますわよ』


    「あれ、前まであいつ、来てたっけ？　たしかに一個下の奴は何人か出席してるけど」


    『前に朱雀すざくが呼ばれなかった時がありましたでしょう』


    　ちょっと、舞花の声が曇った。俺も嫌いやなことを思い出した。小手毬が家計を助けるために、俺に黙って歌舞伎町のあんまりよくない店で働いていた時期があって、それを偶然、仔こ犬いぬ丸まるが発見。俺がやらせてると思って激怒し、同期会に呼ばなかったのだ。その誤解も、もう解けてるけど。


    『その時から、一個下は原則全員声をかけることにしたのですわ。仔犬丸君からすると、一部の人間だけ一個上の同期会に呼ばれるというのは、それはそれでなんかやりづらいみたいで』


    　この業界、実年齢による扱いの差というのはまずない。ただ、何年前に業界に入ってきたかということは、やたらと気にされる。仔犬丸が、同期の足並みを乱して、先輩にくっついているように見られるのを嫌がるのも理解できる。


    「わかった。いつもどおり、小手毬と一緒に行く」


    『はい、お待ちしていますわ』


    　電話が切れたあと、俺の頭にはぼんやりと川かわ匂わの顔が浮かんだ。控え室の時の戸惑ってるような顔ではなく、なぜかアイドル仕事の時のような、陰のない笑顔のほうだった。


    　別に恋しているとか、そういうのじゃない。


    　前の収録の時、どことなく微妙な別れ方をしたからな。怒らせるようなことをしたのなら謝ればいいだけだが、理由がわからないのが嫌いやだ。


    　席が向かい合ったりしないことを祈ろう。

  


  [image: ]


  
    ２話　答え合わせ

    


    　ある程度、予感はしていたが、こういう時って、だいたいよくないほうに事が運ぶ。四半世紀ほど生きてきて、うかつに期待などすると裏切られるということを痛いほど味わわされてきた。


    　俺の向かい側がわには蟠ばん龍りゆう院いん川かわ匂わが座っている。


    　しかも、配置もテーブルの一番隅。左には誰だれもいないし、右側にはそこまで仲がいいというほどでもない女子大生異能力者の九つ十く九も森り実み籾もみ、右斜めは一個下の長なが嶋しま虚きよ籟らい。どちらもあまり接点がないので絡みづらい。


    　今の俺には小こ手で毬まりすらいない。小手毬はちょうどテーブルの逆側の隅で、余計なことを聞いてくる仔こ犬いぬ丸まるに対して、静かな殺意を向けているところだった。このままではそのうち俺の許可もなく、仔犬丸を締め上げるのではないだろうか。


    「ねえ、ねえ、小手毬ちゃん、今度、横浜のほうでコスプレイベントがあるんだけど、参加してみない？」


    「見学だけならいいですが、自分の好みでもない服を着るのは嫌いやです」


    「え～、でも、小手毬ちゃん、コスプレみたいなゴスロリの服じゃん。ほぼ一緒だって！」


    「これはちゃんとした礼服です！　コスプレではありません！　この姿で街だって歩けますからね！　コスプレされる方にはコスプレされる方の哲学とか生きがいとかがあると思いますが、私は私で着たい服を着るというポリシーがあります！」


    「うん、苛いら立だつ小手毬ちゃんもかわいいなあ。もっと、罵ののしってくれてもいいよ！」


    　その横で、舞まい花かがまたやってるな、こいつって顔で二人を見ている。みぞれはアイドル活動のせいで、高校の勉強がおろそかになっているらしく、しばらくみっちり補習を受けていて、本日は欠席。


    　さて、どうして、こんな俺に不利な席順になっているかというと、深い深い理由がある──だなんてことはない。超浅い。


    　飲み会の席がくじびきで決定されたせいだ。


    　今回の店は新しん宿じゆく駅東口すぐのビル八階の和食居酒屋「九く吉きち」、そこの靴を脱いで上がる座敷だ。それなりの値段のする店だが、その分、料理も酒も平均レベルが高い。


    　デビューして七年、周りの奴やつも金がたまってきている。こういう会で使う店もデビュー直後より、何ランクか上になっていた。


    　俺みたいに、収入が変わらないまま、年数だけ増えていると、真綿で首を絞められるがごとく、じわじわとついていくのがきつくなっていく……。


    　でも、お金の問題はどうということはないのだ。


    　楽しく飯が食えない環境ということのほうが問題だ。せっかく高い会費払うのに、元がとれないのはきついぞ……。


    　ちょうど開始時刻の十八時半になったところで、舞まい花かが立ち上がる。和食メインの店だと、舞花の和服がよく似合う。


    　幹事役はこういう時、たいていが顔の広い舞花になる。一度、順繰りで幹事をやっていこうという話になったが、セッティングを入れ忘れる奴やつが多くて、上う手まくいかず、舞花に一任された。世の中には幹事に向いている人間と、向いていない人間の二種類がいるのだ。


    　なお、順繰りの時の最後の幹事が俺だ。その時期はとくに金欠で、激安居酒屋をセッティングした。はっきり言って、不評だった。お前、真ま面じ目めに店を考えろよと言われた。あれ、もしかすると、俺がダメな店を選んだせいで、あの順繰りシステムが廃止されたのか……？


    　俺が一人でショックを受けているなか、舞花の声が響く。


    「はい、年が明けてから最初の同期会ですわね。もっとも、もはや何の同期かわからないほど、参加される方も増えてきましたが、これはこれで喜ばしいことですわ。では、話が長いのは歓迎されませんし、早速乾杯いたしましょう。皆さん、グラスを持ってください」


    　一斉に響く「乾杯」の声。


    　そのなかで、溶け合わなかった川かわ匂わの小さな「乾杯」の声が俺の耳に響いた。


    　すぐに右隣の九つ十く九も森りと虚きよ籟らいが最近遊びにいった話をはじめだす。


    「へ～、学生友達と沖縄行ったんだ～」


    「お土産みやげのちんすこう、移動中に砕けまくっちゃって～」


    　端はたで聞いていると、そんなに面白くもない会話だけど、話している連中にとっては、十二分に笑うに足るものであって、普通に会話が弾んでいる。九十九森と虚籟って仲いいんだな。


    　小こ手で毬まりのほうも、仔こ犬いぬ丸まるに余計なことを言われて、かなり立腹しているようだったが、場が引かない程度に反論していた。「もう！　どうして、こんなセクハラ発言を平然とする方が人気者なんですか！　この人のファンになりたいと思う要素なんて、どこにもないじゃないですか！」


    「ふふん。表と裏を使い分ければ何の問題もないよ。暗いデスゲーム系のアニメを見たあとに、四コママンガ原作でキャラのかわいさ押しのほんわかアニメ見たくなったりするでしょ？」


    「同意を求められても困ります」


    「あとね、一度ファンにさせちゃえば、少しの下ネタはサービストークになるんだよ。ファンにしちゃえば、たいていのことは許されるのさ」


    　またゲスなことを言ってる。仔犬丸、本当にカメラのないところでは問題発言ばっかりするな……。


    「不愉快です。今日は飲み放題コースらしいですから、私も元をとるつもりで飲みたいと思います。一番高いお酒はどれですかね」


    　小こ手で毬まりにも俺と同じ、元をとるという発想が染みついてるらしく、ちょっと罪悪感を覚えた。


    　貧乏は人の心をダメにするのかもしれない。煌こう霊れいになった当初の小手毬は、そんな考えは持ってなかった。


    　お伽とぎ噺ばなしとかでは貧乏人より金持ちのほうが心が醜みにくくて失敗するケースが多いが、世の中、どっちかというとその逆のことのほうが多いと思う。人間、すべてが満ち足りていたら、悪いことを考える必要もないからな。


    「あっ、そういえば小手毬ちゃん、お酒飲めるんでしたわね。飲み放題の時以外注文されませんので、忘れていましたわ」


    　小手毬の横にいた舞まい花かがその会話に入っていく。


    「私は飲むことはできますよ。いつもはソフトドリンクで節約しているだけです。これとこれとこれ、あと、これも」


    「相当に飲むつもりですわね……」


    　そう、小手毬はむしろ、俺よりはるかに酒に強い。酔いが体にも顔にも性格にもどこにも現れず、静かに黙々と飲み続けるタイプだ。


    　ところで、なぜ飲み会でいきなり周囲の観察ばかりしているかというと、それだけ対面の人間と会話ができていないからだ。


    　川かわ匂わはしばらく横の九つ十く九も森りたちと会話をしていたが、話題がいかに業界で売っていくかというものに変わると、自然とそこから抜けて、つまらなそうにつきだしのイカの酢す味み[image: ]そ和あえを食べていた。あまりにも売れている側がわだから、話しづらい話題だったのだろう。


    　視線がずっと下を向いている。こいつ、[image: ]はしの持ち方、少し変だぞなどと余計なことに気づいた。


    　そして、つきだしなんてすぐになくなるから、[image: ]が手持ち無ぶ沙さ汰たになる。


    　食べているから話せませんという大義名分も使えなくなる。


    　この状態で俺が川匂と話をしないというのはよろしくない。お互いに相手を避さけているみたいな感じになる。むしろ、実際そうなっている。しかし、話しかけづらい。


    　昔は、自じ虐ぎやくネタで話を振ってたんだけど、今は自虐ネタができるほど絶望的ではなくて、中途半端なんだよな。万が一、自慢してると認識されたら、最悪だしな。


    　これはダメなタイプの流れだ。あかんやつや。


    　俺はデビュー二年目にあった高校の同窓会のことを思い出した。あの時と同じだ。


    　実家が岡山県の津つ山やまだった俺は、当然ながら津山に戻って同窓会（およびそれに付随する飲み会）に出た。仲のよかった奴やつが全然来ていなくて、俺は早速川匂みたいな状況になった。


    　会話に入っていこうとしても、話は近ちか頃ごろの津山についてのローカルトークばかり。そうなのだ。俺は東京に出ていったのだが、大半の奴は津山に残っていた。共通する話題なんてないんだ。


    　もしかしたら、「異能力者ってすごいね。年収どれぐらいもらえるの？」「アイドルと付き合えるって本当？」とか、いきなり金の話とか下世話な話とかされて、うんざりするという有名人が同窓会に来た時にありがちな展開になるのかと思っていた。先輩の異能力者がよくそういう愚ぐ痴ちをこぼしていたからだ。どうして、特殊な職業の人間を見つけると、日本人はすぐに年収を聞こうとするのか。同窓生のサラリーマンにいきなり年収なんて聞かないだろ。


    　だが、良くも悪くもそんなことすらなかった。誰だれも俺が異能力者であることになんて興味などなかったのだ。ああ、小こ手で毬まりを連れていかなかったから、余計にまずかったのかな。


    　俺は前にも両サイドにも声をかけられず、ひたすら覚えたばかりの酒を頼んだ。意味もなく、何度も醬しよう油ゆ差しから小皿に醬油を継ぎ足した。さほど酔ってもないのに、トイレに行くたびに酔ったふりをして、よろけたりした。何か俺が話題になればいいなと思いながら。


    　話題は最初から最後まで津つ山やまのことだけだった。彼らが地元の方言で楽しそうに話していればいるほど、俺はみんなが田舎の小さな城下町にしがみついているように見えた。


    　一次会で使った店の前で、連中がたむろしている間に、俺は理由をつけて逃げるようにその場を離れた。二次会なんて誰が行くか。バーカ！　俺は東京に出て、ビッグになってやるんだからな！


    　あまりに川かわ匂わと話せないせいで、そんな面白くない記憶まで上がってきた。もっとも、川匂は同窓生とは明らかに違う人種だが。こいつは無視して騒ぐどころか、一人で黙っている。


    　どうも、ピンポイントで俺と川匂は相性が悪いらしい。


    　考えてみれば、川匂は滝たきヶが峰みねのグループの人間だ。俺と話をするのが嫌いやなんだろうか。乾杯の前の時間は、舞まい花かやほかの奴やつとも気楽に話してたもんな。


    　しかし、俺のほうだって、何の話を振っていいかわからん。


    　ぶっちゃけると、今、川匂がどういうところでどういうふうに活躍しているかよくわかってないのだ。前の『あいどりんぐ・すとっぷ！』って番組も毎週欠かさず視聴してたわけでもなんでもない。


    　俺たちは所しよ詮せん、同じ事務所に所属してるだけの他人同士にすぎない。まずは自分の生活を維持するのが大事で、事務所が一緒でも、周辺の同業者の生活なんて興味も関心も払わないのが普通だ。


    　なので、よほど仲がよくないと何をしてるかわからない。かといって、気にせず尋たずねられるほど、違う業界の間柄でもない。うかつに聞くと、そんなことも知らないのかということになって、失礼に当たるからだ。


    　かといって、このままずっと黙っているというのは最悪だ。あと五分我慢したら解放されるのなら、その選択肢もアリだが、確実に一時間以上この状態が続く。


    　向こうが話しかけてこないなら俺が動くしかない。


    「あのさ……最近、仕事どう？」


    　言った瞬間から後悔した。むしろ、言いながら後悔していたかもしれない。「後」悔どころか、「現在進行」悔だ。


    　こんな抽象的な、しかも話すこともないから言うだけ言ってみたとすぐにわかる質問をしてどうする。


    「ええと……ぼちぼちやってますけど……」


    　そうだよな。抽象的な質問には抽象的に答えてくるよな。この質問で、喜んで答えてくれるのは、よほど自分のことをしゃべりたいタイプだけだ。


    　また、無言の時間がやってくる。


    　これ、本気で拷ごう問もんだぞ。まさか、同期会でこんな深刻な事態になるとは……。コミュニティに参加人数が増えることのリスクを俺は痛感した。


    　しかし、周りからの声で少しだけ俺の苦痛はやわらいだ。


    「でも、冬ふゆ川かわの力は本物だよな。異能力者として、一度は見といたほうがいい」


    　誰だれかが俺のことを評価している声が聞こえた。


    「そうですわ。やっぱり、わたくしたちの本分は戦うことだと、朱雀すざくの戦いは思い起こさせてくれますわ」


    　舞まい花かたちが俺を褒ほめてくれるのは同期のよしみなのかもしれないが、それでもうれしい。


    「僕も本当に先輩のことがうらやましいですよ。小こ手で毬まりちゃんと同居してるって一点だけが」


    　仔こ犬いぬ丸まる、それは褒めてるのか。けなしてるのか。


    「うん、たしかにＫＣ、かっこよかったよね～」


    「俺、ガチで感動したよ。ああいう戦い方もあるんだなって」


    　隣の九つ十く九も森りと虚きよ籟らいも俺のことを褒めてくれている。ありがたいけど、すぐそばに俺がいるんだから、話題振れよ。


    「異能力者って、強いから尊敬されてるんだって気づく大会だったよね～。たまには、ああいうのがあってくれたらいいよね」


    「売れないけど、評価されてるって珍しいポジションだよな」


    　売れないって前提は消えんのか。


    「口だけじゃなくて、本当に強かったんだよね。てっきり、勘違いしてるだけの痛い人かと思ってたけど」


    　九十九森よ、お前、ちょこちょこ表現に毒があるんだよ。


    　まだ軽んじられている部分が残っているようだが、総じて悪い気はしなかった。


    　俺、こんなところで褒められてたんだな。業界人からの覚えはいいみたいだ。


    　人気は気にしてたけど、業界のほうには目が向いてなかった。下がり気味だった心が、もちなおす。


    　なのに、素直に喜べない事態が生じる。


    「ちっ」


    　なんか、川かわ匂わから舌打ちのような音がしたような……。小さな音だから、気のせいかもしれんが。


    　考えてみれば、俺は滝たきヶが峰みねをつぶした人間だ。滝ヶ峰と仲良くやってる奴やつが、俺のことを評価するなんてことはありえない。むしろ、滝ヶ峰の計画をぶっつぶした嫌いやな奴と思われているのではなかろうか。だから、会話も弾まないんじゃないか。


    　このお通つ夜やなみの暗い空気を放置するわけにはいかん。


    「あのさ、蟠ばん龍りゆう院いんさん、滝ヶ峰先輩、俺のことで文句言ったりしてない……？」


    　ソフトに聞くべきだったかもしれないが、直球だった。闇やみに投げ出されたように、会話の距離感がわかっていない。


    「そうでもないですけど……」


    　テレビとは雰囲気が違う不機嫌そうな態度で言われた。


    「滝ヶ峰先輩とあなたは全然タイプが違うんだし、気にすることないじゃないですか」


    「いや、それはそうなんだけど……」


    　何かを隠してるのか、素すなのか、これだけでは判断つかないな。テーブルの皿に落ちそうになる視線を、どうにか引き上げる。


    「少なくとも……あなたに負けたからって文句を言うほど、滝ヶ峰先輩は器が小さくないです……。本当です……」


    　この言葉は多分信じてもいいよな。


    「ありがとう。ちょっと気持ちが軽くなった」


    　俺のこわばってた表情も多少はマシになっただろう。こりゃ、舌打ちも幻聴だな。


    「あなたも、滝ヶ峰先輩にどう思われてるかは気にするんですね」


    　ちょっと、寂しそうに川匂は言うと、コップの酒をゆっくりと口に入れた。


    「滝ヶ峰先輩は強かったからな。俺も一回、手も足も出ないほどやられたことがあった。思うところだってあるけど、あの人は本当にすごいと思うよ」


    　川匂が滝ヶ峰の派閥とかそういうのは抜きにして、俺は言ったつもりだ。滝ヶ峰ぐらいまっすぐな異能力者はそうそういない。


    　ほかの奴らが俺も含めて一年先のことしか考えてないとしたら、あいつは二十年先を見み据すえている。だから、ぶれない。


    「あなたが、そんなに滝ヶ峰先輩を褒ほめるとは思いませんでした」


    「いや、おこがましいかもしれないけど、あの人は俺の中ではライバルみたいなものなんだ。次に戦ったら、どっちが勝つかまったくわからない」


    　俺はそう言いつつ、一杯目のビールを飲み干す。まさに、ビールがノドの奥に流れてゆく時──


    「ちっ」


    　また舌打ちのような声が聞こえた。あれ、やっぱり、これ、川かわ匂わか……？


    「そうですか」


    　川匂は俺に対抗するように、グラスを空にした。


    「あの、あなたはどうして異能力者になったんですか？」


    　左ひだり肘ひじをついて、その手のひらで川匂は自分の頭を支える。


    「だって、そんな特殊な力じゃ、人気が出づらいって最初から読めてたでしょ？」


    　酒の力のせいか、川匂がやけに踏みこんでくる。


    　でも、自分のことを話すだけなら、気楽だ。


    「本音を言うと、そんな計算なんてなかったんだよ。その頃ころって、今ほど五ご属ぞく性せい系けいが磐ばん石じやくの人気を得てる時期でもなかったしさ。あと、なんとかなるだろうって、変な自信があったな。ある意味、今よりはるかに自信過剰だったよ」


    　上う手まくしゃべらないと翌日、赤っ恥をかきそうな自分語りをしそうだが、その時はその時だ。酒をもっと飲んで忘れちゃえばいい。


    「その自信の根拠はどこにあるんですか？」


    「岡山にいた時、俺がほかの異能力者よりは強いって感覚的にはわかってたからさ。さんざん修行させられた副産物だな。周りの奴やつより強いんだから、やっていけるって思ってた」


    　去年だったらここまで言えなかっただろう。ＫＣで優勝したってのが、地味に俺にも効いてきてるんだろうな。


    「お金になるかどうかなんてわからないのに……ですか？」


    　まあ、川匂みたいな計算高い異能力者には理解できない発想だろうな。


    「だって、異能力者なんだから。自分の力に自信持てないと、人を感動させられないだろ」


    「つまり、自分は強いと信じて、この業界に入って、それなりに認めてはもらえたってことですか」


    「認めてもらえたっていうか、認めさせたって感じだけどな」


    「よかったですね。奇跡的に認めてもらうことができて」


    　ちょっと嫌いや味みったらしく言われた。


    「あ～あ、もう一段階がつんといきたいですね！　血中アルコール濃度を上げないとやってられません！」


    　川匂は呼び出しボタンで店員を呼びつけると、強めの酒を注文した。


    「もっとも、売れたいとは思ってるし、蟠ばん龍りゆう院いんさんみたいに売れてる異能力者をうらやましくも思うよ」


    「そういうこと言わないでください。あなたには熱心なファンがついているからいいじゃないですか」


    「それだけで飯が食えるぐらいの数のファンじゃないからな。ファンが仕事を融通してくれるわけじゃないし」


    　酒のせいか、川かわ匂わの目は据すわっていて、なんか先輩というより後輩を見る目でこっちを見ていた。いや、そんなに尊敬されるような生き方してないから、別にいいけど。


    「なるほどね～。たしかに、今のあなたの仕事の量だったら、年収五～六本ぐらいですか。パートナーもいるし、もうちょっと稼げないときついかもしれないですね」


    　五本とか六本とかいうのは、年収を示す隠語のようなものだ。一本が百万。だから、五本なら五百万、六本なら六百万だ。


    　思わず、そんなに稼げるか！　とツッコミ入れそうになったが、恥ずかしいのでこらえた。


    　言うまでもなく、そんなに稼げてない。今年はまだマシかもしれないが、それでもこのペースだと五百万なんて夢のまた夢だ。それはもはや都市伝説のたぐいではないのだろうか。


    「ち、ちなみにそっちの年収はいくらなんだよ……」


    　せっかくだから聞いておこう。もしかすると、聞くべきじゃないかもしれないけど……。


    「え……？　そんなこと、聞いてきますか、普通？」


    　しまった、質問のチョイスを誤ったか……。


    「先に話題に出してきたの、そっちだろ。嫌いやだったら言わなくていいよ……」


    「細かい額は確認してませんけど……そうですね……さ、三十本ぐらいですか……」


    　酔いが完かん璧ぺきに醒さめた。


    　三千万か。


    　最低な話だけど、こいつ、不幸になったりしないかな、とか心の底の悪の部分が呪のろった。


    　やはり、川匂は金持ちだ。雲の上の存在だ……。


    　恐るべし、滝たきヶが峰みね派。金は集まるところに集まるんだな……。もはや努力の量とかで説明つく額じゃないぞ。


    「なんでそんなに稼げるの……？　家に願いをなんでも叶かなえてくれるランプの精とかいるの……？　龍が呼び出せるボール、七つ集めたりした？」


    「超自然的な現象を前提にしないでください」


    　いや、俺の価値観からすると、年収三千万とか、ファンタジーの領域なんだけど。


    「メディア露出が多い人なら珍しくないと思いますけど。なんか顔が蒼そう白はくになってますけど、飲みすぎですか？」


    　違う。お前のせいだ。さらっと、爆弾発言をかまされた。


    　そこに仔こ犬いぬ丸まるの「は～い、そろそろ席替えタイムにします～」という声が響いた。それにしても席替え、早いな。


    「小こ手で毬まりちゃんに席替えしないと首を絞めると言われてるので、席替えにしま～す」


    　武力を使った脅おどしが行われていたらしい……。


    　川かわ匂わがゆっくりと立ち上がる。表情だけなら、完全に素面しらふだった。


    「ありがとうございました。冬ふゆ川かわ先輩と話して……もやもやしていたものが、具体化されました」


    　あまり楽しくなさそうな声で、そう言われて、俺も「お役に立てたならよかった……」と無難な言葉を返した。


    　席を立った瞬間、また耳に響くものがあった。「ちっ」という舌打ちだった。気のせいだよな……？　だって、ありがとうって言われたぐらいだしな……。


    



    　終電近い京けい王おうの特急（高たか幡はた不ふ動どう行きと表示されてるが、高幡不動から普通になって終点の京王八はち王おう子じまで運行される）に揺られて帰った。部屋の電気をつけて、パソコンのメールをチェックする。


    　また、『あいどりんぐ・すとっぷ！』に出演してもらってもいいか、という内容のメールがテレビ局から来ていた。川匂と勝負する企画が地味に高評価だったらしい。


    　すぐに了解の返信をした。


    　俺は心底ほっとした。川匂にどうしようもないほど避さけられてるわけじゃないんだ。


    「仕事を持ってきてくれるという点では、川匂は俺にとって神様みたいな存在だな」


    「マスターは現金にもほどがあります」


    　小こ手で毬まりが心底愛想を尽かした顔で言った。


    　お礼のメールを川匂にしようとして、やめた。


    　ていうより、あいつのメアド知らないや……。


    



    
      ★

    


    



    　川匂との番組対決は、二度目も三度目もそこそこの評価を得た。


    　二度目が利き水。天然水と川匂の作った水を飲み比べて、どっちが美う味まいか当てるというもの。お前、意図的にやってるだろってぐらい、川匂の水がまた臭くさくて、すぐにわかった。顔を近づけたら、涙が出るレベルだった。ウケてるかどうかより、健康被害がないかのほうが気になる。小手毬は飲むのを拒否して、床に流していた。


    　三度目は川匂が出したジンジャーエールっぽいものと、市販のジンジャーエールとの違いを当てるというもの。まだ、どうにか飲めたが、やはり異臭があって、すぐにわかった。小手毬は飲む前から川匂の偽ジンジャーのコップを糸で弾はじき飛ばした。「プライドの問題です。こんな、怪しいものは口にできません」と言ってた。気持ちはわかるけど、飲めよ。俺はちゃんと飲んでるんだぞ……。


    　ほとんど一回目と大差ない企画じゃないかと思うが、これがウケているらしい。どうやら、飲食物を使ったネタは比較的ウケがいいようだ。


    　でも、なんといっても成功の要因は川かわ匂わのキャラである。


    　今度こそ上う手まくいきますよと[image: ]あおりに[image: ]って、お約束のように毎回無茶苦茶なクオリティのものを持ってくる。俺もそれなりの反応をする。オチが読めて、それがしっかり面白いので客をつかんでいるらしい。


    　エゴサーチで反応は細かくチェックしているが、完全に俺（および小こ手で毬まり）は川匂とのセットとして認識されていた。本当に川匂さまさまだ。


    　中には「どんどん冬ふゆ川かわが自分の方向性を見失ってる」とか「こんなことじゃ、そのうち消えるぞ」とか書いてる奴やつもいるけど、その頃ころになると、そういう反応は笑い飛ばせるようになっていた。


    　気持ちはわかるけどな。俺だって、こんなくだらんことをして意味あるのかって多少は思ってる。変な水を飲んで、不ま味ずいとリアクションすることで、お金もらってどうするんだよ。


    　けど、常識的に考えても、仕事が増えてるのに、消えるほうに作用するわけがないだろ。たしかにレアキャラとして売ったほうがインパクトはあるだろうが、メディア露出が少ないということは、それだけ仕事が少ないということだ。仕事が少ないほうが長続きするだなんて論がありえてたまるか。


    　小手毬ですら「生きるためにお金を稼ぐことが悪いことのわけがありません」とはっきり俺をフォローしてくれた。


    　というわけで、仕事は順調だ。去年の絶望的な状況（異能力者を辞める直前までいった）から比べれば、天国と言っていい。


    　一つだけ問題があるとすれば、川匂と俺がろくに打ち解けられないことだろうか。


    　川匂はテレビの収録中は、見事にダメな異能力者を演じてくれる。「今度こそ、わたしのすごさに気づくはずですよ、冬川先輩！」「吠ほえ面づらかかせてあげますよ、冬川先輩！」「今日が年ねん貢ぐの納め時です、冬川先輩！」大言壮語を吐いて俺に絡んでくる川匂が、ことごとく失敗していく様子は、冗談抜きで面白い。


    　ただし、それはカメラのまわっている中だけでのことだ。


    　仕事以外では、あいつは失礼なぐらいにそっけない。あいさつすら、顔をしかめて平原で天敵に会ったような顔をして、ようやく「お、おはようございます……」と蚊かの鳴くような声でしてくるぐらいだ。


    　こっちがお世話になっているとはいえ、最初に仕事依頼が来た発端はお前なんだし、その態度はどうよと思うのだが、一事が万事、その調子だった。あいつとの距離はいっこうに埋まりそうにない。


    　小手毬は「マスターのことが生理的に受け付けないんでしょう」と俺への配慮を一切欠いた表現を使っていたが、本当にそうなのかもしれない。ある意味、苦手な人間でも金になりそうなら利用するほどに川かわ匂わはやり手なのだろう。


    　滝たきヶが峰みねから、好き嫌いで組む相手を決めるようなことはするなとか教育されてるのかな。いわばこいつはミニ滝ヶ峰なのかもしれない。


    　それと、川匂にどう思われてようと、川匂との仕事は俺にプラスに働いていた。


    　ほかのテレビへの出演も、深夜のものとはいえ、ちょくちょく入ったし、異能力者専門誌『ニューボーン・ベイビー』の連載の仕事までいただくことができた。


    　専門誌は手に取る層がマニアックすぎて影響力はないが、毎月の定収入というのは大変ありがたい。依頼メールには、小こ手で毬まりにも添削してもらって、できるだけ丁てい寧ねいな文面で返信した。


    　五月頭のある日、新しん宿じゆくにある事務所の会議室で雑誌の編集者と打ち合わせをすることになった。


    「今回はメールでのご快諾ありがとうございます。今日は細かい話をさせていただきますね。連載の内容なんですが、本当にテーマなしにエッセイとかでいいですよ。日常思ったこととかで、何の問題もないです。ただ、そこに何枚か写真を入れたいと思いますので、たとえば食事のことについて書く時は、その写真がほしいなと」


    「はい！　それぐらいすぐにできますっ！」


    「マスター、トーンを少し落としてください」


    　最近、小手毬に指摘されて気づいたのだが、ビジネスの話になると俺は声が大きくなるらしい。あと、つばもよく飛ぶらしいので注意が必要だ。


    「連載記事は毎月雑誌ページ半分なので、あまりたいした量ではないのですが。文字数にして千字ぐらいですかね」


    「文章の素しろ人うとだし、それぐらいのほうが安心です」


    「あと、今回、可能であれば、小手毬さんのほうにも冬ふゆ川かわさんとは別に一ページ書いていただきたいなと」


    「えっ!?　小手毬もですか？」


    　そんなのメールには書いてなかったぞ。しかも、小手毬のほうが文量多いのかよ。まあ、別にいいけど。


    「毎月一ページぐらいであれば、私は可能です。ゴスという生き方について、世に問いたいものがあると常々考えていましたし、ちょうどいい機会です。最初のテーマは『バウハウス再考』、その次が『オートモッドとその影響』にしましょう」


    　そんなこと、常々考えてたのか、こいつ。


    「ただ、私はあくまでも煌こう霊れい遣いの煌霊にすぎません。マスターの承認は必要です」


    　そこはちゃんと俺を通してくれるんだな。


    「どうでしょうか、冬川さん。もちろん、連載ページが一・五ページということで、原稿料も、それ相応のものになります」


    「やります」


    　迷う要素などなかった。


    「あと、編集さん、これ、もしも連載が書籍化とかになったら印税も入ってくるんですよね？」


    「そ、そうですね……。一冊分になるには、二年はかかるかなと思いますが……」


    「マスター、お金に関することを話す時だけ、前傾姿勢になる癖くせ、なおしてください。はしたないです」


    　そんな癖まであったのか。そういえば、前のめりになっていた。そんなこと言われても金がないと生きていけないのだから、仕方ないだろう。


    　ただし、多少引っかかるところもなくもなかった。


    　俺と小こ手で毬まりって、世間的には完全に等価なんだな。


    　いや、等価ならいいんだけど、小手毬が主で、俺のほうが従になってきてないか。


    　また、余計なことを考えはじめてる。金が入るんだから、何の問題もない。そんなことで小手毬を拘束しても何にもならない。俺と小手毬は二人で一つの異能力者だ。相手に嫉しつ妬とを覚えて、どうする。それじゃ、左手が右手をうらやむようなものだ。


    　そんな感じで無事に商談がまとまり、会議室から出ると、なぜかそこに舞まい花かがいた。


    　和服のインパクトは事務所の中でもデカい。すぐに舞花だとわかる。おそらく舞花の成功の一因はこの目立つビジュアルなんだろう。しかも、それをキャラ作りではなく、素すのファッションでやっているから嫌いや味みがないのだ。いちいち本人の前で言いはしないけど。


    「おっ、次にこの部屋、使うのか──」


    「朱雀すざく、お時間空あいていらっしゃいますか？　そうですか、空いていらっしゃいますか、では来ていただけませんか？」


    　すぐさま舞花は俺の腕をとった。


    　表情からして、かなり苛いら立だっているのがわかった。


    「おい、いったいなんだよ？　用件がわからないんだけど……」


    「あとで話しますわ！」


    　何の回答にもなってなかったが、舞花の怒りの形ぎよう相そうに恐れをなして、俺は素直に従った。異能力制限法に引っかからないようにさりげなく俺を突風で吹き飛ばすことぐらいならしかねない。その証拠に、舞花の長い髪が静電気を帯びたみたいに浮き上がっている。


    　誰だれにでも毅き然ぜんとした態度をとる小手毬すら、面倒なことになるという自覚があったのか、何も言わなかった。


    　俺は新しん宿じゆく西口地下のロッテリオまで連行された。


    　西口のロッテリオであればたしかに事務所の人間もあまり来ないだろう。京けい王おうの駅も近いので、俺も帰りやすい。さすがに店内で処刑されることはないだろうから、ひとまず身の安全は確保できたと言っていい。


    　そのロッテリオにはみぞれまでいた。マフラーを首に巻きながら、冷たいシェイクをごくごく飲んでいた。


    　霧きり原はらみぞれ──俺や舞まい花かの後輩で、五ご属ぞく性せい系けいの氷の異能力とたぐいまれなるかわいさを使って、アイドルとしての出世街道を着々と歩んでいる。


    　若手の中での出世頭で、そのくせ、俺なんかを慕ってくれる超いい奴やつだ。


    「あっ……お仕事お疲れ様です……」


    　みぞれは叱しかられるのをわかっている子供みたいな顔をしている。むしろ、俺のほうこそ舞花に叱られそうな気がしていて、びくびくしてたんだけど。


    　俺と小こ手で毬まりは並んで座らされた。俺の前には舞花、その隣にみぞれという構図。圧迫面接というのは、こういう空気なんだろうか。


    「どうしても確認しておかないといけないことがあって、今日は来ていただきましたわ」


    　舞花はテーブルの上で手を組んで言った。


    　よくわからんけど、怒られるようなことをしたのが濃厚らしいので、事前に謝っておこうかと思うほどだ。うかつなことをやって怒りを増幅させたらバカらしいのでやらないけど。


    「さっぱり用件がわからん。理由を教えてくれ」


    　話す直前、舞花の表情まで不安そうなものに変わる。


    　これは、よほどまずい話が来るらしいな……。


    



    「あの……朱雀すざくは……その……蟠ばん龍りゆう院いんさんとお付き合いなされてますの……？」


    



    　空気がちょっと止まった。


    　あまりにも荒こう唐とう無む稽けいすぎて、どういう反応をとっていいかわからなかったのだ。最初に地動説を聞いた人もこんな感じだったのだろうか。「あっははは、地球がまわってるわけないじゃん！」とか言ってたと思う。


    「そのような事実は一切ありません」


    　なぜか俺の代わりに小手毬がぶっきらぼうに答えた。マネージャーかよ。


    「私はマスターの身辺は把は握あくしているつもりですが、マスターが蟠龍院さんに好意を伝えたことも、また蟠龍院さんがマスターに好意を伝えたこともまったくありません。まして、デートのような行為も、いかがわしい行為もないです」


    　なんで、そんな証人喚問みたいな調子なんだよ。


    「マスター以外で、マスターのことを一番わかっている私が言うのだから間違いありません」


    「そうですか……。少し胸のつかえがとれましたわ……。風通しがよくなった感じです」


    「な～んだ。みぞれもほっとしました」


    　よくわからんが、二人の憂ゆう鬱うつが少しは晴れたらしい。俺にモテ期が来ることがそんなに信じられないのだろうか。ああ、コイバナというのが女子は大好きだから、気になるのか。たしかに話題としてはかなり面白い部類かもしれんな。


    「むしろ、どうして、そんな事じ実じつ無む根こんの虚説が出回ってるんだよ。小こ手で毬まりの言うとおり、あいつと二人っきりで会ったことすらないんだから、週刊誌に書かれたりする可能性だって皆無だぞ」


    「だって、朱雀すざく、近ちか頃ごろ、やけに蟠ばん龍りゆう院いんさんのテレビに出演されていますし……。飲み会でも席が向かい合っていましたし、その頃から一気に急接近したのかなと……」


    「お前なあ、あれってただの仕事だろ。プライベートの時間じゃ、まともにあいさつだってしてないぞ」


    「そのとおりです。ご心配にはおよびません」


    　また小手毬がやたらと俺の無実を強調した。まさに煌こう霊れいと煌霊遣いの正しい関係だ。俺が答える前に、お前が言うなという気持ちもなくはないけど。


    「どちらかといえば、私の見たところでは、マスターは蟠龍院さんに避さけられています」


    「そこまで言われると、それはそれで傷つくんだけど……」


    　まったく、意識してないわけでもなかったが、自分以外の口から聞くとこたえた。腐っても、俺のほうがあいつより先輩なのに。


    「詳しくご説明いたしましょう」


    　そう言うと、小手毬はホットココアを一口飲んだ。小手毬の場合、ビジュアル的に酒より甘い飲み物のほうが確実に似合う。というか、容姿は十代のままだから、飲酒はイリーガルに見える。


    「これまで見た限りですと、蟠龍院さんはマスターと顔を合わせるだけで、思いつめたような顔をされています。それですぐに顔を赤らめて目をそらす有様です。腐っているとはいえ、マスターは彼女の先輩に当たるのですから、不本意だとしても最低限の敬意は払うべきです」


    　俺も小手毬も、俺が腐っているという点では見解が一致しているらしい。


    　なんにせよ、これで舞まい花かとみぞれの疑問も氷解しただろう。


    「とにかく、俺とあいつに何かあるだなんてデマもいいとこだよ。どれぐらいありえないかっていうと、小手毬の胸が巨乳に変わるぐらい、ありえない」


    　言った瞬間、わずかに不適切な発言かなと思ったら、案の定、小手毬が無言で手帳を取り出した。例の「正」という文字がいくつも書かれてるやつだ。


    「正　正　正　正　正　正　正　正　正」および一本の横線にさらに追加の一本の線が入る。


    「四十七個ですか。あと三個ですね」


    「それ、五十になったら何が起こるんだよ……？」


    「五十個たまらないような生き方をすればいいんですよ」


    　そんなこと言われても、数が減らないんだったら、いずれたまってしまいそうだ。


    　しかし、恋する乙女おとめっていうのは、恋愛感情はどんな障害も乗り越えられると固く信じてる節ふしがあるな。だから、こんなありえない話を信じたりするのだ。


    　断言するけど、年収が三千万超えてる女子が年収三百万にまったく届かない男（具体的な数字は心臓に悪いので、なんとなく避さけておこう）を好きになることなんてありえんだろう。


    　そんなに人生、甘くないんだよ！　王族と庶民の恋愛なんて昔話の中だけでの話だ。猫とライオンの間で恋愛が成立しないのと同じだ。


    　なのに、みぞれの顔はさっきよりもむしろ曇っていた。


    　心なしか肌寒いが、みぞれが周囲の温度を下げているらしい。精神が不安定だと、異能力が自然と発現してしまうのだ。どこで、そんな気持ちになったんだ。高校で補習を食らったことでも思い出したのか？


    「あの、小こ手で毬まりちゃん、さっきまでの話を整理すると──川かわ匂わ先輩って、朱雀すざく先輩に何か言いたいことありそうなのに、全然言えずに顔を赤らめてたりしてたってことかな？」


    「はい。いまだにずっとそうですよ。今日こそ物申してやるって感じの気負った顔の時もありますが、すぐにまた弱気になって、泣きそうな顔になったり。よほど嫌われてるんでしょうね。早く宣戦布告でもなんでもしてくればいいのにと思います。敵になってくれれば戦いようもあるのに」

  


  [image: ]


  
    「それ…………露骨すぎるぐらい、恋する乙女おとめの反応なんだけど」


    



    　地下街を風が吹き抜けた。


    　舞まい花かだ。舞花まで思わず力を起こしてしまったらしい。おいおい、うかつに異能力使うなよ……。無意識の使用は異能力制限法でもセーフの範囲内だけど、威力が大きすぎると変な目で見られるぞ……。


    　しかし、そんなこと言えないぐらいに舞花の顔が青い。徹夜で飲んでた奴やつが朝方五時ぐらいになると、よくこういう顔になるが……。


    「ありえませんわ……。蟠ばん龍りゆう院いんさんといえば、実力はないけど、それを補って余りある計算高さでのし上がった方ですわよ……。長いものには巻かれろの精神で滝たきヶが峰みねさんとも仲良くしていますし……。そんな方が未来図を描くどころかその月の生活にも困っていた朱雀すざくに好意を持つとか、普通に考えて、ないですわ……」


    　お前、どさくさに紛まぎれていろんなものをディスるなよ……。


    「みぞれだって、まさかと思いますよ……。世の中に先輩のいいところを発見できる人がそんなにいらっしゃるとは考えられません！　ていうか、先輩、いいところ、ほぼないですし。人徳もお金もないですし。愚ぐ痴ちをこぼしまくって、周囲の空気壊すタイプですし。面倒くさい性格ですし」


    　だから、本人がいる前で、俺をディスるなよ。ていうかみぞれのディスり方、舞花の比じゃないな……。ネガティブ部分の発想力がみぞれのほうが圧倒的に強い。


    「でも、舞花先輩、この川かわ匂わ先輩のしぐさって、どう見ても『告白したい……。でもできない！』って反応ですよね！　古臭くさいぐらい純情な態度ですよね！　クラシカル女子しぐさですよね！」


    　だから、そういう方向性に進むなよ。ここは、さっきみたいに、冷静な小こ手で毬まりに助け舟を出してもらおうか。俺が直接言うより効果があるだろう。バカな妄想にバカと言ってやれ。


    「そういえばマスター、今日の夕飯は米抜きルー抜きカレーでいいですか」


    「やめろ、それだと何も残らん。パンドラの箱でも最後に希望が残ったぞ。なんで、遠まわしに夕飯抜きみたいなこと言ってくるんだよ」


    　野良猫が見知らぬ人間に見られた時みたいな敵視の目だった。さっきの発言をまだ怒っているのだろうか。


    「マスターとしては、蟠龍院さんに好かれてるって聞いて、ラッキーとか思ってるんですか？　そうなんですか？　正直に答えてください。隠すとためになりませんよ」


    　そうか、小手毬まで不覚にも女子二人の味方なのか。俺は孤立無援か。


    　わかった。お前たち小娘三人まとめて相手をしてやる。


    「ラッキーも何も、あいつが俺のことを好いてるってところが誤解だ。だから考えるだけ無駄だ、無駄。下へ手たするとマジで十倍以上の年収の開きがあるからな。そんな格差のあるところに恋愛感情が働くことなんてありえん。現実を見ろ。身分違いの恋など現実にはない。乙女おとめが虫を見てときめくことなどないのだ」


    　お前たちがコイバナ気分で混乱しようと、俺はぶれない。


    　話している最中に携帯が振動した。それでも俺は目の前の三人の敵との戦いを優先する。


    　お前たちの曇った瞳ひとみに輝きを取り戻してやる。


    「で、でも、みぞれは道ならぬ恋の物語をたくさん知ってます……」


    「愚かなり、みぞれよ。それは物語。つまり、フィクション。仔こ犬いぬ丸まるが好むようなフィクションの世界ではしばしば超絶金持ちのお嬢様キャラが出てきて、主人公に好意を向けてくれるが、あれは二重に間違いだ。好意なんて向けてくれないし、そんなに大量のお嬢様はいない。あんなにいたら、世の中の女子高生の二割ぐらいお嬢様になるぞ。あれは金のない作者と読者が作り出した共同幻想にすぎん。かわいい子と結婚もしたいし、金持ちにもなりたいから、そんな設定が出てくるのだ。考えてみろ、お嬢様キャラと結婚して一方的に得をするのは庶民側ではないか。打算を超えた愛ではなく、打算にまみれた欲望の結果が、そんな設定なのだ！！！」


    「……もう、いいです。先輩が恋愛から最も遠いところにいるのは、よくわかりました」


    「そうですか……。ほんのわずかでもマスターを疑ってしまい、申し訳ありませんでした……」


    　小こ手で毬まりはため息交じりに言った。


    　本当に妄想を打ち砕けたのかは[image: ]なぞだが、今はその言葉を信じるしかあるまい。小手毬は俺の煌こう霊れいなのだ。俺が信じてやらずに誰だれが信じる。


    「朱雀すざく、あなたって、こういう点に関してだけは本当に一本筋が通っている男ですわね……。認めたくない部分もありますが、畏い敬けいの念を禁じえませんわ……」


    　驚きと呆あきれが混ざり合ったような顔で、舞まい花かに言われた。


    「俺は現実の異能力者だ。もちろん、夢を見るのは悪いことじゃないけど、夢と現実を混同したらその先にあるのは破滅だぞ。お前らみたいに恵まれてる奴やつほど、夢が現実の近くにあって、勘違いするリスクもあるから、そこは気をつけておけ。俺は夢に生きようとして失敗するつもりはない」


    「先輩がかっこいいのか、かっこ悪いのか、みぞれにはよくわかりません……。でも、どことなく寂しいです……」


    　なぜか、一時的に俺の偏差値が十五ぐらい上がったような気がする。


    「徒あだ花ばなさん、霧きり原はらさん、まあ、こんなていたらくですので、当面は大丈夫かと思います。蟠ばん龍りゆう院いんさんが何かの間違いでマスターに好意を抱いたとしても派閥の壁、年収の壁、その他諸もろ々もろの壁が邪魔をしてしばらくは動けないでしょう。当面は人間関係に大きな変化があるとも思えませんので、静観でいいのではないでしょうか」


    　舞花とみぞれは、それもそうかと思ったのか、二人で顔を見合わせてうなずいてくれた。よくわからない乙女おとめの尋問は終わった。恋の力ってすごいんだな。他人の恋愛話でも、これだけ我わがことのように思えるのだから。


    「恋とはな、生活とかほかの悩みがない人間だけができる特権なんだよ。俺がほしいのは、恋よりも金と米だ」


    「先輩！　正論はわかりましたから、もうみぞれに言わないでください！」


    　みぞれが両耳をふさいだ。


    　正しい言葉とはいつの世も受け入れられないものなのだ。


    「話はついたな。それじゃ、俺と小こ手で毬まりは京けい王おう線で帰るから」


    　舞まい花かとみぞれの二人と別れた。すぐそばの京王の改札前で電話が来ていたことを思い出した。


    　なつかしい名前が表示されていて、券売機横の柱で、俺はすぐに折り返しの電話をかける。雑踏のざわめきに負けそうになる相手の声を聞き取ろうと耳をしっかり携帯にくっつけた。話が尽きそうにないので、待ち合わせ場所を決めて、電話を切った。


    「いったい、誰だれですか？　やけにマスターのテンションが上がっていましたが」


    「小手毬も覚えてるかな。ほら、蜘く蛛も島じまムカデって、エナメル・ミュータントって事務所の異能力者だった奴やつ」


    「ああ、あの人ですか」


    　小手毬も顔が思い浮かんだのか、こくこくとうなずいた。


    「昔はマスターと一緒に人気が出ない、人気が出ないってよくくだを巻いてましたよね。イロモノ同士、せいぜい仲良くしようって。傷の舐なめあいみたいであまり楽しくはありませんでしたが」


    　相変わらず小手毬の言葉がきついが、それを間違いだと言う権利もない。ほぼ、百パーセント正解だし。


    「あいつ、あのあと、異能力者辞めてさ、郷里に帰ってたんだよ。なんか、久しぶりに東京に出てきてるらしくてさ、仕事が早めに終わったから、会えないかって」


    　二年以上前に異能力者業界を辞めた奴から、メールが来るとは思わなかった。


    　たいていの場合、こういうのって辞めた側がわからは会いづらくて、連絡なんてまずよこさないものなんだよな。俺だって、高校時代の知り合いにメール送ろうだなんて一年に一秒も思わないし。せいぜいメールアドレス変更のメールだけが来るような仲になったりする。


    「あいつ、今日中に帰るらしいから、今から品しな川がわに行く」
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    　定刻より三分遅れの山やま手のて線に乗って、品川の改札に行くと、先に蜘蛛島ムカデが待っていた。


    「おお、蜘蛛島、思ったより元気そうだな」


    　久しぶりに見た蜘く蛛も島じまは見事にスーツを着こなしていた。異能力者の時はだいたいＴシャツ姿だったのに。幼虫が成虫に変わったようだと思った。


    「冬ふゆ川かわも上う手まくやってるみたいでよかったよ。小こ手で毬まりさんも、変わりないみたいだね」


    「本当はマスターには、もっといい意味で変わってほしいんですがね」


    　小手毬の皮肉を久しぶりに聞いた蜘蛛島は、アイドルに会えたファンみたいにうれしそうな顔をした。


    　高たか輪なわのほうに出て、喫茶室ゴーギャンに入った。蜘蛛島は「ゴーギャン、なつかしいな」と感慨深げに入り口で店の看板を見ていた。たしかにゴーギャン、都内にしかないもんな。


    「東京には数年住んでただけなのに、こんなになつかしいもんなんだね」


    　蜘蛛島は一仕事終えたようなため息をついた。どう見ても、蜘蛛島はただの入社数年目のサラリーマンで、異能力者だった雰囲気などかけらもない。


    「お前の郷里って福井県だったよな」


    　何度か聞いたことのある話なのに、いつもすぐに忘れてしまう。


    「福井県の河か和わ田だっていう小さい町だよ。漆うるし塗りをやってる工房が並んでる」


    「それだけ聞くと、けっこうオシャレな町っぽいけど」


    「河和田は辺へん鄙ぴなところだよ。最寄りの[image: ]さば江えって駅から……距離を意識してないんだけど、七キロぐらいは離れてたかな」


    　しばらく、蜘蛛島は郷里がいかにダメかという話をした。話を聞きながら、河和田と津つ山やまだと、どちらがマシだろうかと思った。おそらく、大差ないほどに田舎なのだろう。


    　商店街はやっぱりシャッター街なんだろうか。俺の住んでた津山はなかなか大変だった。城下町の矜きよう持じだけで必死にこらえている、そんな印象を高校まで育った街に持っていた。


    　故郷を楽しそうに悪く言えるぐらいには、蜘蛛島は愛着があるらしくて、ほっとした。ダメななりにも蜘蛛島にとって、大切な場所なんだろう。


    　故郷の悪口を並べられるのは、そこに住んでいた者の特権だ。俺だって自分で津山を悪く言うことはあるけど、他人に言われたらイラつく。それは悪口が事実そのもので、あまりに救いがないからだ。津山を田舎と言われたら、俺は反論もできずに、うつむくしかない。


    「福井県の越えち前ぜん市には大おお虫むし神社っていう、古い由ゆい緒しよの神社があってね。どうやら蟲むし遣いもその神様を信仰していたらしいんだ。だから、ボクみたいな蟲遣いがかろうじて残ってたってわけ。それもボクの代で終わりになりそうだけどね」


    「今は、福井で何してるんだ」


    　自然と仕事の話にシフトできるタイミングで、聞いた。早めに聞かないと、だんだんと聞きづらくなる。


    「福井の精密機械の会社で働いてる。今のところは、それなりに順調かな。会社の中に見本の機械が展示されてるから、それをお客さんに説明して、どうですかって営業するんだ」


    　ファンに向かって話すことの多い異能力者業界の生活が少しだけ役に立った、そう蜘く蛛も島じまは言った。蜘蛛島は郷里は悪く言っても、異能力者のことは一言も否定しなかった。


    　蜘蛛島は二年前に異能力者の事務所を辞めた。辞める一か月前に騒がしい均一酒場で、打ち明けられた。


    　──今月の家賃がね、払えなかったんだよ。


    　自じ[image: ]ちよう気味な笑みを浮かべて、蜘蛛島は安い枝豆を口に入れた。俺も枝豆を口に運ぶ。塩のかたまりがついていたのか、痛みのようなからさが口に残った。


    　──前に住んでた高たか田だの馬ば場ばの部屋、虫が多すぎるってことで追い出されたって言っただろ。あれも半分は本当で、半分はウソなんだ。どっちみち、その部屋のお金を払うのがきつくてさ、おそらく管理会社が難色を示すだろうって予想したうえで、部屋が虫だらけって言ったの。それで今の、高こう円えん寺じの安いアパートに移ったんだ。


    　そのボロアパートの家賃も払えなくなったところで、蜘蛛島の心が折れた。いや、中途半端に曲がっていたものをはっきりと折ったのかもしれない。


    　──しがみついていても幸せにはならないからね。ボクの力は人気なんて出ない。誰だれも虫を操る異能力者なんて求めてないみたいだし。


    　あの時、俺は慰なぐさめの言葉をかけただろうか。まったく、記憶にない。でも、何か言えたとしても、所しよ詮せんは気休めだ。虫を使う異能力者に人気が出たことなんて、それからも、それ以前も一度もない。


    　たとえば、世界一絵が上う手まい人がいれば、大変な賞しよう讃さんや富を得られるだろう。世界一、痰たんを吐くのが上手い人がいたとしても、褒ほめてくれる人間なんていない。ましてや、商売になどならない。この世には認めてもらえる技能とそうでない技能がある。


    　運悪く褒めてもらえない技能を持ってしまった奴やつは、どうにか認めてくれと無駄なあがきを続ける。本人だけが無駄と諦あきらめられない。夢を信じて、現実よりも夢ばかり見て、ばたばたもがく。そして、必要以上に傷ついてしまう。


    　蜘蛛島ムカデの場合もそうだった。節足動物の扱いに長たけていても、雑誌もテレビも見向きもしてくれない。カブトムシやクワガタの専門だったら、やりようもあったかもしれないけど、どっちかというと、クモ類やムカデ類がメインだったからな……。


    　雑誌やテレビに見る目がないんじゃない。見る目がちゃんとあった。だから、ノイズのような俺たちは見向きもされなかった。俺たちを求めてる奴もいただろうが、商品として成り立たせられるほどの数ではなかった。


    「冬ふゆ川かわと小こ手で毬まりさんの活躍は雑誌やテレビで見てるよ」


    　俺はわずかに身構えた。


    　ダメ出しされるかもしれないと、反射的に思った。


    　蜘蛛島の知ってる頃ころの俺と、今の俺はあまりに違う。バラエティで川かわ匂わの水に七転八倒してる俺は情けなく映るだろうか。そんなしょうもないことのために、この業界に入ったのかと言われるだろうか。


    「成功してるようで、なによりだよ。これからもテレビに進出していってね」


    　特別な言葉でもなんでもない。誰だれだって言えるような、ありふれた文句。


    　なのに、俺は自分の分身から、背中をそっと押してもらえた気がした。


    「ありがとう、蜘く蛛も島じま」


    「冬ふゆ川かわはこれから前に出ていけばいいんだ。強さは見せられないかもしれないけど、それが間違いなく一番の幸せだよ」


    　酒が入ってるわけでもないのに、蜘蛛島の目はやけに熱っぽかった。


    　蜘蛛島が乗る新幹線までそんなに時間もない。思ったことをすべて吐き出そうとするみたいに蜘蛛島は続けた。


    「冬川、ファンの声に耳を傾けすぎないほうがいいよ」


    「また、変な忠告だな。普通そこはファンを裏切るなって言うところだろ」


    「別にさ、ファンを裏切れって言ってるわけじゃないよ。ただ、あまりにストイックなことばかりを冬川に期待するタイプのファンには気をつけろってこと。彼らは冬川の人生に責任を持ってくれるわけじゃないからね」


    　俺は蜘蛛島が自分の現役時代を思い出しながら言っているに違いないと思った。


    「マニアックなことをすれば、そういうのが好きなファンはものすごく君を評価してくれるよ。だけど、それに合わせていけばいくほど、冬川は狭い方向に突き進むことになる。多数派のユーザーをどんどん切り落としていくことになる。そして、独りよがりの変なことをすることだけがとりえの奴やつになっちゃう」


    　気け圧おされたように俺はうなずいていた。


    「もちろん、世間に迎合しろって意味でもないよ。人生ってのは、そんなに単純な二者択一じゃない。ただ、マニアックな方向に走るのが、求道的な素晴らしい生き方だって錯覚をしやすいからね。そんなの、求道的なものでもなんでもないよってことは肝に銘じておいたほうがいい。人間は自分が責任を取らないでいい相手には純粋さを求める。今の異能力者業界で正しいのは、蟠ばん龍りゆう院いんさんみたいな生き方さ」


    　蜘蛛島は腕時計を見る。そろそろ新幹線の発車時間が近づいていた。


    　俺たちが金を出そうとするのをとどめて、蜘蛛島は会計をまとめてすませた。


    　駅に戻る道すがらも、俺は蜘蛛島がやけにかっこよく見えた。身なりも俺なんかより、ずっとよかった。それこそが本来の大人なのだと思った。


    「出張がしばらく多くなりそうだから、また何か機会があれば！　あ、そうだ、お土産みやげが一つ余ってるんだけど、いらない？」


    　蜘蛛島は「神かん無な月づき」という名前のピーナッツせんべいの包みを渡すと、改札の奥に消えていった。


    「もしかしたら、マスターにもああいう未来が待っていたのかもしれませんね」


    　蜘く蛛も島じまの背中を見ながら、小こ手で毬まりが感情を交えずに言った。


    「あいつ、意外と[image: ]もうかってるみたいだな。乗ってる車の話をしてたけど、外車だったぞ」


    「不思議ですね。マスターよりあの方のほうが、ずっとまともなのに認めたくありません」


    　それがなぜなのか、俺はわざわざ小手毬に尋たずねようとはしなかった。


    　渋しぶ谷やまで出て、京けい王おうに乗って帰った。車内で小手毬はスケジュール帳を開いて、予定を見ていた。俺も一丁前にスケジュール帳を開く。


    　まだまだ白い中に、「○○テレビ、川かわ匂わとの仕事」の文字が見えた。


    



    
      ★

    


    



    「よう。今日もよろしくな」


    「よ、よろしく……おね……」


    　お願いしますと言われたのだという予想はつくが、「おね」ぐらいまでしか聞こえなかった。


    　あいさつの相手は、言うまでもなく川匂だ。ここまであいさつができずに業界やっていけるのかと思うほどである。もっとも、俺よりはるかに上う手まく立ち回ってるので、世の中を生きていくのに必要なのは礼儀とかじゃないらしい。


    　その時、ふっと舞まい花かやみぞれに言われたことが頭をよぎった。


    　──露骨すぎるぐらい、恋する乙女おとめの反応なんだけど。


    　二人の前では一いつ蹴しゆうできていた。顧かえりみる気もしなかった。だが、川匂本人の顔を見ながらだと、少々話が変わった。川匂のことが、三割増しぐらいで魅力的に見えてくる……。


    　鎮まれ、鎮まれ……。生を謳おう歌かしている女子高生はこの世界がすべてハイビジョン高画質に見えてしまうのだ。みぞれの目を通して見た世界観を持ちこむな。


    　だいたい、単純に川匂はかわいい。だって、アイドルとして、テレビに出てるんだぞ。かわいくないわけがないのだ。目はぱっちり大きいし、ネガティブなことを言う時のすねたような表情だって、評価が高い。


    　だから、俺がかわいく感じたとしても、それは正当な評価だ。それだけのことだ。


    　小手毬が服を引っ張って、俺の体を後ろに少し引いた。


    「以前より、近い気がしましたので」


    「そうか……？」


    　離れても、とくに困らないからいいけど。どうせ、川匂もいつもみたいにすぐに去っていくだろう。会話をするのも、見るのも嫌いやって感じだったんだから。


    「あの……冬ふゆ川かわ先輩、今日の収録は……その……」


    　だが、川かわ匂わは何かまだ言うべきことがあるらしい。手を胸の前でもじもじさせながら、言葉を探していた。


    「いえ、なんでもないです……」


    　それで、本当になんでもないだなんてことは絶対にないと思うのだが、無理矢理聞き出すわけにもいかないので、なんかよくわからんもやもやだけが残る。


    　その時の川匂の様子を確認してみる。


    ・顔はちょっと赤い。


    ・おどおどしている。


    ・背の低さのせいもあるが、上うわ目め遣づかい。


    ・たしかにやけに俺のことを意識しているように見える。


    ・言いたいことがあるようだが、言い出せない。


    　あれ、なんかみぞれの言葉が正解のような気がしてきた……。


    　状況証拠もここまで大量に集めたら、証明になるのではなかろうか……？　ダメだ、ダメだ。同業者と考えるから、勘違いが起こるのだ。相手はアイドル。ア・イ・ド・ル。英語のアイドルを日本語に翻訳すれば偶像。目で見て、崇拝するものだ。そんなものと付き合える可能性なんて、ない。


    　中途半端な夢を見れば、その夢が砕け散った時に破片で大ケガをする。ほら、高校の時のことを思い出せ。友人の上うえ原はらがどうなったか……。


    　上原は高校の時、クラスの女子の柴しば田たさんに勇気を出して告白した。それで「ごめんなさい」って言われたと思うだろう？　違うんだよ。「もう、私にしゃべりかけないでくれる？」って言われたんだよ！　告白した瞬間、ストーカー扱いだよ！　卒業するまでずっと避さけられてたよ！


    　あのあと、上原は荒れたよ。そりゃ、荒れるよ。心に傷負ってたよ。あの上原の寂しげな背中を見て以来、俺は期待することをやめたんだ。


    「冬ふゆ川かわ先輩、今日は顔色悪いですけど……？」


    　どうして、こんな時に限って、そんなことを聞いてくるのか。


    　どうして、そこはかとなく積極的なのか。


    　まさか、今も俺のことをいたわってくれてるのか？　いやいや、プラス思考で考えるな。絶対値が大きいと、突然プラスの記号がマイナスに変わった時、ダメージが大きい。


    「なんでもない。今日は最終回だし、頑張ろうな」


    　川匂と俺が絡むコーナーは今日でいったん終了となるらしい。


    　人気はあるのだが、毎週のようにやってると徐々にネタが切れてきた。そして、ちょうど『あいどりんぐ・すとっぷ！』二時間スペシャルの日を期に、円満に終わらせることになったのだ。


    　とはいっても、何をやるかまではまた聞かされてない。アイドルの生のリアクションを重視するというコンセプトから、極力情報を明かさないのがこの番組の特徴だ。


    　これまでの内容がさんざんふざけたものだったから、たいしたことはやらないと思うけど。原則、トーク番組だし、せいぜいわさび入りの食べ物でロシアンルーレットやらされたり、蛇へびを首に巻きつけられたりする程度だろう。どっちも異能力に関係ないけど。


    「そうですね……。せいぜい頑張りますよ」


    　川かわ匂わは仏ぶつ頂ちよう面づらを作って、自分の楽屋に消えていった。だが、足元がおぼつかなくて、ただの廊下でこけそうになっていた。これも、俺の前であがっているということになるのか……？


    「マスター、ずいぶんと蟠ばん龍りゆう院いんさんを意識してましたね」


    　小こ手で毬まりにしっかりと指摘を受けてしまった。見て見ぬふりなんてしてくれないらしい。


    「お前らが余計なこと言うからだ。俺がそんなにモテるわけない。キモがられることはあってもな」


    「そういう卑ひ屈くつアピールって、自慢以上に他人に反感を与えるそうですよ」


    　小手毬の発言は正しい。ツイッターで自分が全然ダメってことをつぶやき続けてるほかの事務所の異能力者がいたが、仕事が全然来なくなったらしく、業界から足を洗った。


    　自分がダメだと言い続けたら、誰だれも仕事を頼まなくなる。当たり前のことだ。謙けん[image: ]そんと卑屈を取り違えた人間の末路だ。


    「そうだな。これ以上、卑屈にならないように気をつけるよ」


    　俺もとっとと自分の控え室に入った。


    



    「今日は、川匂ちゃんと冬ふゆ川かわさんにガチで戦っていただきます！　時間もなんと無制限！」


    　司会のメガネの芸人がそんなことを言った。いまだにランランランのどっちのメガネのほうか区別がつかない。今更、どっちですかって聞きづらいし。


    「ガチで戦うって、本気で言ってるんですか？　危ないですよ！」


    　どうせ編集でカットされるだろうから、本音をぶつけた。


    「同感です。マスターの異能力は影えい殺さつ師しという昔の暗殺者の技術ですから、テレビには向きません。蟠龍院さんが意識を失って倒れるようなことになります」


    　小手毬もこれには難色を示す。いくら最終回とはいえ、後味の悪いものになりかねない。


    　なお、俺たち二人組がこういうことを言うのは、ガチでぶつかるところは譲ゆずらないという前提があるからだ。ガチと銘打って手抜きを見せてしまったら、俺たちは滝たきヶが峰みねと同じになってしまう。


    「ふっふっふ。いよいよ、わたしの隠された力を示す日がやってきましたね！」


    　[image: ]なぞの自信を持って、川匂はひな壇だんから降りる。


    「いや、いくらお前が芸人系の異能力者にしても、体張りすぎだからやめろって！」


    「わたしだってお笑い芸人じゃありません！　あくまでも異能力者です！」


    　スタジオを川かわ匂わの高い声が突き抜けていく。


    「それとも、おじけづきましたか、冬ふゆ川かわ先輩？」


    「おっと！　川匂ちゃん、今日も強気に出たよ！」


    　司会がツッコミを入れる。


    　老婆心というか、本当に注意喚起をしたのに、それも川匂が調子に乗りまくるというギャグとして回収されてしまった。


    「その小こ手で毬まりというお人形さんは、ただの愛人さんなんですか？」


    　むっとした小手毬がひな壇だんを降りる。ダメだ。これは俺でも止められない。


    「私を侮ぶ辱じよくする発言に対しては、黙っているわけにもいきませんので。それ相応の報いを受けてもらうしかないですね。マスターも降りてきてください。私への侮辱はマスターへの侮辱と同じですから」


    　小手毬はプライドが高い。そこを傷つけられたら、しかるべき罰を与えようとする。


    「マスター、戦闘許可をお願いいたします」


    「わかった。でも、手加減はしろよ」


    「できるだけ白目むいたりはしないようにしますけど、場合によっては編集でカットしてもらいましょう」


    　白目ぐらいならいいけど、首を絞めて失禁ってこともあるからな。暗殺者の戦い方にはグロいのも汚いのもある。


    「ふふふ、今日からわたしが最強の異能力者です！」


    　飛んで火に入る夏の虫ってこういうのを言うんだろうな……。しかし、商売のためとはいえ、これだけ小手毬を挑発できるって、すごいぞ。


    「食らってください！　わたしの異能力、【明鏡洪水デユール・クオーツ】！」


    　……………………。


    　何も起こらんぞ。


    「水が来るのかなと思ったのですが、不発なのでしょうか……」


    　小手毬も相手がしょぼい以前の問題なので、困惑していた。


    「な、なう・ろーでぃんぐ……です……」


    　いや、そのタイムラグ、実戦だと致命傷だぞ……。


    　そして、川匂の登録異能力名がコールされて十秒後。


    　川匂の手から、黄色の液体が飛び出る。


    「見た目がかなり汚い……」


    「さあ、この強酸性の水を浴びてください！　先輩の弱点は研究しましたっ！」


    　──さらに十秒後。


    「うっ…………あっ、あぁ……うぅ……………………」


    　小こ手で毬まりに首を絞められた川かわ匂わは白目をむいて、失神していた。黄色っぽい水で床が濡ぬれているのが見た目からしてかなりまずいが、アンモニア系の液体では断じてなくて、川匂が何か攻撃的な液体を出したせいだ。


    　これって、お茶の間に笑いは訪れるのかな。俺は知らんからな。それ以前に、まだ収録も終わってないのに、川匂が倒れたままでいいのか？


    「この方はお笑い芸人として真しん摯しに生きているんですね。これは本当にすごいことだと思います」


    　小手毬が素直に敬服していた。


    　幸い、数分後には川匂は目を覚まして、そのあとの収録は無事に行われた。


    



    「かんぱーい！」の声が響く。


    　スペシャルの収録が終わったということもあり、テレビ局に近い六ろつ本ぽん木ぎの店で打ち上げが行われた。夜十時スタートということで時間は遅いが、食費が浮くこんなイベントに参加しないわけがない。


    　会は立食バイキング形式。こういうイベントでは飲むことより食べることに集中するのが、冬ふゆ川かわ家のルールだ。俺と小手毬は真っ先に列に並んで、ワンツーフィニッシュを決めていた。


    「マスター、ピラフやカレーといったごはんものはあとまわしですよ。おなかがふくれて、食べるのがきつくなります。まずはおかず類を確保しましょう」


    「皆まで言うな。野菜も多めにとって、体にもやさしい食事にするからな！」


    　立食バイキングは人数分の料理の七割ぐらいの量しか出されていないという話を聞いたことがある。どうせ、中にはほとんど食べない客もいるし、少なめに作っておいても、足りないことで文句を言うような客は普通いない。作りすぎて余らせるぐらいなら少量にしておこうということだろう。だからこそ、早めに自分の食べたい料理は確保しておかないといけないのだ。


    　しかし、ゆっくりと食事をとる時間はなかった。


    　最終回ということもあって、芸能人や番組関係者から写真を求められたのだ。いちいちサイン色紙まで用意していた人までいる。


    「あっ、小手毬ちゃんのほうもぜひお願いします！」「いやあ、最強の異能力者のサインだって子供に自慢できるよ」「やっぱり、本格派の異能力者はかっこよかったな～」


    　自分より有名な面子メンツに著名人扱いされるというのは奇妙な感じもあったが、悪い気はしなかった。


    　離れたところでは、テレビ局の人間から小手毬がやたらと話を受けていた。テレビ局側の「ぜひ、出演を！」などという声が聞こえる。小手毬の魅力に気づく人間が増えてきたな。


    　俺と小手毬は、別々に関係者たちと話をしていた。そのほうが効率がいいのだ。


    　あとになって考えると、ちょっと、その時の俺は浮かれていたかもしれない。


    「うんうん、川かわ匂わちゃんみたいな異能力者もいいけど、本当に強い人はやっぱり違うね～」


    　それはテレビ局のかなり偉い人の言葉だった。


    「川匂ちゃんって、滝たきヶが峰みねさんの弟で子しなんだよね。弟子がお笑いのほうでやっていくっていうのは、滝ヶ峰さんとしてはアリなのかねえ」


    　滝ヶ峰のほうが年齢的には若いのに、川匂は川匂ちゃんで、滝ヶ峰は滝ヶ峰さんなんだな。


    「弟子というのは、違いますよ。異能力のジャンルが全然違うわけですから。せいぜい異能力者としての生き方や心構えを説いてもらってるんじゃないですかね。すみません、デザートとってきます！」


    　言い訳のような理由をつけて、俺は会場の中で川匂のことを捜した。


    　これは自分の名誉のために断っておきたいが、下心があってのことじゃない。


    　あいつが俺の前で挙動不審なのは事実だった。この仕事が終われば、あいつと会う機会は大幅に減る。俺がテレビ局に行くことなんて知れてるし、同期会とかの時に会えるかどうかぐらいだろう。


    　今のうちに聞いておかないと。


    　向こうで、話を終えたらしい小こ手で毬まりが俺の横に並んでくる。だけど、ほんのちょっと、半歩分ほど、俺の後ろだ。


    「マスター、私だけのお仕事を二つほどいただけそうなのですが……受けてよいでしょうか？」


    「そんなの、いいに決まってるだろ。それより、今は──」


    「──蟠ばん龍りゆう院いんさんのことですね？」


    　その声は、パーティーにしてはちょっと暗いトーンだと思った。


    　俺の視線が川匂を追って、会場を泳ぐ。小手毬は「あの方なら、あちらです」と指を差した。会場の一番隅。教室で友達いない奴やつが追いやられてるような場所に川匂はいた。


    　ただ、小手毬の指もかすかにふるえていた。


    「お前、あいつのこと、苦手なのか？」


    　どこか、小手毬が川匂から距離をおきたがっているように見える。ここまで小手毬が感情を表に出してしまうのは珍しいかもしれない。理性から本能が透けて見える。陰と陽の雰囲気が補色関係のようにはっきり分かれている川匂と、小手毬は嚙かみ合わないのだろうか。


    「誰だれと一緒になるか、これはマスター一人でご判断されればいい問題です。ただ、パートナーとして、見届けさせてはください」


    「何、変なこと言ってるんだよ。俺とお前が離れることなんてありえないだろ」


    「ですね……。つまらないことを言って申し訳ありません……」


    　俺たちはゆっくりと、獣けものが獲物に近づくような感じで、気配を殺しつつ、近づく。どたどたと寄っていったら、逃げられそうな気がしたからだ。


    　川匂は夜道で出会う野良猫に似ている。目は向けてくるが、近づくと逃げていく。


    「あっ……冬ふゆ川かわ先輩……」


    　また、やりづらそうな、泣きそうな川かわ匂わの表情。そんな顔、テレビでは全然見せてない。これじゃあまりにも儚はかなげで、笑いがとれないだろう。


    「なんか、体調悪そうだけど、大丈夫か？　どうせ、明日も仕事詰まってるんだろ？」


    「余計なお世話です……。干渉しないでください……。あなたに先輩面づらされる覚えはないですし……」


    　そう言われれば、その通りだった。


    　川匂が慕っているのはあくまでも滝たきヶが峰みねだ。一緒にテレビに出ることも多いし、プライベートでも二人で出かけたりすることもあるはずだ。


    　完かん膚ぷなきまでに滝ヶ峰側の異能力者にとって、俺が関かかわってくるのは、実際に鬱うつ陶とうしいだろう。俺とあんまり仲がいいと思われたら、滝ヶ峰の覚えも悪くなるかもしれない。


    　でも、ここは退ひけないところなんだ。


    「俺だって、先輩ではあるんだからいいだろ」


    「うっ…………」


    　これだけ川匂のいじらしそうな態度を見せつけられて、放ほうっておけと言われても無理だ。


    　俺は暗殺者だ。


    　暗殺に半殺しということはありえない。まったく手出ししないか、殺すか、どっちかだ。白黒ははっきりとつけるのが基本なんだよ。


    　川匂、お前の態度の理由は何なんだ。


    「あなたって、いつもいつも……。やりづらくてたまらないです……」


    　壁にもたれかかると、抗議するように川匂は俺のことをにらんだ。


    　逃げることは観念してくれたようだった。


    　今、顔が朱色に染まってるのは飯も食わずにアルコールばかり入れていたせいだろう。


    「鈍感で……そのくせ、こっちにずかずか踏みこんできて……。仕事するようになってから、あらためて面倒な人だなって……」


    「あれ……俺、そんなに迷惑かけてた……？」


    　つつつっと、小こ手で毬まりが俺の服を引っ張った。


    「マスター、また近づきすぎですので……」


    　俺がその手を振り払うと小手毬は一歩、俺から下がった。それだけで小手毬があまりにも遠くに離れていってしまった気がした。


    　でも、小手毬に構う時間はとれない。


    　その前に川匂のことに決着をつけないと。


    　これは俺と川匂の問題だから、小手毬が下がるのも仕方ないかもしれない。助けを借りずに俺一人でやらないと。


    「あのさ……最近、俺のこと、やけに見てない……？　なんか、俺の前でだけ蟠ばん龍りゆう院いんさんの反応が違うっていうか……」


    　すごく聞きづらい。年収を聞くより、聞きづらい。


    　それでもこのまま放ほうっておいたらダメだってことは、社会人を数年やっていたらわかる。


    　これで、なんでもないと言われれば、それはそれでいい。俺はその言葉を信じてやればいいだけだ。


    「ふふっ、さすがにわかっちゃいますよね」


    　川かわ匂わは手を口元に当てて、陰のある笑みを作る。なんだか、自分のミスに呆あきれているようだった。


    「はっきり聞かれちゃったら、答えないといけませんよね。わたしもお酒の力を借りて、思いきれそうですし」


    　コップの酒を飲み干すと、川匂はそのコップの上に自分の手を出す。


    　手から水が流れて、そのコップをまた満たす。


    「お酒です。それもかなり度数の高いやつですよ」


    　そして、言うが早いか、一気飲みみたいに一息で流しこむ。


    　その反動か、川匂の体ががくりとふらついた。頭も沈んでいる。自分の手から出たアルコールに酔うって、一種の自家中毒なんだろうか？


    「おいおい！　お前、いくらなんでも飲みすぎだろ！」


    「いいんです……。これぐらい酔ったほうがいいんですから！　わたしの体のことは、わたしが……一番わかって────うあぁぁっ…………」


    　川匂の体がこれまでで一番揺れる。たわむのが限界に来た木の枝みたいに、川匂の両足が浮く。


    　あわてて、俺は手を伸ばす。


    　どうにか腕で川匂の体を受け止める。


    　俺の顔のすぐ横に、川匂の顔がある。


    　なんだよ、これ。すごくやさしい甘い香りがする。何かの香水でもつけてるのか？　あと、酔ってるせいか、こいつの体、やけに熱い……。


    「ほら見ろ、全然大丈夫じゃないだろ……。ちょっと、あっちの椅い子すで休んでろよ」


    「別にあなたのお世話になんてなりたくな……」


    　そんな言葉は無視して、肩に川匂の体重をかけた。軽く、川匂を背負う体勢だ。


    　隅に背もたれのない椅子があるから、そこに横にならせよう。こけたら、こいつもみっともないだろうしな。


    　ゆっくりと椅子に川匂の体を横たえる。


    　熱でもはかるみたいに、川匂は右手を額ひたいに当てていた。悪酔いしているせいか、その額には汗が浮かんでいる。


    「少し、そこでゆっくりしてろ。節度も考えずに、がぶがぶ飲むからだ。明日の仕事にも差し支えるぞ」


    　すぐに離れるわけにもいかず、俺は川かわ匂わの頭のすぐ横に座る。上うわ目め遣づかいどころか、川匂に下から見上げられる構図になっている。


    　小こ手で毬まりは俺からやけに離れたところで立ち尽くしていた。じっと体は動かないくせに、店の照明が弱いせいもあるのか、表情だけがやけに暗かった。紅茶に入れた角砂糖のように、刻一刻と小手毬が小さくなっていくような気がした。


    　今、終わらせるからな。


    「蟠ばん龍りゆう院いんさん、教えてくれないか」


    「ちょうどいいです……。ここで言わせてください……。寝ながらは悪いから、ちゃんと立って言います……」


    　よろけながらも、川匂は立ち上がる。


    　大儀そうだったが、手を貸すと、川匂の意志を尊重していないような気がした。


    「わかった。全部聞いてやるから言えよ」


    　俺は川匂の目に視線を合わせる。


    　自分が今、どんな顔をしているのか、よくわからない。
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    「それじゃ、覚悟して聞いていてくださいね。わたしだって、言うのはストレスなんですから……。胃に穴が空あいちゃうかと思うぐらいなんですから……」


    「だから、早く言えよ。遠慮なんていらないから」


    「わたし……人に対してこんな気持ちになったこと、ないんです……」


    　すうっと、川かわ匂わが息を吸った。


    



    「わたしは、あなたのこと、大嫌いです」


    



    「お、おう……」


    　今すぐ、みぞれと舞まい花かを呼び出して、強烈なデコピンをかましてやりたい。


    「…………………………………………そうか、嫌いか」


    　なんでだろ。そこまで意外なことを言われたわけじゃないはずなのに、けっこう胸にぐさっと来るんだけど……。こういうのも、心に響く言葉って言うのかな……。痛い、痛い。しかもちくっとかぐさっとかじゃなくて、膿うんでずきずきするような痛み……。


    「あ、あのさあ……まさか、それってツンデレ的な意味だったりしない……？　実は、まあまあ好意持ってるとか……」


    　自分でも何言ってるんだと思ったけど、このまま放置するのもきつい……。ポジティブな要素がほしい。


    「はぁ？　そんなわけないでしょう！　文字通り嫌いなんですよ！　いえ、違いましたね、大嫌いなんです！　目を合わせるのもきつかったから、ずっと視線も横にそらしてました！　もう、顔を合わすのすらつらいんですよ！　体が無意識のうちに拒絶反応を起こすっていうか、近くにあなたがいたら空気でわかるっていうか！」


    　川匂の目が据すわっている。酔ったせいなのか、酔っているという大義名分を得て、素すで言っているのか判断できない。まあ、どっちでもいいけどね。どうせ本音みたいだしね……。


    「それって、ＫＣで俺が滝たきヶが峰みね先輩を倒したからか……？」


    　結果的に、滝ヶ峰の計画を俺が破壊した形になるからな。滝ヶ峰の派閥の利権をぶっつぶしたも同然だ。


    「いえ、ＫＣのはるか前から、嫌いでした。早く引退しないかなと思ってました。業界から干されたらいいのになって荻おぎ窪くぼの八はち幡まん宮ぐうにお賽さい銭せんを入れて祈ったこともありますよ」


    　筋金入りかよ！


    「カメラまわってない時には顔にも出ちゃってましたね。あなたのせいだから、謝ったりしませんけど。表面上はなんでもない風を装うこともできない自分の稚ち拙せつさも恥ずかしいですが、こればっかりはどうしようもないです」


    　どういう罰で俺って、ここまで言われないといけないんだろう。


    　俺、そこまでＭじゃないから女の子に罵ののしられてもうれしくないんだけど。普通にライフゲージ、減る一方なんだけど。


    「そんなにムカつくんだったら、なんでお前は俺を番組に呼んだんだよ！」


    「別に呼びたくなかったですよ。番組関係者が勝手にやったことです。あんなのと出演したくないから中止にしてくれと言ったら、対決ならいいだろって言われて、それでしぶしぶ……。番組としては視聴率もとれちゃったんで、コーナーがじわじわ続いたんです」


    　よくフィクションでは、主人公が決断に迫られる。


    　迷った挙句、何もしない主人公とか、存在しない。そして、行動した結果、物事はいいほうに進む。


    　だけど、世の中には行動しないほうがよいケースもあるのだ。たとえば、今。まさに今。


    　川かわ匂わの俺に対する罵ば詈り雑ぞう言ごんは続いていた。


    「せっかくあなたと仕事をするなら、どうにかしてその鼻を明かそうと思ってたんですよ。このコーナーの最終回でガチで戦うということを提案したのもわたしです。あなたを打ち破れば、わたしの実力が証明されますし、あなたは実力という唯一のよりどころも失って、路頭に迷うという魂こん胆たんです」


    　予想以上に邪悪な企たくらみをされていた！


    「本当は最初に呼んだ時から真剣勝負で戦いたかったんですが、テレビ局からＯＫが出なくて、突然水を飲ませるものに変更になってしまいました。そこで、じっくりと時間をかけて、最終回ならバトルでもいいだろって、スタッフを説得したんです。あと一歩のところで失敗してしまいましたけど……」


    　こいつ、好き放題言いやがって……。遠慮なく言えとは言ったけど、全力投球すぎるんだよ！


    「ふざけんなよ！　去年なんて月の収入が五万の時とかあったんだぞ！　これ以上路頭に迷ったら死ぬしかなくなるわ！　もっと迷ってない奴やつを迷わせようとしろよ！」


    「五万？　ウソを言うのはやめてください！　五十万の間違いでしょう！」


    　これだけ強い殺意を女に対して抱いたのは初めてかもしれん。


    　なんで桁けたを間違えてるって認識になるんだよ。五十万もらってたら文句言うわけねえだろ。どういう論理なんだ。いいかげんにしろよ！　でも……。


    「収入のことは傷が広がりそうだから置いておく」


    　自己嫌悪が増幅する気しかしない。


    「一番根本的なところを聞くぞ。お前はなんで、俺が嫌いなんだよ！　そこんところを、包み隠せず話せよ！　それが納得できる理由だったら、明日からお前の嫌いじゃない人間に華麗にビフォーアフターしてやるよ！」


    　エスカレートしてきて俺の声も大きくなってきた。知るか。文字通り、黙ってられんのだ。


    「明日から変わる？　そんなことできるわけないでしょうが！　わたしは冬ふゆ川かわ朱雀すざくって人間が嫌いなんですよ！　あなたが冬川朱雀である限り、コスプレしようが、メタモルフォーゼしようが、嫌いなんですよ！　憎悪の対象なんですよ！　そんな生ぬるいものじゃないんですよ！」


    「お前なあ、酒入ってたら何言ってもいいってもんじゃねえぞ！　俺だって必死に生きてるんだからな！」


    「マスター、もう少し言葉のトーンを落としてください。今後のお仕事にも影響が出ます……」


    　常識人の小こ手で毬まりが懸念を示す。悪いが、ここは退ひけないんだ。俺にだって安いけれどもプライドがある。月給五万のプライドがな！


    「わかりました、あなたの嫌いなところをはっきりとお伝えしましょう。そうしないと、鈍感なあなたはわからないみたいですから！」


    　ああ、俺の二つの鼓膜でびんびんに感じとってやるよ。ぶつけてみろよ！


    「すべてを高みから見下ろしてる、その態度が許せないんです！　何様のつもりなんですか！」


    「はぁぁぁぁぁぁ～～～～～？？？？？？？　俺のどこに偉そうな要素があるんだよ！　まだ、卑ひ屈くつって舞まい花かとかに怒られることのほうが多いぐらいだよ！」


    　なんで、こんなカミングアウトまでしないとならんのだ！


    「無茶苦茶偉そうじゃないですか！　ふ～ん、ザコの異能力者が頑張ってるね～って顔でいるじゃないですか！」


    　言い合いは続けているものの、まだ川かわ匂わがキレているポイントが俺にはわからなかった。


    「お前のほうが偉いに決まってるだろ！　だから、テレビにだって出まくってるんだろ！　年収の差が如実に物語ってるだろっ！　強者が弱者のほうに嫉しつ妬とするんじゃねえよ！　俺はどうしたらいいんだよ！　そんなの卑ひ怯きようだろうが！」


    「ええ、世間的にはそうでしょうね！　あなたの十倍ぐらいはわたしのほうが人気者ですよ！　テレビは週にレギュラー五本ですよ！」


    　だったら、何の問題もないのになんでこいつはキレてるんだよ。お前の十お八は番この水でもぶっかけてやろうか！　その実績がイコールで偉さそのものだろ！


    「だけど、業界内で評価されるのはあなたですからっ！」


    「業界内？」


    　自分が想定していないレイヤーがかぶさってきた。


    「そうですよ！　異能力者同士で業界の話をしたら、やたらと冬川朱雀って名前があがってくるんですよ！　先輩も後輩もとりあえず冬川朱雀を押さえておけば、それでいいって空気になってる！　わたしがテレビに出てることなんて、話題にも上がらないのに！」


    　俺はちょっと前の同期会のことを思い出していた。


    　そういえば、何か所かで俺、褒ほめられてたよな。


    　あれは気のせいじゃなくて、マジの舌打ちだったんだ……。


    　ふらつきながら、川かわ匂わは立ち上がる。


    　それから、指を俺に向けて突き出した。


    「わたしがテレビで何をやってるかなんて、同業者はろくに見てないんですよ！　商売のために弱っちい異能力者が何かやってる、せいぜいそんな扱いですよ！　どんな番組に出てもほどほどにこなすから、どこにでもほどほどに呼ばれる女……所しよ詮せん、便利屋ですよ！　ぶっちゃけた話、わたしがいないと成立しない番組なんて一つも存在しないんですよ！　わたしが消えたら、ほかのアイドルの子を呼べばいいんです！」


    　胸に手を当てて、川匂は叫ぶ。


    　これは川匂定番の自じ虐ぎやくネタ──じゃない。


    　本音だ。魂たましいの叫びだ。


    「この異能力者業界の中で正しいとされるのは、いつもいつもいつもいつもあなたみたいな個性の強烈な異能力者のほうです！　わたしだって、これでも一本一本真剣勝負なんですよ！　戦闘に向いてる異能力でも、派手な異能力でもありませんけど、だからこそ、滝たきヶが峰みね先輩にもダメダメな異能力者という体ていで売り出せと言われて、こうやってずっと、ずっと……耐え忍んでやってきました。だけど、ほかの先輩も、同期も、業界の話題で出すのは、あなたや滝ヶ峰先輩なわけですよ。わたしが『異能力者の話題』や『異能力者の文脈』で語られることなんて一度だってないんですよ！」


    　川匂をなだめに来るような出演者はいなかった。


    　聞こえてないのか、見てみぬふりをしているのか。どちらかはわからない。


    　確実なのは、俺なんかよりはるかに川匂が孤独に見えたということだ。


    「わたしだって、強くなりたかったですよ！　努力だってしてきましたよ！　テレビの仕事の帰りにジムにだって通ってましたよ！　でも、こんな異能力じゃどうしようもないじゃないですか！　雑誌買うようなマニアックな層は『わかってる俺は冬ふゆ川かわとかそういうところを押さえてるから、蟠ばん龍りゆう院いんみたいな媚こびてるだけの奴やつなんて興味ないから』みたいな態度取るし！　別に媚びてるんじゃないですよ！　これがわたしなりの必死なんですよ！」


    　こんなふうに恨まれることもあるんだな……。


    「内心じゃ、あなただってわたしみたいなのをバカにしてるんでしょ……。本物の異能力者は自分で、こそこそ金を稼いでる蟠龍院川匂みたいなのは偽者なんだって……。あいつの稼いだ三千万より自分の稼いだ三百万のほうが価値があるんだって……。年収じゃ負けてても正しいのは自分たちのほうなんだって……」


    　いや、絶対三千万のほうが価値あるけどね。


    　まあ、それは置いとくとしても。


    　もしかしたら。


    　心の片隅に川匂が言ったような気持ちがあったかもしれない。


    　俺のほうが正統な異能力者だという驕おごりが。


    　けど、それは優越感とかじゃなくて、露骨に貧乏人の劣等感の裏返しで生まれた感情であって…………許してほしい。


    「いいだろ、別に……。お前のほうが[image: ]もうかってるんだから……」


    　川かわ匂わの気迫と舌ぜつ鋒ぽうに押されて、自分の言葉の勢いも弱まっている……。


    「だーかーらー、そういう問題じゃないんです！　異能力者として認められてるのはあなたで、こっちは芸人なんです！　わたしが頑張ったって、全部それはギャグであって、芸なんです。リアルじゃない……。ああ！　うらやましいよ！　わたしだって才能や実力を褒ほめられたいですよ！」


    　俺がうらやまれる日が来るだなんて、誰だれが予想しただろうか。だが、何一つとしてうれしくない。


    「とにかく、わたしはあなたが大嫌いです！　そのことを覚えておいてください！」


    　そう言うと、川匂は手を組んで、人差し指だけをぴんと伸ばし、


    　ぶしゅーっ！


    　俺の顔に水をかけた。


    「さようならっ！」


    　俺に三み行くだり半はんを叩たたきつけると、千鳥足で川匂は去っていった。さすがにこれは追いかけられんわ。


    　俺は顔から水をしたたらせながら、じっと立っていた。


    　なんか、振られた気分。


    　一秒たりとも付き合ってないけど。


    　小こ手で毬まりがすべてが終わったと判断したのか、ゆっくりと近寄ってきた。


    「よかったですね、マスター」


    「いや、何もよくないだろ。どのあたりがいいんだ」


    　小手毬は無表情のまま、ハンカチを取り出して俺に渡してくれた。花柄のピンクの、男が持ってたら引くようなデザインのだ。


    「あっ、そうですね。マスターにとっては、よくはないです」


    　本当は煌こう霊れい遣いの俺にとってよくないことはお前にとってもダメなことだと思うのだけど、そこは突っこまない。


    「これでマスターも余計なことに気をつかわずによくなったかと思います」


    　女ってこういう時、すぱっと切り替えができるんだよなと思った。


    　顔を拭ふくと、心が落ち着いてきた。でも、ほかの実害が来た。


    「あいつ、臭くさい水、かけてきたな……」


    　どことなく、すえたような異臭が……。これ、迷惑防止条例違反じゃないのか……。


    「私は、今日みたいなことはしょうがないと思います。ハンカチが臭くさくなったのは残念ですが」


    　俺がハンカチを返すと、小こ手で毬まりは嫌いやな顔をして、親指と人差し指でつまんだ。どこに収納するべきか迷っているんだろう。


    「嫉しつ妬とされるほどにマスターに人気があるということです。光栄と言っていいです」


    　いや、そこまで肯定的にとらえられたらいいんだけど、俺に、それは無理だわ。


    「なあ、もしかして、俺ってあんなふうに同業者にまで恨まれてたのかな？」


    　体の一部を抜き取られたような、居心地の悪さがあった。


    「徒あだ花ばなさんたちに聞いてみれば、いいのではないでしょうか」


    　もっとも話だ。俺は川かわ匂わと違って、一人じゃない。


    　俺は携帯電話を開いた。


    　知らないうちに、メールが一件来ていた。


    「蜘く蛛も島じまからだ」


    　メールはバラエティで活躍する俺を褒ほめてる内容だった。「このまま、ずっと頑張れ！！！　バラエティの星になれ！！！」だなんて、やたらとビックリマークの多い文言が並んでいる。


    「蜘蛛島には、川匂の悩みなんてわからないだろうな」


    　さて、勘違いしてた舞まい花かたちに報告────はまた今度でいいや。なんか、気持ちが萎なえた。明日、メールでも送って会って話そう。

  


  [image: ]


  
    「正解の生き方って、世の中にはあるのかな」


    　独白に近いものだったから、小こ手で毬まりは何も言わなかった。


    　俺たちは適当に理由をつけて、六ろつ本ぽん木ぎの店を抜けて、都営大おお江え戸ど線の入り口を探した。


    　改札を抜けても、大江戸線のホームは地下に深くて、なかなかたどりつけなかった。
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    ３話　小こ手で毬まりと朱す雀ざく

    


    「──というわけで、恋愛どころか憎悪の対象でした……」


    　もしポイントカードがあったら、とっくにたまってるだろうってぐらい、ヘビーユーザーの新しん宿じゆく西口の中華料理「夜や光こう虫ちゆう」で俺は川かわ匂わの件の結果発表をしていた。


    　結果を聞くのは、舞まい花かとみぞれ。あと仔こ犬いぬ丸まるも時間が空あいているということで連れてきた。小こ手で毬まりは露骨に嫌いやそうだったが、俺が招しよう聘へいした。理由はちゃんとある。


    「正直、臭くさくて話に集中できませんよ、先輩」


    　仔犬丸がこれ見よがしに鼻をつまんでいる。


    「仕方ないだろ。文句なら臭い水をかけてきた奴やつに言ってくれ」


    　水をかけられてから数日経たつのに、いまだに微妙に悪臭が残っている。かなりハイレベルの嫌がらせだった。これって、異能力制限法には抵触しないのかな。でも、暴力というほどでもないし、言うのも恥ずかしいし……。


    「な～んだ。みぞれ、お風ふ呂ろに入るお金も節約しようとしてるのかと疑っちゃいました～」


    　みぞれ、俺が臭いことまで、日常の範はん疇ちゆうで説明をつけようとするなよ。


    「蟠ばん龍りゆう院いんさんの件が無事に解決したみたいで、よかったですわね」


    　舞花がおいしそうに紹しよう興こう酒しゆを飲んでいるが、別によくはないだろ。付き合う、付き合わない以前に恨まれてるんだから。愛の反対が無関心などとよく言うが、確実に無関心のほうがよかった。


    「今回の件で蟠龍院さんが異能力者になった経緯を思い出しましたわ。たしかに、わからなくもないですわね」


    　舞花は遠い目をしながら言葉を続けた。


    「蟠龍院さんって、スポーツ全般が苦手で、これじゃダメだと一念発起して、異能力者になる特訓をしたはずなのですわ。蟠龍院って苗みよう字じからもわかるように、あの方、水に関する神仏を祀まつるお寺の出自で、一族にも水の異能力者がいたそうですから」


    「お前、やけに詳しいな」


    　実直な感想を述べただけなのに、舞花に呆あきれた顔をされた。


    「公式プロフィールにも書いてあるレベルの話ですわよ。朱雀すざく、あなた、本当に周りを何も見ずに生きてきたのですわね」


    　俺は逃げるように青チン島タオビールを口に運んだ。見てもへこむから、成功者の情報は極力目にしないようにしていたのだ。


    「きっと、強くなるために、異能力者を目指したんでしょう。そして、素質ぐらいはあって、念願の異能力者にはなれた。でも、そこで手に入った力はいろんな液体を出すもの……。長らく理想の自分とかけ離れた生活をしていたのかもしれませんわね……。結局、強くなれなかった残念な人という扱いに、本人は腹に据すえかねるところがあったのでしょう」


    「それだけ聞くと、あいつも不ふ憫びんだな」


    「だからといって、朱雀すざくに文句を言うのは、あまりに子供じみたことだと思いますけれど。今度会ったら、物申してやりますわ」


    　舞まい花かがわざわざ腕まくりして言った。まずい。これは放ほうっておくと、余計な修しゆ羅ら場ばになる！


    「物申さなくていい！　あいつからは、俺がイヤガラセしてるように見えるだろ！」


    「そうですか……。また困ったことがあったら、なんなりとおっしゃってくださいね。朱雀のためなら、力になりますから」


    　同期にやさしいのはありがたいことだが、見返りがなさすぎると怖い。


    「蟠ばん龍りゆう院いんさんの件は勘違いだったんですね～。みぞれも心配して損しました」


    　ある種、最悪の結果になっているので、心配が損になってはいないぞ。


    「先輩の強さにあこがれないだなんて、もったいないですね～。その点、みぞれは先輩の強さだけでなく、ダメダメなところも認めてあげますから、オールＯＫですよ！　最初からダメなところを知ってるから幻滅することもありません！」


    　相変わらず、慰なぐさめられてるのか、けなされてるのか、よくわからんけど、恨まれるよりは全然いい。


    「朱雀、元気出してください。また、すぐにいい人が現れますわよ。今日はわたくしが朱雀の分はおごりますから」


    「そうか、じゃあ、お言葉に甘えて、麻マー婆ボー豆どう腐ふと大だい根こん[image: ]もちももらおうかな。あと、お前ら、微妙に勘違いしてそうだけど、俺は失恋してへこんでいるわけではないから」


    　そもそも、恋などしていない。恨まれてると知って悲しかっただけだ。


    「皆さんにはお騒がせしてしまって申し訳ないです。あとでマスターにはよく言って聞かせておきますので」


    　なんだか、謝罪会見みたいな調子で小こ手で毬まりが頭を下げた。でも、騒いだのは俺じゃなくて、むしろ舞花たちだと思う。


    　俺の目的は、報告というよりむしろ状況の確認にあった。


    　今より確認作業に入る。


    「顚てん末まつを全部聞いてしまえば、妥当なとこですよね。あいつが先輩を好きになるとか、ありえませんよ。たまに会った時にも、なんか最近、一個上の冬ふゆ川かわって人がやたら褒ほめられててストレスたまるって漏もらしてましたし」


    　仔こ犬いぬ丸まるが空くう芯しん菜さいの炒いため物を口に入れながらしゃべる。そう、仔犬丸は川かわ匂わと同期だからな。直接、あいつと会ってる回数も多い。


    「なあ、仔犬丸、俺ってそこまで蟠龍院さんに恨み買ってたか……？」


    　一方的な理由でいちゃもんに近いことを言われたとはいえ、ショックはショックだ。翌日、家で食べた小こ手で毬まりの飯をまずく感じる程度には。


    「相性が悪いんじゃないですか？　だって、あいつって異能力者としてショボいことをネタにして業界で活躍してる奴やつじゃないですか。先輩みたいに実力でゴリ押しでのし上がったような人は目め障ざわりだと思いますよ」


    　今日、仔こ犬いぬ丸まるを連れてきたのは、こいつなら遠慮なく、俺に真実を伝えてくれると判断したからだ。舞まい花かは俺に対してやさしすぎるから自分で内容を検閲してから話しそうだし、みぞれは能天気だし若いから、業界の負の部分をさして知らない可能性が高い。


    「だけどさ、別に俺があいつの仕事を奪ったわけでもなんでもないだろ？　マグロとモグラぐらい、完かん膚ぷなきまでに棲すみ分けできてるし」


    「あ～あ、先輩は、本当に我わが道を行くタイプですよね～。天然キャラが許されるのは美少女だけですよ。それでも天然って人気出づらい分野なんですから。困るな～」


    「仔犬丸、この新しん宿じゆくの中で今、お前が一番ウザいと思うけど、我慢するからそのまま続けてくれ」


    　もしかすると、勝手に小手毬が俺の声なき声を代弁して、仔犬丸を攻撃するかもしれんが、現時点では大丈夫だ。我関せずの調子で、鉄てつ観かん音のんの熱いお茶を飲んでいる。


    「結局、異能力者っていう生き物はですね、みんな、心の片隅では『強くなければいけない』って思ってるんですよ。表でわざわざ言わなかったとしてもね」


    　仔犬丸は右手で酒の入ったコップを行儀悪そうに振る。その横柄な態度がかえって、説得力を増していた。


    「強さを押し出せば押し出すほど売れるのなら、みんな強さを見せつけようとしますよ。自分の強さを認めてもらいたいですよ。それで賞しよう讃さんだってされたい。でも、お客さんの大半は異能力者じゃない。異能力者の気持ちなんてわかるわけがない。わかってくれと訴えるのは個人の勝手だけど、それを異能力者じゃないお客さんに強要するのは横暴というものです。だから、僕らは強さを忘れて、隠して生きているんです。それが生存に必要ではないから」


    　いつのまにか小手毬も[image: ]はしを止めている。舞花もみぞれも、じっと仔犬丸の言葉の先を待っている。なんだか、紙かみ芝居しばいに聞き入る子供みたいだ。


    　もちろん、一番真剣に聞いているのは俺だ。


    「これは、さほど珍しいことじゃない。評価者が専門家ではない分野ではどこだって起きることです。友達のエロゲー絵師がこう言ってました。本当はもっと上う手まく絵を描ける。でも、そういう絵が望まれてないから、描かないって」


    　エロゲー絵師まで友達にいるのかよと思ったけど、よく考えたら、仔犬丸はガチオタだから、いても何も不思議じゃなかった。


    「これを向上心がないとか批判するのは筋違いもいいところです。その人を支えるパトロンなら、ともかくね。人間は芸術を作って生きていくんではなく、商品を作って生きていくんです。買い手が激減する方向に作風を変えるなんてことは、商売人として絶対できない話です」


    　俺だって、おとぼけキャラをやるだけで、多額の金がもらえるならそれをやる。悩む意味もない。


    「だけど、異能力者業界の場合、そこにちょっとした風穴が空あきました。ＫＣで先輩が勝った、これがすべての発端です」


    　問題児でも見るように仔こ犬いぬ丸まるが言った。


    「異能力者の世界で先輩だけが地味な能力にもかかわらず、俺は強い、俺は最強だって顔でゴリ押しを続けて、無理を通して道理を引っこめたわけです。そりゃ、嫉しつ妬ともされますよ。異能力者の夢を、先輩はかなえたんですから」


    　舞まい花かが気まずそうに目をそらした。舞花すら、そんな気持ちになることがあるのだろうか。


    「で、でも、これはあくまで俺が実力で──」


    「すべて実力だと言えますか？」


    　すぐさま言い返された。


    「運がよくなければ、そんなチャンスは先輩にめぐってこなかったはずです」


    　見事にそのとおりで、俺は口をつぐむしかない。


    　ＫＣがあのタイミングで開かれなかったら。


    　みぞれが参加者に選ばれて、俺を頼ろうとしなかったら。


    　異能力者としての再起を、一発逆転を、自爆覚悟で狙ねらうぐらいに、俺が精神的に追い詰められていなかったら。


    　俺があそこで優勝できたのは、大半が運によるものだ。だって、トーナメントの舞台なんて、あれ以前もあれ以降もないんだから。


    　誰だれも現実だと考えなかったようなことを俺は現実にした。


    　つまり、夢をかなえたんだ。


    「先輩は、自分で考えている以上に恵まれているんです。同業者が手に入れられないものを運でつかんだ。そして、人は自分が手にしてないものを持っている人をうらやんで、ねたんで、憎む。表でわざわざ言わなかったとしてもね」


    　仔犬丸はオタクの度が過ぎて、ファンが引くという点を除けば、まともだ。論旨もわかりやすい。決して、イケメンというだけで、業界に生き残っているわけじゃない。


    　だからこそ、その言葉に救いがないんだけど、それはどうしようもない。そこを買って、俺は仔犬丸を呼んだんだ。


    「そもそも、小こ手で毬まりちゃんみたいな、よくできた煌こう霊れいがいる時点で恵まれすぎてますけどね。本来なら小手毬ちゃん一人でいくらでも稼いで生きていけるわけですよ。小手毬ちゃんに捨てられないだけ、ありがたく思ってくださいよ、先輩」


    　それ、あまり冗談になってないんじゃないか……。


    　そういや、今の小こ手で毬まりの仕事って、どれだけあったんだっけ。なんか、あいつだけの仕事がいくつか入ってたよな。


    「それでも、マスターが蟠ばん龍りゆう院いんさんに恨まれる筋合いはないはずです！」


    　小手毬が狭い店の中で、強引に立ち上がる。


    「マスターはあの戦いに異能力者としてのすべてを懸けたんですよ！　一歩間違えば本当に死んでいました！　蟠龍院さんにそんな覚悟があるとは思えません！　あんな戦いができたのは、マスターだけです！」


    「うんうん、小手毬ちゃんは最高だよ」


    　小手毬が、汚いものを見る目をしながら、両手で自分の肩を抱いた。


    「あっ、違う。変な意味じゃないから。変な意味でも最高だけど、今はそういう文脈じゃないから」


    　わざわざ訂正しないといけないのは、仔こ犬いぬ丸まるの人徳がないせいだと思う。


    「先輩、お金に困ったら、小手毬ちゃん、僕が養います」


    「そんなことできるわけねえだろ」


    「そんなことされたら、舌を嚙かんで死にます」


    　小手毬、本当に舌を嚙むな、これ……。


    「俺を養ってくれるなら、小手毬もついてくるかもしれないぞ」


    「先輩を養うんですか……。だったら、小手毬ちゃんを諦あきらめます……」


    　そこまで嫌いやなのかよ！　なんか、傷つくわ！


    「それは冗談としても、小手毬だけで別の生活なんてできないからな。煌こう霊れい遣いでないと、命を分け与えられないんだよ。お前も……俺が入院してる時に見ただろ」


    　煌霊遣いは煌霊に命を入れる義務がある。一日に一回はそれをやらないと、煌霊は「電池切れ」の状態になって、意識を失う。さらにずっと意識が戻らない状況が続けば、命までも失う。


    　だから、煌霊は煌霊遣いから離れて過ごすことはできない。小手毬が一人で二泊三日で北海道旅行をするとかいうのは、不可能だ。


    　ほかの煌霊遣いでも命は入れられるので、厳密には不可能とまでは言えないが、煌霊遣いに会う確率って、サハラ砂漠のど真ん中で日本人に会う確率より低いと思うので、現実的ではない。


    「あっ……命を入れるって、病院で我慢できずに性的なことをしてたアレですか？　あれ……小手毬ちゃん、どうして首に鉄線を……!?」


    　お前がよろしくない誤解をしたからだ。エロい行為ではない。服は脱がさないとできないが、それをエロ呼ばわりしたら、世界中の医者から苦情殺到だ。


    「あっ……本当に締まりだしてき…………」


    　仔こ犬いぬ丸まるの顔が青くなりかけたところで、俺は顔をしかめる。


    　これはやりすぎだ。


    「小こ手で毬まり、自分が煌こう霊れいってこと、忘れかけてないか？」


    　仲間内のことだから、警察に連れていかれることはさすがにないと思うが、小手毬のしていることは厳密には異能力制限法違反だ。そういう理由もあって、非常事態以外では、小手毬は能力使用前に俺の許可をあおぐことになっている。こいつの力は人を簡単に殺せるだけの危ないものだからだ。


    「状況が状況なので特例と見なしました……」


    　鉄線が小手毬の手のほうにゆっくりと戻っていく。


    　まあ、これぐらいの単独行動ならいいか……。空気がずっと悪くなったままなのも、よくないし。


    「とにかくな、俺と小手毬は離れたかろうがどうだろうが、解消できないコンビなんだよ。音楽性の違いで、メンバーチェンジを繰り返すインディーズバンドじゃないんだ」


    　小手毬も、こくりとうなずいている。


    「煌霊として私を選んだマスターにそれだけの気概があったかは[image: ]なぞですが、煌霊の契約が生涯の伴はん侶りよを決めるぐらいの重大なものというのは事実です」


    　なぜか、舞まい花かがやたらとむせていた。たしかに、この店の麻マー婆ボー豆どう腐ふってけっこう辛からいよな。


    「むしろ、結婚相手を決めるよりもはるかに責任が伴うでしょうね。そりが合わないだなんて理由で別れることは普通できませんから。暇ひまを出された煌霊が、どうせ死ぬならと煌霊遣いを殺して自殺したなんて話は割合よくあったことのようです。命を入れてもらうあてがなければ、いずれ意識を失って動けなくなってしまいますから」


    　ちょっと重い話で空気が悪くなったけど、隠すべきことでもないよな。


    「小手毬の言うとおりだ。煌霊にとったら追い出されるのは死ねと言われてるのと同じだからな。報復に出る奴やつもいる」


    　この話をしたら、煌霊がどれだけ危険なものか、わかってもらえるだろう。俺は煌霊遣いにして影えい殺さつ師し。殺し屋稼業なんだから、その程度のリスクは背負う。


    「ほかにも、煌霊がほかの煌霊遣いと契約して、元の主人を裏切るとかってこともあるけどな。煌霊にしてみれば、命を充電してくれる主人であれば、誰だれでもいい。鍵かぎと錠じようみたいに組み合わせが一つってわけじゃない」


    「そうですね。マスターより、素晴らしい方がいらっしゃれば寝首をかくかもしれません」


    　もちろん、その権利が煌霊にはある。今更ながらのことだから、怖い怖いとふざけてふるえてみせる気にもなれない。


    「もっとも、全部可能性の話だ。俺が小手毬を追い出すことなんてないし、ほかの奴のところにやるつもりもない」


    「この大都会東京でも、ほかの煌こう霊れい遣いが見つからないので、選択肢もないですしね」


    「はいはい、ノロケ話は仔こ犬いぬ丸まるって名前の僕でも食わないですよ」


    　仔犬丸がおどけて、お手上げのポーズをとる。たしかにちょっと言葉がアレだったかもしれないな……。


    　生き死にに関することだと、影えい殺さつ師しは慣れてるのか、照れることがない。


    「かなり話がずれました。ああ、そっか、そっか。川かわ匂わの嫉しつ妬とがお門かど違ちがいだって話だね。あっ、店員さん、こちらに紹しよう興こう酒しゆもう一つ！」


    　仔犬丸が追加の酒をオーダーする。こいつも、まあまあ酒は飲む。次でたしか三杯目だ。


    「小こ手で毬まりちゃんの言葉はごもっとも。僕も川匂程度は嫉妬する資格なんてないと思うよ。だけど、現実は嫉妬に資格なんて必要ないからね。残念ながら、先輩みたいなタイプは容赦なく嫉妬にさらされるってこと」


    　その仔犬丸の言葉がすべてだ。人間のうらみつらみなんて抑制できるものじゃない。そんなことをしても空むなしいと道理を説いたら、余計に憎まれるのがオチだ。


    「なあ、川匂みたいに俺のことを言ってる奴やつって、お前の知ってる範囲でほかにもいるのか？」


    　その質問を仔犬丸にしたら、舞まい花かの顔も暗いものに変わった。


    　それで、なんとなく範囲のほども知れた。


    　思ったより、傷口は開いているらしい。


    「何人か名前は出せますよ。心配しなくても、ケンカしたら先輩が勝てるレベルの奴ばっかりです。ええとですね、まずは同じ事務所から行きましょうか。先輩より二つ下の──」


    「いや、犯人探しまでしたいわけじゃないから、そこまででいい！　むしろ名前は出さないでくれ！」


    「川匂の件を除くと、ＫＣのあとに聞いた話ばかりですよ。それと、そこまで[image: ]もうかってないような奴ばっかりです。貧乏な奴ほど、他人の成功を嫉妬するものですからね。成功するほどの努力も才能もないくせに、嫉妬だけは一人前にできるんだから」


    「仔犬丸、お前ってかなり毒舌だな」


    「仕事中は草食系の二枚目で売ってますからね。その分、どこかで発散しておかないとダメなんですよ。エロ同人誌も陵りよう辱じよく系とかでないと──」


    「マスター、許可を」


    「うん、やれ」


    「あっ、今度は首にピアノ線が……」


    　小手毬が不潔と認識したらしい。そこまで間違ってもないか。


    「なあ、仔犬丸、誰だれにも嫌われないように生きていくことなんてできないよな？」


    　仔犬丸の体が一瞬にして五人に増えた。


    　本体である仔犬丸の席の後ろに四人が並んで立つ。


    【流麗疾駆の幻影フアンタズマゴリア】──こいつの異能力だ。


    「「「「「できないです」」」」」


    　分身含めてハモりながら言われた。


    　そのあとに、後ろの四人が順番にしゃべりだす。


    「先輩がどれだけ真ま面じ目めに、誠実に生きたところで、それで困る人が必ず出ます」「それが人間ですよ。生きている限り、誰だれかを苦しめる」「かといって、死んでも先輩のために泣く人がいるかもしれない」「生きるも迷惑、死ぬも迷惑、繰り返しますがそれが人間です」


    　しばらく俺は黙りこんだ。口の中にさっき食べたピータンの臭くさみが残っていた。また、酒がほしくなった。


    「あの、朱雀すざく、今の話ですけど──」


    「すみませ～ん！」


    　舞まい花かが何かフォローの言葉をかけようとするのと、俺が店員を呼ぶのが同時だった。俺が頼んだのは店で一番強い酒だ。


    「舞花、今は飲ませてくれ」


    　運ばれてきた酒をぐいっとあおる。体が熱くなる。心は沈んでるのに、体が別個に怒ってるみたいだ。


    「先輩、今日、たくさん飲みすぎじゃないですか……？　顔もかなり赤くなってますし……」


    「みぞれちゃん、大人は、酒の量も食べる量も自分の責任でやるのですわ。だから、わかっていて飲みすぎる人は止めないであげるのもやさしさですわ」


    　ありがとう、舞花。


    「やっぱり、持つべきものはいい同期だな」


    「わたくしも朱雀とけっこう長いですからね。もちろん小こ手で毬まりちゃんにはかないませんけれど。さあ、今日は終電まで付き合いますわ」


    　舞花が酒を半分ぐらいまで注いでくれる。ちょっとずつ、深く、長く、酔えってことだろう。そうだな、まだ言葉にできてない想いはあるから、眠っちゃダメだよな。


    　みぞれには悪いことしたな。高校生からしたら、酒をろくでもない用途で使ってるダメな大人を見せてるだけだ。典型的な反面教師。


    　せめて、好きな中華料理を選んでくれ。今日は金は俺が出す。


    「青チン島タオビールって、けっこう飲みやすいですね」


    　俺に付き合うように、仔こ犬いぬ丸まるも酒量を増やしていく。


    「同業者に憎まれているというのは意外だった……。考えてる以上にきつい……」


    　どうしてだろ。具体的に顔が見えるところの奴やつに悪く思われてるからかな。


    　異能力者として否定されたような気持ちになるからかな。


    　外野の言葉よりも顔が見える内部の言葉のほうが威力が大きいからかな。


    　いや、自分も同じことをしてたって自覚があるからだろう。


    「俺、滝たきヶが峰みねのことがずっと気に入らなかったんだ。舞まい花かにも昔から話してたよな。自分がそういう敵を作っておいて、それでなんとも思ってなかった。敵視される滝ヶ峰の気持ちなんてまったく考えてなかった」


    　昔の滝ヶ峰にとったら、アイドル異能力者として楽しく稼いでいるのに、出自が同じような暗殺者というだけでにらんでいる奴やつがいて、心底鬱うつ陶とうしかっただろう。


    　そんなの、ほとんどイチャモンと同じだよな。


    「他人がスポットライトの下に行こうとすると、どうして人は足をかけようとするんだろうな……」


    　川かわ匂わのことすら悪く言えた義理じゃない。


    　実害が出る前から、ずっと滝ヶ峰万ばん理りを敵視していたのは、川匂が俺の力を見せつけるような生き方が気に入らないと言ったのと同じ次元だ。


    　本当に俺たちは何をしてるんだろう。


    　異能力者業界なんて、ちっぽけなものじゃないか。異能力者を辞めることに廃業届けなんていらないから、具体的に何人ぐらいが、この世界で飯を食ってるかはわからないけれど、そんなのたかがしれてる。


    　なのに、その狭いケージの中で、また争い合うだなんて……。


    　どうしてお互いに傷つけるんだ。どっちも異能力者、どっちも社会のマイノリティじゃないか。オセロみたいに相手の幸せを減らしたら、自分の幸せが増えるわけでもないじゃないか。


    　俺を恨まないでくれ。俺のいないところで悪口を言わないでくれ。


    「まだ、お前たちみたいに俺は慣れてないみたいだな……。蟠ばん龍りゆう院いん一人にこたえてる……」


    「何がマスターにこたえているのか、よくわかりません」


    　小こ手で毬まりがお茶の湯ゆ呑のみを持ちながら言った。目は湯呑みを向いていた。


    「そりゃ、煌こう霊れいのお前にはわからないだろうさ。矢や面おもてに立っているのは俺だからな」


    　トゲがある言い方かなと思ったが、小手毬が何も言い返さなかったので、こっちの反省の心も消えた。


    「なんだよ、無視かよ……」


    「たいしたことじゃないと思っているだけです」


    　誰だれかが席を立つ音がした。


    　ぽんと肩に手が置かれる。


    　その手があまりに冷たくて、すぐにみぞれだとわかった。


    　ゆっくりと顔を上げると、みぞれが憮ぶ然ぜんとした表情で立っていた。その顔は俺にキレた川匂とちょっと似ていた。


    　何を言っていいかわからないから、俺は黙った。


    「見ていられません！」


    　みぞれは耳元で言うには大きすぎる声で叫んだ。


    「あのみぞれを励ましてくれて、一発逆転の大勝負をやった先輩はどこに行ったんですか？　あなたは先輩の偽者ですか？　人にどう思われてるかどうかで、今更ショックを受けるだなんてバカみたいじゃないですか！」


    　店の中にみぞれの声が響いた。ほかの談笑も聞こえなくなった。


    「みぞれなんて、先輩の何倍も陰口叩たたかれてますからね！　実力もないのに若いってだけで売れてるとか、挙句は枕まくら営えい業ぎようやってんだろとか根も葉もないこと言われてるんですよ！　それでも嫌いやなことより楽しいことのほうが多いから、ちゃんと笑ってやってます！」


    　肩が冷える。凍いてつきそうなほどに。


    　でも、むしろみぞれの心は熱くなってるんだ。


    「というか、殺し屋の家系なんじゃないんですか？　裏でちまちま言われてるってぐらいで落ちこまないでください！　悪口で人は死にませんよ！」


    　そのあともみぞれは先輩が先輩らしくないとこっちが困るとか、ダメだとは思ってたけどここまでとは思ってなかったとか、いくつも言葉を並べた。それはみぞれが考え抜いたエールの一種なのだ。俺が情けないから、激励が攻撃的になっているんだ。


    　ちゃんと二本の足で進まないと、それはそれで迷惑をかける。せめて、周りの数人の仲間からは安心して見てもらえるぐらいにはならないと。


    　でも、こんなにみぞれが言ってくれたのに、すぐに奮ふるい立つには心が湿しめりすぎていた。心が死んでいるというわけじゃないけど、線香のように小さな火種。


    「ありがとう」


    　謝罪よりは感謝がいい。


    　みぞれの顔を見る。俺の気持ちが多少は伝わったらしい。


    「悪いな、みぞれ。今日だけ……こうさせてくれ……」


    「しょうがないですね～、今日だけですよ。明日からは変わってくださいよ」


    　みぞれが許してくれるなら、世界中の異能力者が許してくれなくても、どうにかやっていけそうだ。


    「今日はみぞれに甘えようかな──」


    「みぞれってどこでも注意されてばっかりだったから、こんなこと言うのは初めてでした。やっぱり、先輩は心の底からダメな人ですね」


    　またディスられて、高校生に甘えたら、社会人としていろいろ終わりだと気づいた。


    「マスター、今すぐに生まれ変わってください。マスター程度の男に、霧きり原はらさん、徒あだ花ばなさん、その他が時間を割さいてくれてるんですよ。しゃきっとしなさい」


    　小こ手で毬まりも自分の煌こう霊れい遣いのふがいなさを見ていられなくなったらしい。どうでもいいけど、今一人、名前がパスされたぞ。


    「小こ手で毬まりちゃん、僕の名前は呼んでくれないんだね」


    「さあ、ちゃんと皆さんに『頑張るから。問題ない。大丈夫』と言ってください」


    　また、小手毬の手にピアノ線が握られている。


    「でないと、マスターを締めます」


    「バカめ。異能力使用は許可しないからな」


    「では、非常事態とみなして、無許可で使用します」


    　平然と小手毬が言った。


    「ま、待て！　緊急を要することなんてないから──」


    　ピアノ線が首に絡みついてきた！


    　こいつ、とんでもないルールの拡大解釈をやるつもりだ……。


    「おい、そんなスパルタな矯正はやめろ！　限りなく暴力に近いぞ！　うわ、首が……」


    　だんだんと肺の中の息が奪われていく……。


    「早くしないと声も出せなくなりますよ」


    「わかった、わかった！　大丈夫だから！　逆恨みするような奴やつのことでうじうじ悩むようなことはしないから！　俺は冬ふゆ川かわ朱雀すざくだ！　俺はＫＣの優勝者だ！　俺は最強の異能力者だ！」


    　直後、なぜか拍手が起こった。


    　ほかの客のおじさんが「いいぞ、若いの！」と手を叩たたいていた。あっちはあっちでできあがっている。


    「人生、死ななきゃどうにかなるぞ！」「意外と五十年ぐらい生きていけるもんだ！」「俺でもどうにかやれてんだから、なんだってできる！」


    　狭い店が、[image: ]なぞの一体感に覆おおわれた。引くに引けない空気になった。


    　俺は自分がやれる方法を続けていくしかないんだ。生き方なんて変えられないんだ。カーテンの色を別のものにするように、一いつ朝ちよう一いつ夕せきでリセットすることなんてできない。


    　よし、嫉しつ妬とになんて負けんぞ！　川かわ匂わの呪じゆ縛ばくなんてクソ食らえだ！


    「どうせなら、天邪鬼あまのじやくになってやりましょう、マスター」


    　珍しく小手毬が攻撃的な発言をした。


    「蟠ばん龍りゆう院いんさんがもっとうらやむぐらいに力を見せつけてやるんです」


    　小手毬の言いたいことはわかった。


    　俺はぶれちゃダメなんだ。俺は自分を貫くことで、道を切り開いたんだから、後輩の嫉妬程度で態度を変えちゃ立ち止まることになる。


    「小手毬、俺は冬川朱雀を極めるからな」


    　でも、ほんのちょっと腑ふに落ちないところがあった。


    　俺、自分の信念を小手毬に言わされただけじゃないのか。これは俺の心からの言葉なんだろうか。


    「ええ、マスターはマスターを極めるしかないんです。マスターのことをわかってる私が言うのだから間違いありません」


    　なら、俺は小こ手で毬まりのことが本当にわかってるのかな。


    



    
      ★

    


    



    　その日から、「俺は強い」アピールを徹底することにした。


    　最初は恥ずかしかった。日本人って謙けん[image: ]そんを美徳とする国民性（らしい。こういうのって科学的根拠とかあるのかな。一種の神話だよな）だし、ただでさえ自慢するような生き方をしてない俺にはハードルが高かった。


    　それでも、雑誌の取材や連載やラジオや深夜のテレビで、ちょっとずつ「俺は強いから」という態度を見せていった。


    　香ばしい発言を多数行ったので、語録にしてまとめてみた。


    



    ・俺はオンリーワンかつ、ナンバーワンですから。


    ・早く、後輩につぶしてもらいたいなって感じですね。


    ・俺が強いんじゃないですよ。周りが弱すぎるんです。


    ・俺、人生で本当に命懸けたことがありますからね。


    ・好きな女のタイプ？　俺を負かすぐらい強い奴やつかな。


    ・また大会開いてほしいですね。逆シードがいいな。たくさん戦えるから。


    ・「強」って字は「弓」「ム」「虫」に分けられるでしょ。俺は誰だれにでも弓を引きたいって思ってる虫なんですよ。え、「ム」が余ってるって？　じゃあ、ムテキの「ム」ってことで。


    　※これはほんの一例です。


    



    　自分のウィキペディアに発言がまとめられているのを知った時には、顔から火が出るかと思ったが（炎を操る異能力に目覚めたわけではない）、これは宿しゆく業ごうだと思って、耐えた。もっとも、耐える以外の選択肢ってないんだけど。


    　インタビュー記事とかも、なかなかパンチ力がある。雑誌が届いても、読み返す気にはならない。


    　パソコンで検索すると、「冬ふゆ川かわ朱雀すざくの発言が痛すぎると話題に」という文字列が引っかかる。そうだろ、そうだろ。話題作りのために口にしているからな。俺は計算通りと思って、ドヤ顔すればいいんだよ。実際は赤面してるけど。


    　今の異能力者業界はよくない。


    　もっと、強い奴やつが前に出るべきだ。


    　業界に革命を起こす。


    　そんな調子で、表現をちょっとずつ変えて、俺は同じ内容を繰り返した。同じ内容でも『ニューボーン・ベイビー』の編集さんは喜んでくれた。この痛さも含めて、いいらしい。


    　名前は出さないけど、仮想敵は蟠ばん龍りゆう院いん川かわ匂わだ。


    　あいつが嫌いやがることを意識して、仕事をした。インタビュー中やエッセイの執筆中は、あいつが悔くやしがる顔を思い浮かべた。自分が昔からＳだったと錯覚するぐらい、そこは徹底した。


    　お世辞抜きに、川匂には感謝している。


    　川匂が立ちはだかってくれたことで、俺はその逆をやるという選択肢を見つけられた。その方法で業界に生き残ってやる。それが俺の現実との向き合い方だ。


    　あいつは典型的な力がいらない異能力者だった。


    　それと比べると、俺は強さを武器にするしかない。


    　川匂ぐらいかわいかったら、多少強さに翳かげりが出ても、需要はあるだろう。でも、俺にそんなものはない。いっそ、人間に見えないぐらい顔が壊れてたら、それはそれでキャラ付けになった。だけど、俺の顔は自分でも認めざるをえないぐらい、のっぺりしている。何のオーラもない、一般人に紛まぎれたら保護色のように混ざってしまう、そんな顔なのだ。


    　とにかく、川匂の反対を行く。


    　あいつがかわいい服を着てるなら、俺はレザーの怖そうな服。


    　あいつが弱くてしょぼいところを見せるなら、俺は本気で強いところを見せる。


    　あいつが自じ虐ぎやくネタを使うなら、ナルシスティックな発言を。


    　そしたら、だんだんと本当に慣れてきた。


    　人間の性格が発言を規定するのではない。発言が人間の性格を規定するのだ。不ふ[image: ]そんな態度を続ければ、それが素すになる。演技する意識なしに、そういう発言ができるようになる。


    　俺は自分を改造した。今のところ、その副作用もない。


    　仕事の数が、とくに急増したわけではなかったが、その分、安定してくるようにはなった。俺のキャラはそれなりに定着してきたとは思う。


    　ツイッターを見ても、ビッグマウス的なものを喜ぶファンもいれば、案の定ウザいという奴もいた。もう、傷ついたりはしない。想定の範囲内の結果なんだから、ショックを受けることなんてないんだ。


    　残念なことがあるとすれば、蜘く蛛も島じまのメールの内容が、俺の身を案じるものに変化してきたってことぐらいだろうか。


    「このままだと、いつか袋小路に入っちゃうよ」「強さで売っても、買ってくれるところなんてあまりないよね？」「雑誌に載って、目立ってるつもりになってた人で、いい結果につながった人はいないよ」サラリーマンの仕事についての中に、ちょこちょことそんな俺への忠告が交じっていた。


    　とくに雑誌の連載についての苦言が多かった。狭くなろうとしちゃいけない、最強を決める大会なんて、開いたら損をするだけだからやめておけと繰り返してあった。たしかに、複数の優勝者が現れたら、俺の「最強」も相対化されるよな。


    　俺は「マニアックになりすぎないように気をつける」と決まりきった言葉を付け加えた。


    　でも、二度目のＫＣがあったら出るだろうな。


    



    　季節はいつしか七月。本格的な夏になっていた。


    　Ｔシャツの上からタオルケットをかぶって寝る。暑さのせいで、少し眠りが浅い日が増えていたが、つらいというほどでもない。


    　去年の今いま頃ごろは何をしていただろう。暗殺に失敗して、たしか、まっとうに生きようと決めたんだった。自分がやれる範囲で、自分を必要としてくれる仕事をして食っていく。けれど、結局それは小こ手で毬まりが隠れてバイトをやることで得られていた偽いつわりの安定だった。


    　あの時と比べれば、まだ俺はマシなはずだ。だって、異能力者として独り立ちできてるんだからな。


    　俺の稼ぎだけでも、たった二人の「冬ふゆ川かわ家」なら、食わせていくことができる。


    　五時過ぎに八はち王おう子じのアパートに帰宅すると、とりあえずテレビをつけた。小手毬はもう一件別の打ち合わせがあるとかで、帰りが少し遅くなるらしい。


    　テレビだけだと音が足りない気がして、パソコンの音楽プレイヤーも動かした。


    　夜八時、小手毬が出かける時にはなかった紙袋を二つ提さげて帰ってきた。


    「買い物でもしてきたのか？」


    「仕事の資料です。枚数ばかりが多くて」


    　小手毬は「すぐに夕飯を作ります」とエプロンを取る。


    　ちょっと、小手毬の顔色が気になって、腕を取った。


    「ごはんはあとでいい。先に命を入れてやる」


    　わずかに小手毬は困ったような顔をした。言葉がすぐに出ないということは、迷惑という意味ではなく、食事が遅くなって申し訳ないということだろう。そんなの、どうってことないさ。


    「お前、かなり疲れてるな。顔を見たらわかる。今のうちに入れとくほうが夜も楽だ。どうせ、お前のことだから、夜もあの資料を読みこむつもりなんだろ？」


    　ようやく、小手毬は折れてくれた。


    　小手毬が服を脱ぎ終えると、電気を消した。


    　背中にぴたりと手を当てる。手と背中の境目から光が漏もれる。その光が弱々しくも部屋を照らす。


    　十年も前、小手毬が煌こう霊れいになった直後の頃、この光が誕生日ケーキのろうそくを消す趣向みたいだと、毎日のように思った。子供が命についての実感を持つことがあるとすれば、誕生日ケーキのろうそくの火を消す時ぐらいしかないのだから、あながちその実感は間違っていなかったと思う。


    「それじゃ、次は前な」


    　小こ手で毬まりはうなずいて振り向くと、ゆっくりと脱いだ服で隠していた胸をあらわにする。中ちゆう丹たん田でんは胸にあるからだ。


    「私の胸がもっと大きかったらマスターも気が散ったでしょうか」


    「くだらないこと言うな。家族に欲情してどうするんだよ」


    「ですね。くだらないことでした」


    　気が散ることもなく、その日も命を入れ終わった。


    　夕食が遅かったせいもあって、寝る時間もいつもよりずれこんだ。


    　扇風機の首を振る音が小手毬の寝息を消していた。夏にしては暑いゴスロリパジャマなのに、しっかり毛布までかぶって眠りについている。


    　武士は食わねど高たか楊よう枝じというのは正しいと思う。自分のスタイルを貫くことで、そこにいろんな価値が生まれる。もちろん、商品価値だってその一つだ。


    　俺も商品、それに小手毬も商品。


    　知らないうちに俺も眠りに落ちていた。
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    　朝十時半に目覚めた。


    「小こ手で毬まり、起こしてくれなかったのかよ」


    　テーブルにはサラダと菓子パンが二つ置いてあった。それと、「お昼ごはんは冷蔵庫です」の書き置き。


    　壁にかかっているカレンダーを見た。予定を書きこむために、ちょっと記入欄が大きめになっているやつだ。事務所で余っているやつを一つもらってきた。俺の予定は黒、小手毬の予定は赤で書いてある。


    　誰だれに読ませるわけでもないのに、小手毬の几帳面な字が躍っていた。細かく書いてあるから、字は米粒みたいで、それでも量が多いから、俺の側がわである左のほうにはみだしてきている。


    「あいつ、今日もみっちりやってるな」


    　一人でいると、独り言が増えるんだなと思った。


    　川かわ匂わがキレる前あたりから、その兆ちよう候こうはあったのだけど、小手毬の仕事が増えた。


    　厳密には、小手毬だけの仕事だ。


    　そりゃ、小手毬はかわいいんだし、そのうえ、強さだって証明されてるんだから、人気も出て当然だろう。不思議なことなんて、どこにもない。


    　牛乳を注いで、電子レンジに入れた。一分に設定して、その間にテレビをつける。録画番組一覧から小手毬の出ているやつを選ぶ。


    　テレビの中では、小手毬と川匂が同時に映っていた。


    「小手毬、こんな仕事もやってたんだな。でも、川匂も小手毬が嫌いとは言ってなかったか」


    　画面の中では川匂が『はーい、今日は泉せん岳がく寺じのあたりをぶらぶらします！　ゲストは小手毬ちゃんです！』などと話している。仕事なのかもしれないが、小手毬のほうも川匂をとくに避さけているようには見えない。ぼうっと見ていたら。電子レンジが一分経たったことを告げた。


    『小手毬ちゃん、もうちょっとだけテンション高くしましょうよ。『わーい、泉岳寺』みたいなこと言ってください』


    『泉岳寺って、忠ちゆう臣しん蔵ぐらで有名なところですよね。私、赤穂あこう浪ろう士しは正義とは考えてないんです』


    『うわあ！　完全に人選ミスじゃないですか！　ちょっと！　ディレクターさん、確認しといてくださいよ！』


    『なので、今日は媚こびずに、大おお石いし内蔵くらの助すけは悪だと言っていこうと思います』


    『やめてください！　放送事故になりますから！　せめて黙っててください！』


    「あいつら、けっこう飛び道具的なこと、やってんなあ」


    　番組はひたすら東京の街中をぶらついて二人でコメントするだけの、お金のかからない内容だった。ただ、そのゆるい感じが人気を博しているらしい。


    　別に、俺の仕事が減ったわけでもない。雑誌の仕事だって多い。キャラを作ることで、ポジションを得ることには成功した。ニッチではあるが、やっていけている。


    　だけど、それよりはるかに小こ手で毬まりがブレイクしてしまった。


    　そのせいで収入もかなり増えているし、オートロックの用心のいいところに引っ越そうかという話も出ているぐらいだ。ＫＣ優勝者が防犯を考えるというのもおかしな話だが、ストーカーみたいなのが出てきても面倒だし、テレビに出れば週刊誌の記者とかが見張ってたりってこともあるらしいからな。


    『小手毬ちゃんの相方の冬ふゆ川かわ先輩、すごく苦手なんです』


    『知ってます』


    　編集による笑い声が入る。そう、これはギャグなのだ。テレビを通した川かわ匂わの言葉はすべてギャグ。テレビの中の川匂は虚像。ただ、たまに現実とかぶっているギャグがあるだけだ。


    『事務所で会う時でも、あいさつしてませんからね、お互い』


    　画面下に「気まずい関係」という文字が表示される。また笑い声。本当にあいさつしてないけど、これもギャグと現実がかぶっただけ。


    『でも、蟠ばん龍りゆう院いんさん、師匠の滝たきヶが峰みねさんのことも苦手そうですよね』


    『そんなことありません！　猛烈に尊敬してますよ！　足向けて寝られませんから！　足の指舐なめろって言われたら舐めかねないぐらいで崇拝してますから！』


    『それは普通に気持ち悪いです』


    『た、ただ……尊敬はしてますけど、真ま面じ目めすぎて、たまにきついかなぁ…………。あっ、ここ、カットしといてください』


    　画面には「しません」の文字。


    　なんで、俺は小手毬がテレビに映ってるのに楽しく見られないんだろう。川匂と映ってるからかな。


    　十分ぐらいで朝食は終わった。そのあとも、テレビはつけていた。同時並行でパソコンを起動する。パソコンが立ち上がる間に、郵便受けを見にいくと、雑誌が届いている。見本誌か何かだろう。


    　もくじをぱらぱらと見るが、俺の名前はない。ああ、小手毬の記事だけか。アイドルっぽい売り方の異能力者と小手毬が写っている。滝ヶ峰とのツーショットまであった。


    　ああ、そういえば、滝ヶ峰と仕事することになったとか言ってたな。滝ヶ峰と絶縁しているわけじゃないんだから、普通にやればいいって言ったけど、上う手まくやれたんだろうか。


    　対談の上の写真では滝ヶ峰が笑っている。小手毬は自然体の仏ぶつ頂ちよう面づらだけど、あくまでもそれはグラビア用の、よそいきの仏頂面だ。こいつらは夢の世界のほうでお金を稼いでいるのだと思った。違うか、現実を夢の世界のことのようにメディアが仕立て上げているのか。


    　パソコンを立ち上げたら、文章作成用のソフトを起動する。雑誌用の連載エッセイを書かないといけない。


    　才能のある異能力者をプロデュースして、それで強いとされてる連中にぶつけたい──よし、そんな内容のことを書いてやろう。


    



    もう一度異能力者の格付けチェックをしたいと思ってる。この業界には偽にせ者ものが多すぎる。たしかに滝たきヶが峰みね万ばん理りとか本当に強い奴やつもいる。だけど、強いふりやかっこいいふりをしてるのが交じっているのも事実だ。そういうのを引っ張り出して、俺が見こんだこいつはやれるって奴とぶつけたい。強さで偉さが決まる、そんなルールを異能力者の世界に導入したいんだよ。


    その通りだって思う同志は応援ヨロシク！


    



    　文章が偉そうなのは、キャラ作りのためだ。こんな内容のことを丁てい寧ねい語で書いても、インパクトに欠けるしな。下へ手たな部分は勝手に編集者が違う表現を考えてくれるだろう。


    　はっきり言って、本当にプロデュースしろと言われたら、ちょっと困る。そんなノウハウなんてないし。せいぜい、こいつとこいつはいいですよって名前を挙げるぐらいだ。それで、さしあたり問題はない。


    　どうせ、戦う場なんて用意されないのだから。


    　強い・弱いの物差ししかないヴァイオレンスな場に、すでに人気のある奴が顔を出すメリットなど何もない。本人がやりたいと言っても、どこの事務所も許さないだろう。


    　それに俺の背後には権力も金もない。いろんな事務所を巻きこむこともできない。事務所にすら入ってないインディーズの異能力者からは共感を寄せるメールとかがけっこう来るんだけど、それじゃ足りないんだ。テレビ中継もされず、アンダーグラウンドの趣向で終わるだけだ。


    　俺は一種のパフォーマーだ。万年野党の政治家だ。実現できないことを声高に言い立てて、少数派の溜りゆう飲いんを下げる。そうすると、俺も最低限の注目は集められる。ニッチなところに支持もされる。そして支持者のお恵みを受けて、飯を食う。


    　だけど、なんか空むなしい。


    　俺はいったい何と戦ってるんだ。


    　もし、フィクションの異能力バトルマンガから敵がいなくなったら、キャラはどうするのだろう。平和になってよかった、よかったって思うのかな。その力もずっと封印するのかな。もし、そいつがまだ若い奴だったら、普通に就職とかするのかな。


    　テレビでは川かわ匂わがなぜか小こ手で毬まりに縛られて悲鳴をあげていた。そこに笑い声の音声が入る。


    　目を離していたから、どうしてあいつが逆さ吊づりになっているのかわからないけど、どうやら街で見かけたジムにでも入ったらしい。


    『ちょっと！　痛いですって！　思ったより痛い！』


    『痛いようにしろって言われてますので！』


    『ああ、それ、何割かは言葉の綾あやですから！　手加減、手加減！　きゃー！　スカートの中見えちゃう！』


    　川かわ匂わ、お前が嫉しつ妬としたことのある男の生き方もそこまで面白いものじゃないぞ。


    　けど、余計なお世話かもしれないけど、お前や滝たきヶが峰みねの生き方も面白いようには見えなくなってきた。


    



    　飯を食い終わると、俺はすぐに外出用の服に着替えた。俺だって仕事はちゃんとあるんだ。


    　小こ手で毬まりのいない部屋っていうのは、なぜだか息苦しい。酸素なら、二人でいる時より潤じゆん沢たくにあるはずなのに、変な話だ。


    　今日は夕方から渋谷の駅前で取材を受けることになってる。多分、俺のほうが早く帰るだろうし、久しぶりに何かあいつのために飯でも作っておくかな。どうせだから、味が濃い、あいつが健康に悪いって言いそうなものを作ってやろう。


    　やたらと執しつ拗ようにティッシュを渡そうとしてくるティッシュ配りをかき分けて京けい王おう八はち王おう子じの駅に着いた。始発駅なので、絶対に座れるのが強みだ。


    　特急の車内で揺られていると、メールが来た。


    



    本文：すみません、仕事がずれこんでいて、帰宅が遅くなります。申し訳ないですが、マスターの分のご飯は用意していただけませんか？


    



    　相変わらず、顔文字も何もない、そっけないメールだな。苦笑しながら、こっちもメールを送る。「わかった、どこかで食う。命のほうは大丈夫なんだな」とメールを入れる。


    



    本文：はい、疲れはしても、動くだけなら大丈夫です。


    



    　だったら、別段問題もない。夕飯作りは中止。どこで外食するか考えよう。


    　これまで二人は離れて暮らせないと思っていた。そういう腐れ縁だと半分冗談で言っていた。


    　それは幻想だったのかもしれない。


    　全然、俺たち、個別に生きていけるんだ。


    　客も事務所もそれを求めてる。戦う時だけ、俺たちは二人でいればいい。一緒に同じ場所にいる意味って、ほとんどない。


    　電車は調ちよう布ふの手前で地下に入り、国こく領りよう駅の地下ホームを通過して、地上区間に出る。強い日差しが差しこんでくる。


    　日の光が心ここ地ちよくて、明めい大だい前まえに着く前に少し眠りこけてしまった。あわてて、電車から降りて井いの頭がしら線のホームへと急いだ。とくにスケジュール的に時間が押しているわけでもないのに。ヒカリエにでも入って時間をつぶすのに。急行が出たところだったので、普通を待った。


    　取材用のスタジオに入る。スタジオといっても、応接室のようなところで椅い子すに座りながら話をするだけだから、気楽だ。


    　ありふれた質問と、ちょっとずれた質問が七対三ぐらいで来る。それに対して、淡々と答えていく。


    　──今回のちょっとずれた質問ＭＶＰはこれだな。


    「それで、冬ふゆ川かわさんと小こ手で毬まりちゃんはどっちが強いんですか？」


    「えっ？」


    「コンビでも俺のほうが強いとか、そういうライバル心みたいなのあるでしょ？」


    「戦ったことなんてないし、わからないですよ。本当に二人で一つなんですから」


    　スタジオを出ると、意外と遅い時間になっていた。八はち王おう子じに戻って食うか、渋しぶ谷やで食うか迷って、駅前にある定食チェーン「縄じよう文もん軒けん」に入った。


    　食券の機械で六百九十円の肉野菜炒いための定食を選ぶ。いつも小手毬に野菜が多いのを選べと言われていた。


    　食券を持って、案内された席に座る。四人で座れるようなボックス席だった。


    　五分後、飯と肉野菜炒め、豆腐の膳ぜんが来る。リストの写真だと、もう一品ぐらい小鉢がついてるイメージだったんだけど、ああ、小皿に漬物でも入れてるのが写ってたのかな。


    　まず、豆腐に醬しよう油ゆをかけて、食らう。豆腐は冷たくて、少し奥歯にしみる。


    　野菜炒めのさやえんどうが甘い。キャベツと玉ねぎはそれに比べれば食べ慣れた甘さだ。味付けは濃い。塩の旨うま味み。


    　ご飯はおかわり自由。野菜炒めが半分減る前から二杯目を入れた。三杯は食えるだろうなと思った。


    　最後に漬物を載せて、七味を振って、熱いお茶を入れて、オリジナルお茶漬けに。かっこむ。ぽかぽか口の中が熱くなる。ほうじ茶はお茶漬けにしては自己主張が強すぎるが、それがかえって野趣あふれる味を作っている。


    　たまに食うと、外食チェーンって、こうも美う味まいのか。こんな定食屋に入ったのが久しぶりだったので、やけに集中して食ってしまった。物珍しいものは、それだけで美味く感じるものだよな。


    　でも、小手毬の飯のほうが美味いな。


    　食後に熱いほうじ茶をのんびり飲んでいたら、なんだか切なくなってきた。外食が美味く感じるのは、小手毬が健康を考えた、ちゃんとした料理を作ってくれてたからなんだ。だから、外食系の濃いめの味付けが舌に新鮮なんだ。


    「なんか、おふくろの味がなつかしくなる学生みたいだな」


    　湯気の立つお茶に独り言って似合うな。


    　独り言自体が格好よくないけど。


    



    　帰りに八はち王おう子じの駅前のスーパーで小こ手で毬まり用にプリンを買った。


    　夜八時半。家に戻っても、アパートはまだ灯あかりがついてなかった。テレビをつけると、滝たきヶが峰みねが万人に笑顔を振りまいていた。


    　なあ、その笑顔がお前の素すなのか。それとも、いかにも暗殺者の家系だっていう、あのぞっとするような冷たい顔のほうなのか。


    　もし、笑顔が無理して作ってるものだったら、つらくないか。


    　それでも、お前は自分の目的のために笑い続けるのか。


    　なんで滝ヶ峰の心配までしてるのか、よくわからなかった。まあ、ナイーブな気持ちになる時間だってあるだろう。


    　そこに川かわ匂わまで才能のない弟で子しという形で登場してくる。『わたしだって本気を出せば強いんです！』『本気を出しなさい。むしろ、水以外を出しなさい』『滝ヶ峰先輩、わたしの異能力、全否定ですか!?』それなりにウケていた。


    　お前らから見て、今の俺はどんなふうに映ってる？


    　ニッチな異能力者のポジションで、言いたいことを言う、権力のないご意見番──こんなところか？


    　なあ、滝ヶ峰。もはや、棲すみ分けができてしまって、俺のことなんて眼中にないか？　なんだかんだでウザいと思ってるか？　年末の思い出したくない黒歴史という形でだけで残ってるか？　それとも小手毬のマスターという点だけで印象にあるか？


    　俺はというと、お前のことをどう思っているかよくわからないんだ。バトルマンガなら、俺とお前、いいライバルみたいな立ち位置になれたのかもしれないけど、現実だとそうもいかないよな。交わることもなく、平行線をたどるんだよな。


    　なあ、川匂。お前はまだ俺をうらやんでるか？　だったら、代わりに俺もお前をうらやませてくれ。やりたいことやって楽しそうに見えても、とくにやりたいことでもないんだ。注目もろくに浴びずにひとり相撲。一日三回ぐらいは空むなしくなる。俗世のお前のほうが輝いてる。本当はちゃんとケンカするべきなのにな。けど、この世界じゃわかりやすい敵同士になることもできないんだ。


    　小手毬はなかなか帰ってこない。俺は先に風ふ呂ろをためて入った。風呂の電気を消してみたら、露天風呂みたいで、少し面白い。


    　かなりゆっくり入ってるつもりなのに、小手毬が部屋に入ってくる音はしない。


    「なんだか、俺、捨てられたみたいだな」


    　小手毬の帰りが遅いだけで、どうしてこんなに不安になってるんだろう。


    　風呂から出て、冷やしたお茶を飲んでいたら、ようやく小手毬が帰ってきた。時計は十時半を過ぎていた。


    「遅くなりました」


    　玄関──といってもたいして広いものじゃないが──で、小こ手で毬まりはわざわざ頭を下げた。やめてくれよ。謝るようなことなんて、お前は何もしてないんだから。


    「ごはんは、食べてきたんだな」


    「はい、ごちそうになってきました。マスター抜きで申し訳ないんですが」


    「申し訳ないなんて言わなくていい。それも仕事のうちだからな。ちなみに、どこで食べた？」


    「『あと半はん』というすき焼きのお店です……」


    　俺でも知っているような有名な店だった……。これはうらやましい……。


    　小手毬は羽織っていたカーディガンを一枚脱いだ。知らないうちに、小手毬の服が見慣れないものに変わっている。スポンサーからもらったんだろう。


    「冷蔵庫にプリン入ってるからな。あとで食べろよ」


    「あっ……申し訳ないのですが……おなかが……」


    　最近、小手毬が申し訳ないって言う機会が増えた気がする。


    「おなかいっぱいか」


    　小手毬が小さくうなずく。その体でたくさん食べれば、入らなくなるよな。


    「すき焼きの名店で食べてきた直後に、スーパーのプリンなんていらないよな。悪い」


    「マスター、私はそんなつもりじゃ……」


    　自分は、すねているんじゃない、そう思いたかった。ただ、小手毬に置いていかれるような気持ちになるのが嫌いやだったのだ。だから、安いプリンまで買ったんだろう。


    「川かわ匂わとやってるテレビ見たぞ。なかなか面白かった」


    「ありがとうございます……。あの仕事はお断りしようかと思ったのですが、ギャラもいいので……」


    「もっと、堂々としてろ。俺はなんとも思ってないぞ。お前、そこまで川匂が苦手ってわけでもないんだろ」


    　お互いに相手のことを気づかっているはずなのに、部屋の空気が重いのはどうしてなんだろう。


    　しばらく、俺たちは無言で突っ立っていた。しゃべればしゃべるほど、空回りするような気がしていた。


    「命、入れようか」


    「そうですね……。お願いします」


    　小手毬はゆっくりと服を脱いでいく。その間、俺は鼻で深く呼吸をしていた。煌こう霊れいに命を送りこむ作業は、失敗すれば煌霊遣いも煌霊の命も危険にさらす。心が乱れていたわけでもないが、何か上う手まく言葉にできないような不安があった。


    　電気がぱっと消えた。小手毬がスイッチを切ったのだ。隣の建物からの灯あかりが漏もれ入ってくるので、完全な闇やみとは違う。小こ手で毬まりの金色の髪が浮き上がって見えた。


    「お願いします、マスター」


    　小手毬がゆっくりと座る。俺は背中にまわりこんで、手をそっと置く。


    　その時、ふっと、嫌いやなｉｆが思い浮かんだ。


    　小手毬も俺のことを忘れそうになっているんじゃないか。


    　二人でＫＣを戦ったことなんて過去のことで、今は滝たきヶが峰みねや川かわ匂わと楽しく仕事してる現実と現在があるだけじゃないのか。


    　だって、今日の俺と小手毬の接点って、命を入れてる今だけじゃないか。


    　俺は小手毬の充電器と同じだ。充電器がなければ、携帯は使えない。どちらもなくてはならないものだってのはわかってる。充電器も携帯もどっちかが欠けたら、ガラクタになる。


    　だけど、みんながほしがるのは携帯のほうだ。


    　手をわずかに浮かせた。光が消える。


    「マスター、あの……入れてください……」


    　命が来ないことに小手毬も違和感を覚えたのだろう。


    　自分でも何を考えていたのかわからない。わかるのは、光がなかなか出てこないということだけだ。


    「俺さ、今日は力がこもらないんだ」


    　心を落ち着かせるために、口から出まかせで誤ご魔ま化かす。


    「困ります、マスター……。入れてください……」


    　この時間だけは俺が「マスター」なのだと実感しなおす。


    　やっと、もう一度手を背中に置く。


    「あの、マスター、私たち、間違ってはいませんよね？」


    　何についての間違いなのか考えるのが怖かった。


    「マスターはマスターで、私は私で、やれることをやる。何もおかしなことなんてありませんよね？　年末の戦いから私たちは成長しているはずですよね？　別々の仕事が増えているからって、そんなことで……」


    　もちろん。俺は最強の異能力者というポジションで、お前はかわいい異能力者というポジションで、そこで結果を出している。お互いをないがしろにしているわけでもなんでもない。俺たちは前へ、前へ進んでいるのだ。


    　でも、口には出さない。そんな、当たり前のことを口に出すのが屈辱だ。負けを認めているようで、嫌だ。俺は間違っていない。小手毬がそう言ったように。


    　負け？　おかしな話だ。俺たちは何に負けたんだ？　むしろ、勝ち続けて、ここまで来たんじゃないか。


    　どうやって生きていくべきか悩んだことは何度もある。立ち止まりもした。だけど、異能力者を辞めずに突き進んだ。川かわ匂わに嫉しつ妬とされるぐらいまでに成功した。


    　光は熱いくらいだ。小こ手で毬まりを火傷やけどさせてしまいそうなぐらい。


    「不安なことでもあるのか？」


    「たまに何かが欠けたような気になります」


    　ぼそぼそとした声で小手毬が言った。


    「ねえ、マスター、どうして私は何かが欠けたような気持ちになってしまうんでしょう？　教えてください……」


    「幸せすぎるんだろ。そう……幸せに慣れてないだけだ！」


    　光の明滅が激しくなる。


    「二人が認められて、それなりに飯が食えて……。こういう時間にまだ慣れてないせいだ。それだけだよ」


    　小手毬はそれ以上、何も言わなかったが、前を向いたまま、うなずいた。その不思議な焦あせりは俺にもよくわかっている。わからないのは、どうすればそれが解決できるのかよく見えないという点だけだ。


    　慣れなのかな。いずれ、今の生活が普通になって、何も感じなくなるのか。


    　俺が背中から手を離すと、自然と小手毬が俺のほうに向き直る。


    　胸の中央に手を置く。淡く光る体。小手毬の体は今日もいつもと変わらずにきれいだ。


    　こういう時って、恋人だったら、とりあえず抱き合ったりするのかな。それでなんとなく、わかった気になって、また明日ガンバロウって思えるのかな。


    「小手毬、明日は一緒に朝ごはん食べるか」


    「それじゃ、遅くとも七時半には起きてくださいね」


    「お前が起こしてくれたら、ちゃんと起きるよ」


    　小手毬がほのかな明かりの中で、その光ぐらいかすかに笑った気がした。


    「マスターのそんな殊しゆ勝しような言葉が聞けるだなんて、雪でも降るんじゃないですか」


    　俺は、俺たちはまだまだいけるのだと言い聞かせた。

  


  
    ４話　煌こう霊れいのいない煌霊遣い

    


    「そういえばさ、雑誌見たけど、滝たきヶが峰みねはどんな感じだった？」


    　翌朝、小こ手で毬まりの焼いてくれた目玉焼きを食べながら、尋たずねた。


    「表面上は、マスターを恨んでいるそぶりなどはないようでした。かといって、わざわざ私に恨んでいると話すほどにまぬけな方だとは思いませんが」


    　小手毬は、フォークでパンに薄くマヨネーズを塗っている。そこにレタスとウインナーをはさむのだ。俺と小手毬の間には、塩気のきいたクラムチャウダーの湯気が立っている。


    「マスターが滝ヶ峰さんのことを気にしているほどには、あちらはマスターのことを考えていない……ようです」


    　小手毬の声はどことなく頼りない。それだけ滝ヶ峰が俺たちのほうを向いてないということか。つぶしにかかられても立ち向かえないし、敵視されないにこしたことはないのだけど、一いち抹まつの寂しさみたいなものもある。人間って、勝手だよな。


    「ただ、仕事の終わりにこうは言われました。困ったことがあれば言えと」


    　意外なことだったので、俺の手が止まった。


    「お前、滝ヶ峰とそんなに仲良くなってたのか……」


    　あいつが小手毬にやさしく声をかけているところを想像した。


    「お前もあいつの派閥に入ったのか？」


    「そんなわけありません！　仕事が一緒だっただけです！　それぐらいの社交辞令ならあの人だって言いますよ」


    　それならいいんだけど、どうも滝ヶ峰が小手毬とかなり深いことまで話しているような気がしたのだ。くだらない詮せん索さくだと思って自分の頭から疑惑を追い出した。


    「そうだ、今日は昼に蜘く蛛も島じまと会うんだ。また、出張で東京に来るんだってさ。昼だから帰宅時間はそんなに遅くならないと思う」


    「わかりました。こちらは七時には帰ると思いますので、もし遅くなりそうだったら、ご一報ください」


    　また、小手毬は仕事か。この頃ごろ、忙しすぎるのではないだろうか。


    「お友達付き合いは大事ですからね。大切にしてください。少し高いお店に行ってもかまいませんよ」


    　去年と比べると、小手毬の財さい布ふの紐ひももゆるくなっている。そりゃ、食費を切り詰めないと生活が苦しかった去年と比較すれば、ゆるむのは当たり前だけど。


    　食事が終わると、小手毬は早速、部屋の掃除をはじめた。


    「最近、あまり掃除もできていませんでしたから」


    　たしかに、狭いワンルームは昔よりちらかっていたかもしれない。時間もなかったし、物の量も増えた。雑誌にちょっとでも載るたびに、見本が送られてくる。俺だけならともかく、小こ手で毬まりの分もあるから、相当な冊数になる。


    　俺は風ふ呂ろ掃除だけ手伝って、十時過ぎに家を出た。


    　八はち王おう子じは東京都だけど、二十三区まで遠いのだ。山梨県八王子市って揶や揄ゆされることがあるけど、あながち間違いじゃない。江戸時代は甲こう州しゆうへの関所があった街だしな。


    　電車で四十分。新しん宿じゆくに出ると、アルタの前でスーツ姿の蜘く蛛も島じまが待っていた。


    



    
      ★

    


    



    　新宿東口側の「らんでぶー」という喫茶店に入った。地下に広い喫茶スペースが広がっている店だ。事務所側の東口を避さける感覚も最近は薄れていた。


    　意図的に俺は蜘蛛島の仕事のことをたくさん質問した。言葉の端々から、蜘蛛島の仕事が順調なのがわかった。


    「皮肉な話だけど、異能力者時代の五倍は年収があるよ。異能力者の時の稼ぎが少なすぎたせいもあるけどね」


    「あえて数字は聞かないけど、それって俺よりはるかに多いよな」


    　自分もこんな仕事を辞めて、正社員になってたら、今いま頃ごろはどうなってただろう。つまらないことを考えた。そんなの、小手毬が許さなかったし、小手毬も納得しないことを俺がやる意味なんてなかった。


    「あえて、収入が入りづらいポジションを選んだのは、冬ふゆ川かわなんじゃないの？　かなり威勢のいいことを言うようになったよね」


    　蜘蛛島の人なつっこいような目が、わずかにとがった。


    　ああ、話題を変えられちゃったな。


    「あんなキャラで売り出したら、メジャーな側がわに進出できないよ」


    　蜘蛛島からすれば目立てるチャンスがあるはずなのに、そうしない俺はただの愚か者なんだろう。


    「半分以上、戦略だけどな。ああやってキャラを固定していけば、手堅く仕事は来るかなと思って。同じような立ち位置の異能力者もいないし、ちょうどいいかなって」


    「冬川はボクと違って、もっとメジャーになれる素質がある！　実際、ゴールデンでもちょっとだけ出てたじゃないか！」


    　あまり大きくないテーブルに蜘蛛島が身を乗り出す。水がこぼれそうになる。


    　なんで、俺のことなのに、俺より必死になるんだと思った。


    　業界から足を洗ったからって、残ってる奴やつに夢を託さないでくれ。


    「俺にそんなスター性なんてないよ。あれは、蟠ばん龍りゆう院いんの力を借りられただけだ。俺は小こ手で毬まりとは違うんだよ」


    「やっぱり、小手毬さんのこと、気になるの？」


    　あれ。


    　どうして、俺、小手毬の名前を出したんだろ。


    「ボクさ、テレビで彼女のことを見ていて、ずっと不安だったんだ。冬ふゆ川かわがどういう気持ちでいるのかなって」


    「バカなこと言うなよ。俺は煌こう霊れい遣いだ。煌霊がいなかったら、成り立たないんだよ。あいつが有名になることを、俺は自分のことと同じ次元で喜んでるんだ」


    「やっぱ、本音を聞くのに、喫茶店じゃダメか。けど、夜は時間がとれないんだよな」


    　蜘く蛛も島じまは、コーヒーが残っているのに、コップの水のほうを飲んだ。


    「スポットライト浴びたいって、ずっと言ってたじゃないか。目立ちたいって。それも一回や二回じゃない。酒を飲むたびに言ってた」


    　俺は強がりなんて、言ってない。ウソもついてない。


    「今の俺には、スポットライトが当たってる。昔よりずっとな」


    「昔の冬川は、もっと広いフィールドで有名になりたいって言ってた。マニアックなところを狙ねらうだなんて話じゃなかった。昔の夢と直面してる現実が違うからって、昔の夢をなかったことにするなよ」


    　コップの水をぶっかけたら、この話を終わらせてくれるのかな。


    　わざわざ、福井から特急しらさぎと新幹線乗り継いで東京まで仕事に来て、空あいてる時間をこんなことに使うなよ。もったいないだろ。


    「冬川、お前、このままいったら、小手毬さんと上う手まくいかなくなるぞ。コンビで収入が違いすぎたら、絶対にそうなる。早く、同じフィールドを目指せ。時間はそんなにない」


    　俺が黙っていても、蜘蛛島は言葉を続ける。蜘蛛島は変なところでまともだったからな。


    　だから、俺ができることは、こいつの言葉をとことんまで否定してやることだ。


    　俺と小手毬の関係はそんなつまらないものじゃないって繰り返してやる。


    　たんなる男と女の二人じゃないんだ。


    　煌霊遣いと煌霊の関係を、一般論で語らないでくれ。


    



    「今の小手毬に、俺は必要じゃない」


    



    　口をついて出た言葉は、自分でも考えてなかったはずの言葉だった。


    「小手毬がうらやましいよ。俺よりはるかに売れてて、ちやほやされてて。ああなりたいと思うことだってあるよ。それは嫉しつ妬となのかもしれない」


    　蜘く蛛も島じまがほらなという顔でうなずく。


    　自分でも認めたくなかった気持ちが外に出ちゃったな。


    　だけど、大もとの感情は、そんなのじゃない。


    「ヒーローの横で戦えるのは、ヒーローだけなんだ。今の俺は、狭い世界でヒーローのふりをしてるだけだ。テレビの中じゃ、小こ手で毬まりの横にもいられない」


    　俺は小手毬みたいになりたかった。小手毬みたいに、テレビにも進出し、強くて、正義の味方でもある──まさしくヒーローみたいな存在になりたかった。


    　そんな世界に行けるかもという淡い期待があったから、異能力者になったんだ。


    　けど、ダメだった。俺の人生にそんな可能性はなかった。ＫＣにまさに命懸けで立ち向かっても、そんな未来はなかった。俺はあくまでもごくごく一部に認められてるにすぎない。大衆を熱狂させる異能力なんて備わってなかった。


    　酒が飲みたかった。いや、酔いつぶれたかった。都合よく、記憶を消してしまいたかった。二日酔いでもないのに、頭が痛いと思った。


    「ＫＣがなければ、小手毬さんが今みたいにメジャーになるきっかけもなかった。だから、冬ふゆ川かわもそのきっかけはつかんでるはずなんだ」


    「二十代なかばの冴さえない男と、見た目が十代なかばのゴスロリ少女じゃ釣り合わないのさ」


    　技の見た目だって、小手毬のほうがまだ派手だ。手のあたりから、さっと糸を出して、敵を縛る。俺といえば、小手毬に命令するだけで、近づく敵はナイフで刺すか、殴ったり、蹴けったり、それだけだ。異能力ですらない。


    【第二の生の契約者アフター・ライフ】は、煌こう霊れいを使うという意味しか持ち合わせていない。


    　やわらかな席が落ち着かず、自然と体が前かがみになっている。いつのまにか、黙りこんでいた。


    「なんか、情けないところを見せちゃったな……」


    　嫌いやなものを吐き出したせいか、すっきりとはした。


    「情けなくてもいいだろ。ボクの前で気取っても何も得にならないんだし。冬川の情けないところなんて、いくらでも見てきたよ」


    　蜘蛛島は表情を変えずに、ずっと俺を見ていた。その顔は学校の先生みたいだと思った。


    「小手毬さんと一緒に並べるようなヒーローを目指せよ。冬川はそうなれる」


    「目指すだけで変われたらいいんだけどな」


    「変われるさ」


    　無責任だからこそ、蜘蛛島は言葉に力をこめているんだろう。


    「自分に正直になったんだから、冬川はここから変われるさ。小手毬さんと一緒にテレビに出してもらえばいい。小手毬さんが有名になれば、冬川の出番だって増やしてもらえる」


    　やけに俺の人生について、考えてくれるんだな。


    「人間は閉じた方向に進むと、もっともっと閉じていくしかなくなるんだ。そして、最後は消えちゃうんだ。ろくなことになんてならない。絶対に」


    　俺はあいまいな笑みを浮かべるだけで、ＹＥＳともＮＯとも言わなかった。言えるわけがないんだ。今の立場から変わる方法が見つからないままだったから。


    



    　仕事の時間だと言って、蜘く蛛も島じまは新しん宿じゆく東口からＪＲの改札の奥に消えていった。


    　すぐに八はち王おう子じには帰りたくなかった。まだ、小こ手で毬まりが帰ってきていない時間だったから。


    　新宿をぼうっとしながら歩いていた。気づいたら、西口側の熊くま野の神社近くの公園ベンチに座っていた。


    　変われると蜘蛛島は何度も言った。


    　その具体的な方法が頭に思い浮かばない。


    　公園の中は静かだった。時折、犬の散歩をしている人が通りかかるほかは、人の姿もなかった。この公園が聖域のようになって、人が近づくのを防いでいるようだった。


    　俺のことも売りこんでくれって、小手毬に頭下げてみようかな。ほかに方法もないよな。


    　仕事依頼のメールが来ていた。


    　ぼうっとしていた頭が急にクリアになった。


    　そこに第二回ＫＣという単語があったからだ。


    　また、滝たきヶが峰みねが何か企たくらんでるのか？


    　二度目のＫＣは中止になったはずだった。俺がガチバトルで戦い抜いて滝ヶ峰の計画をつぶしたからな。


    　だとしたら、このＫＣは何なんだろう。詳しいことは会って話したいと書いてあるだけで、それ以上のことは読み取れない。


    　だからって、やるしかないんだろうな。


    　俺は戦うことでしか存在証明ができない。


    　事務所に電話すると、すぐに打ち合わせの日程が明日に決まった。


    　時間もかなりつぶせたし、ようやく俺は駅のほうに向かった。


    「あっ、マスター」


    　京けい王おう新宿の三番ホームで偶然、小手毬と会った。


    「仕事の帰りか？」


    「なかなか疲れました。仕事はたいしたことなかったのですが、余計な依頼があって、それを断るのに……。歌手デビューをしないかと言われて……。そういうのは性に合いません」


    　どうしても首を縦に振らなかったのだろう。見るからに小手毬はげんなりしていた。アイドル志望でもなんでもなかった者にとったら、そんな話は迷惑なだけなのかもしれない。


    「目立つんだし、悪い話じゃないとは思うけどな」


    「お仕事をいただけるのはうれしいですが、異能力者の本分からあまりにもはずれすぎていると思います」


    　特急に乗ると、横から「あれ、小こ手で毬まりちゃんじゃない？」「わっ！　ほんとだ！」なんて声が飛んできた。小手毬は黙ったままで、とくに何の反応も示さなかった。


    「近ちか頃ごろは、戦ってもいない私を応援してくれる方が多くて、面おも映はゆいですね」


    「お前、服をもうちょっと地味なものに変えたほうがいいんじゃないか？　ゴスロリだとすぐわかるだろ」


    「これが私の正装です。変える必要はありません」


    「お前、頑固だよ。そんじょそこらの頑固親おや父じより、よほど頑固」


    「私はこれまで、どこも変わったところなどありません」


    　八はち王おう子じの駅でも小手毬に反応する人間は何人もいた。とくに中高生は携帯で遠慮なしに撮影しようとしていた。もう、とっくに小手毬は俺のものではないのだ。


    　夜十二時前、パソコンを見てたら、小手毬に声をかけられた。


    「マスター、命を……」


    　そうだ、今日の分をまだやってなかった。なんでこんな大切なことを忘れるんだろう。


    　小手毬の背中は今日も変わらずに白かった。


    　服を脱いだ時の小手毬は俺よりはるかに弱い者に思えた。俺は裸の小手毬を見ている時だけ、安心するのだ。こんな弱い小手毬が俺から逃げられるわけがないと。


    「マスター、電気は消さないのですか？」


    「ちょっと、待ってくれ」


    　じっと小手毬の背中を見つめていた。芸術品でも鑑賞するような目で。この肌を知っているのは、自分だけだと思った。


    「マスター、もう入れてください……」


    　悩ましげな声で小手毬がせかした。ずっと命が入ってないから、体力が落ちて苦しいのだ。


    　電気を消す。


    　手を置いた小手毬の肌はかすかに冷たい。俺はその肌をぬるくするために触れているのか。


    　光が弱い。七割ほどしか光が入っていないんじゃないか。でも、今日はこれで終わりにしたかった。命の出し惜しみをしているのとは違う。俺は小手毬に命を入れたいんだ。ただ、頭が重かった。思考を許してくれないほどに重かった。


    「よし、終わったぞ」


    　と言った。


    　それは噓うそだろうか。そうじゃない。今日を七割でやめただけだ。そんな日があっても仕方ない。


    「あれ、そうですか……？」


    「うん。ちゃんと入れたぞ」


    　いつもより早く小こ手で毬まりが疲れるかもしれないが、明日の夜は俺と一緒だから問題ないだろう。


    　心が乱れて、命が送れないことを悟られたくなかった。


    



    　俺はろくに寝られなかった。


    「マスター、ちょっと目つきが怖いというか、気がたかぶってませんか？」


    　小手毬がわざわざそんなことを言ったぐらいだから、眠れてないことが顔にも出ていたのだろう。


    「ちょっと、大事な用があるからな」


    　小手毬にもあまり仕事の内容は伝えなかった。冷静に考えると変な話だ。二度目のＫＣに俺が選手として参加するなら、絶対に小手毬だって戦わないといけないのだから。なのに、俺は小手毬のスケジュールも確認する前から一人で行く気でいた。


    「マスター、今日も私は昼からずっと仕事なので、ごはんは食べてきていただけませんか？」


    「今度から冷凍食品を常備しといたほうがいいかもな」


    「栄養価が偏りそうなので、そういうものを食べてほしくはないのですが……」


    「仕事があるのはいいことだろ」


    　小手毬の顔を見ずに、俺は「それじゃ行ってくる」と答えた。


    



    　十三時から打ち合わせなので、昼食にしてはちょっと早い時間に家を出てしまった。食欲が出ないので、途中で食べて行くのもやめた。


    　新しん宿じゆくの白はく龍りゆうプロダクションに着くと、会議室の中でも一番サイズの大きな部屋があてがわれていた。先に入って椅い子すを数えたら二十五席もあった。


    　そう時間を置かずにテレビ局の人間が入ってきた。それから白龍プロダクションの人間も。ひとまず、名刺交換をする。


    　自分のカラーを出そうと思って、名刺デザインも変えていた。筆書きのような書体で名前を荒っぽく縦書きにしたものだ。肩書きは、「異能力者」という言葉だけにした。どうせ、自分のことを知りもしない人間に名刺を配ることなんてないしな。


    「第二回ＫＣは、また年末を予定してはいますが、第一回と大きくコンセプトを変えています。コンセプトは『最強発掘』」


    　テレビ局の人間が資料をいくつも並べる。


    「これまで、成功した異能力者ってスター性のある人に限られてたんですよね。そこで新しい価値創出をしたいなと。強さだけを基準にして、異能力者を集めて、そこに商品価値を出していきたいんです」


    　テレビ局の人の声が大きくなる。


    「それで、コアな異能力者シーンで活躍している冬ふゆ川かわさんに異能力者の『発掘』をお願いしたいんです。地味だけど強い、売れてないけど極悪、そんな人をピックアップしてほしいなと」


    　説明の鼻息が荒い。なんとなく、この人、異能力者マニアだなということがわかってきた。


    「いわば、冬川さんには、強い異能力者の代表になってほしいんです」


    　俺は苦笑してしまった。


    　狭い世界の総元締めか、俺は。


    「はっきり言って、第一回と比べれば地味な企画になるでしょうし、前回ほど大々的にはできないと思います。しかし、コンセプトとしてはそれでいいと思っています。スポンサーの集まりも苦戦してるんですけど、そこは我わが社がどうにかします」


    「わかりました。受けましょう」


    　ほかに、どんな言葉がある？


    　白はく龍りゆうプロダクションの人間も「うちとしても、冬川朱雀すざくが売り出せるので、問題ないです」などと言う。「さらに事務所の若手をブレイクさせるチャンスにもなりますし」いや、まあ、そこは厳正に強い奴やつがいるかどうかで決めるけどな。


    　ウソから出たマコトってこういうことを言うんだろうか。


    　強い異能力者が評価される世界を、ずっと俺は語り続けてきた。


    　その言葉に世界が動かされてる。アイドルの評価軸とはまったく違う新しい評価軸が生まれるんだ。


    　やっと報われるんだ。


    　地味に、こつこつとやってきた。方向性を変えたほうがいいんじゃないかとか、言われもしたが、自分を見失わないようにやってきた。


    　蜘く蛛も島じま、お前はもっとスターを目指せ、王道を目指せと言ってきたけど、世界はちゃんと俺を見てくれてるみたいだぞ。


    「それで、冬川さんには前回優勝者ということで、いくつかご提案があります。一つは今回の優勝者とだけ最強を懸けて戦ってもらうというプランＡ、もう一つは最初からトーナメントに参加していただくというプランＢ。どちらがいいですか？」


    　なんだか、保険商品の説明でも受けてるみたいだなと思いながら、白さの目立つ企画書に目をやっていた。


    　どちらが楽かといえば、最後に一回を戦うほうに決まってる。トーナメントっていうのは、運の要素が強い。何試合も戦えば、どこかで負けるリスクも単純に高くなる。


    　もし最強の座を明け渡したら、俺は何を使って生きていけばいいんだ？　誰だれからも相手にされないまま、目立たない、ショボい異能力者に逆戻りということもありうる。少なくとも、仕事は減るだろう。


    　テーブルの上で迷う指が、つつつっとプランＡと書かれた紙のほうに向かいそうになる。


    　その手をあわてて、Ｂにスライドさせた。


    「Ｂのほうでお願いします」


    　俺が打算にまみれた選択をしてどうするんだ。それじゃ、これまでの言動がウソになる。俺は滝たきヶが峰みねとは違う生き方をしていくんだ。


    「そうですか。では、トーナメントに最初から参加するということにしておきますね。スケジュールは小こ手で毬まりさんの参加できる日程をあとで確認してから決めたいと思います」


    　小手毬という単語が出てくるまで、俺は小手毬のことを忘れていた。


    　そうだ。もう小手毬は一人でしっかりと稼いでるんだ。俺よりはるかにピンの仕事が多い。小手毬のスケジュールを押さえないと何もはじまらない。


    　あいつは、もうテレビを見てるみんなのものだ。


    　つまり、真の意味でのヒーローになりつつあるかもしれないんだ。強くて、かわいくて、人として間違ったことだってしない、そんなヒーロー。


    　でも、俺は俺なりに、もっと泥臭くさくヒーローを目指すことにする。見た目はかっこよくないけど、地味だけど、なぜか応援したくなるような、そんなヒーローになりたい。そのために、ＫＣを利用する。


    　頭の中にはいくつもＫＣ参加の候補者が浮かんだ。


    　世に知らしめたい異能力者はたくさんいる。すごいのにすごさを見せられる機会のない奴やつ、プレゼン能力が絶望的に下へ手たでチャンスをもらえない奴、ちょっとコミュ障すぎて仕事がもらいづらい奴。みんなボタンをかけ違ったせいで、活躍できずにいる。そんな連中を俺が救ってやるんだ。実力だけで目立てる、健全な世界を作ってやるんだ。


    　滝ヶ峰みたいな八や百お長ちようは不要だ。どっちが強いか、それだけが勝負だ。なんて理想的なんだろう。そうだな、滝ヶ峰も参加していいぞ。リベンジのために来てくれても全然けっこうだ。


    「では、正式な契約書は後日お渡ししますが、ひとまずこちらが契約書のドラフトになります。疑問点がありましたらご連絡ください」


    　テレビ局の人が堅苦しい文面の紙を出してきた時──


    「待て、冬ふゆ川かわ！　早まるな！」


    　揺れる巻き毛がふっと俺の視界をふさいだ。


    　会議室に入ってきた滝ヶ峰が俺のテーブルの横に手をついた。


    　来てくれて全然けっこうって思ったけど、こんなにすぐに来られても困るぞ……。


    「早まるなって何の話だよ……」


    　事態が飲みこめない俺は、視線を滝ヶ峰に向けることぐらいしかできない。それはほかの会議の参加者も同じらしく、呆ぼう然ぜんとした顔で異能力者業界の頂点に立つ女を見ていた。


    「今回のＫＣは控えたほうがいい……。少なくとも、あまりお前は前面に出ようとするな」


    　急いで部屋に入ってきた疲れがあるのか、滝ヶ峰の表情は苦いものを嚙かんだような顔になっている。


    「控えろって、どういうことですか。先輩は俺が活躍するのがお嫌いなんですかね？」


    　皮肉よりももっと明確な敵意で俺も滝たきヶが峰みねを迎え撃うつ。


    「思い上がるな。私はお前が活躍しようが、[image: ]ひつ塞そくしようが、知ったことじゃない。存分にやればいい」


    「だったら、何をあわててるんです？」


    「今回の企画趣旨の話をテレビ局の人間から聞いてまずいと思った。面倒なことになるリスクがある……」


    　そんな理由で納得できるか。


    　少し間を置いたら、滝ヶ峰の言葉がいかに無茶苦茶なものかわかってきた。つまり、こいつは俺が自分とは違う世界を構築するのが気に入らないんだ。


    　そこまではいいさ。俺だってお前みたいなアイドル寄りの人間が隣の青い芝生に見える。


    　けど、気に入らないからってつぶしに来られちゃ、こっちも黙っていない。


    　俺はあんたら白い日の光と黄色い声が届く世界には行けない。それでも、俺は指をくわえて見てはいるが、そこに砂をかけるなんて真ま似ねはしない。お前らにはお前らなりの価値があるし、歴史がある。なあ、どうにかして棲すみ分けさせてくれよ。


    　お前たちにケンカを売るつもりはないが、こっちの生存を脅おびやかすなら、その相手をしないといけない。


    　俺だけじゃない。俺みたいな、力以外に何も持ってないような、生きるのが下へ手たな連中のために。


    　向こうも時間を置いたせいで冷静さを取り戻しつつあるらしい。いつもの厳しい顔に戻っている。もっとも、これがいつもの顔と思うのは、業界の一部の人間だけだろうが。


    「先輩の意図は何なんですか？　まさか、自分の利益だけのためにこんなふざけた提案をしているなんて言わないですよね？」


    　そこに第三者がいることも考えずに、俺は言葉をぶつける。気持ちで負けたら終わりだ。滝ヶ峰と当たる時は、あらゆる部分を動員してぶつからないと呑のまれる。


    「それとも、もしかして──嫉しつ妬とですか？」


    　冗談半分で俺は言った。


    　俺は滝ヶ峰から最強の称号を奪った。


    　しかし、滝ヶ峰は俺を鼻で笑った。


    「お前はまだまだ若いな」


    　いや、お前のほうが何歳か若いだろ。芸歴はそっちのほうが長いけど。


    「私は嫉妬だとか、そんな個人的な嫌悪だとかで、誰だれかと戦うつもりはない。私が戦っているのはもっと大きな敵だ」


    「大きな敵？」


    　そういう抽象的な言葉で誤ご魔ま化かせるのはファンだけだぞ。俺は心情的にはアンチなぐらいだぞ。


    「滝たきヶが峰みね先輩、ひょっとして、見えない敵と戦ってるとでも言うつもりですか？　お金持ちはよく宗教に[image: ]だまされるらしいんですよ。勧誘も一般人のレベルをはるかに超えてるから、ついついはまってしまって、金づるになるとか」


    「残念ながら、そんな生なま易やさしいものじゃない。私は自分以外は信じない。宗教なんかにすがるような堕だ落らくした者に神が救いの手を垂れることはない、それが私の信条だ」


    　その表現、かっこいいな。今度、どっかで使おう。


    「先輩、少しは具体的に言ってくれないと俺だって説得されようがないですよ」


    「何か最近、変なことは起きてないか？　お前に接近してくる者がいたら教えてくれ」


    「そんなもの、とくにないです。俺はごく普通に日常生活を送ってる」


    　疑い深そうに俺のほうを見たが、「わかった」と滝ヶ峰は折れた。これ以上、俺を引き止めることはできないと判断したんだろう。


    「ご迷惑おかけしました。今の話は忘れてください。たいしたことではありませんので」


    　ほかの関係者に頭を下げると（俺には下げなかった）、滝ヶ峰は席を立って、部屋を出ていこうとする。こいつ絶対に、目的もなくぶらぶらするとか、そういうの耐えられないタイプだな。


    　けど、これで、「はい、さようなら」ってわけにはいかないからな。


    「待ってくださいよ、先輩」


    　滝ヶ峰が冷たい目を向けてくる。


    「わざわざ警告をありがとうございます。俺には不思議でなりませんけどね。先輩にそんな親切にされる覚えはないんで」


    　あんたと俺とは別に味方でもなんでもない。


    　俺を助ける義理なんて、あんたには何もない。


    「お前は私の味方じゃないが──」


    　どうやら、そっちも同じ認識らしいな。意見が合ってうれしいぜ。いや、とくにうれしくはないけど。


    「──私の敵というわけでもない。危険が近づいているなら、一言言っても罰ばちは当たるまい」


    　照れるそぶりもなく、滝ヶ峰は言いきった。


    　悔くやしいけど、たしかにこいつは大物だと思った。


    「それにお前の煌こう霊れいとは仕事を一緒にしたこともある。お前にはもったいないぐらい、礼儀正しい、いい子だった」


    「ああ、そりゃ、俺がしつけてるからな」


    　勢いで言ってしまったけど、違うな。あいつがそういう性格なだけだけど。むしろ、しつけられてるのは俺だけど。


    「では、会議のほう、進めてくれ。貴様らが私を二度目のＫＣに呼びたいなら何度でも出てやる」


    　滝たきヶが峰みねは自分の用件だけを一方的にすますと、あっさりと帰っていった。まさに暗殺者って感じの立ち居振る舞いだ。目的を果たしたら、長居はしない。


    「すみませんでした。あの、それじゃ、続きを話しますか」


    　滝ヶ峰が乱した空気を取り繕つくろうように俺は言った。きっと、あいつに一番近いのは、異能力者の俺だから、責任は取らないといけない。


    「あれ、ところで、どこまで話してましたっけ……？」


    



    　その日、打ち合わせのあとに食事に誘われた。俺はたんなるＫＣの一参加者ではないせいか、自分では絶対に入らないような値段の店に連れていってもらえた。しかも、相当な高級酒がどんどん運ばれてくる。


    　最初のうちだけ、小こ手で毬まりがいなくて悪いなと思ったが、その分、あいつは、いろんなところで飲み食いしてるはずだ。トータルのおごられ金額だったら、あいつのほうがはるかに高いだろう。
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    「今度、また小こ手で毬まりさんも紹介してくださいね」


    　そうテレビ局の人に言われた。少し酔いが醒さめた。


    「そんなの、いくらでもアタックしたらいいじゃないですか。そちらのテレビ局でも仕事してるでしょ」


    「あの子、仕事はかなり慎重に選びますから。これまでの仕事もまず事前に煌こう霊れい遣いの冬ふゆ川かわさんの許可は得てるはずですよ」


    　そういえば、あいつ、受けていいかってわざわざ聞いてきたっけ。基本、煌霊遣いと煌霊の間に隠し事はないのが前提だから、当たり前だとは思ってたけど。


    「まあ、言っておきますよ、あいつに」


    　あまり深いことも考えずに俺はそう答えた。


    「ところで、滝たきヶが峰みねさんはなんだったんでしょうねえ。何度かお仕事したこともありますが、あの人があんなに血相変えるところなんて見たことがないですよ」


    「俺も初めてですよ。つっても、とくに親しくもないから当然ですけど」


    「冬川さんは滝ヶ峰さんとはあまり仲良くないんですか？　意外でした」


    　そう言われるほうが意外だった。どこをどう見たらそう思えたんだ？


    「小手毬さんと滝ヶ峰さんは、最近よく話をされているようでしたので」


    　また、余計なことを聞いちゃったな。


    　若く、才能のある滝ヶ峰と小手毬、話が合うのはあたりまえだろう。俺なんかよりよっぽど。


    　このまま、何度もＫＣが続いてくれればいいな。


    　そこで、俺は強さでは誰だれにも負けない、無敵の異能力者になる。どんな強敵が向かってこようと、俺はそいつらをなぎ倒し続ける。苦戦することはあっても、リングに沈むことは決してない。


    　そして、いつしかみんな異能力者といえば、まず俺の顔と名前を思い出す。強いことのほかに個性のない俺のことを。


    　滝ヶ峰が画策した世界より、はるかに理想的で健全だ。


    「皆さん、今回はチャンスをくれて本当にありがとうございました！」


    　俺は関係者に頭を下げた。


    　絶対に成功させてやる。そして、観衆を感動させてやる。この世にはこんなにすごい奴やつらがいるんだって、思い知らせてやる。異能力者のことを知らないのが流行遅れって時代を作ってやる！


    「わざわざ、頭まで下げなくていいですよ……」


    　俺の態度が極端なので、みんな、興が冷めたような声を出した。それでも、俺は頭を下げた。誠意を見せたかったのだ。誠意しかないのだから。コネもカネもない俺にできるのは、本当にこれだけなんだ。


    「それでは、小こ手で毬まりさんの日程の確認、よろしくお願いしますね」


    　また、小手毬と一緒に戦えるんだ。


    　待っててくれよ、小手毬。朗報を持って帰るぞ。


    　まさか、あいつにとっては朗報でもなんでもないってことはないよな？


    



    　酔って、気分が悪かったので、京けい王おうの各停に乗って、酔いを醒さましながら帰った。何度も電車のドアが開いて、そのたび体ががくっと左右に揺れた。


    　酔った頭のまま、帰宅が遅くなると小手毬の携帯にメールをした。しばらく携帯を握っていたが、返信がないからポケットに入れた。


    　駅に着いた頃ころには二十三時を過ぎていた。予定より、かなり遅くなってしまった。


    　八はち王おう子じの空気はむわっとこもっていた。内陸のせいか、冬に寒くて、夏に暑い。京都によく似た気候だと誰だれかが言っていた。京都なんてあんなとこ、都じゃなかったら誰も住まなかったよ、と誰かが言っていた。


    　俺が縁もゆかりもない八王子に住んだのはどうしてだったっけ？　安い部屋を探していたら、ここになったのかな。ああ、山が近いから小手毬と特訓ができると思ったのか。公園でそんなことをすると、通報されかねないからな。


    　ずっと、小手毬と特訓してないな。もう、三年はやってない。力を求めても意味がないって、知らないうちにしらけてしまっていた。生き物は認められる可能性のない努力をやれない。寿命があるから無駄を避さけたがる。年末に向けて、また体も動かそう。


    　ドラッグストアが多すぎる駅前の通りを歩いた。その時間だと、開いている店はラーメン屋ぐらいだった。九州ラーメンをうたってる真っ赤な店の看板が目に痛かった。


    　小手毬のやつ、ＫＣが決まったと言ったら、喜んでくれるよな。そりゃ、感情を表に出すような奴やつじゃないから、はしゃいだりはしないだろうけど。


    　もし、今の自分にはどうでもいいって顔をされたら、その時は、どうしようか。やめよう。考える意味のないことを考えたって仕方ない。


    　あまり人ひと気けのないＪＲ八王子の連絡通路を歩いて、駅の南口の側がわに出た。喫茶店の前で若い連中がヒップホップのダンスの練習をしていた。名前も知らないけれど、お前らも偉くなれよと応援したくなった。


    　南口から、バスターミナルの横をかすめるように、ずっと左に歩いていく。やがて駅前の道路沿いにアパートが見えてくる。


    　俺の部屋は灯あかりがついていなかった。


    「あれ、あいつ、もう寝たのか……？」


    　ひとまず、郵便箱を開けると、一通、封筒が入っているので、それを持って、部屋へと向かった。差出人の名前のない妙な封筒だ。


    　鍵を開けても、当然ながら誰もいない。


    　胸騒ぎがした。飲み会に誘われて帰宅が遅れることがあったとしても、それならあいつが連絡を入れてこないわけがない。


    　逆説的に、俺たちはこれまで決して一人ではなかったのだと思った。


    　ふと、持っていた封筒が気になった。


    　糊のりがはがれないので、破るように開いた。


    



    



    　警告を繰り返してきましたが、


    　聞き入れていただけないため、


    　実力行使に出ることにしました。


    　別添の地図の場所にてお待ちしております。


    　どちらが強いか、はっきりさせましょう。


    



    　二枚目は地図だ。都内の湾岸部のものだった。


    「なんだよ、警告って……」


    　そんなことされた覚えはないぞ。勝手に言った気になってるんじゃねえよ。


    　警告と言って、真っ先に思い浮かべるのは滝たきヶが峰みねだけど。でも、あいつがこんなことするわけがない。むしろ、滝ヶ峰は圧力がかかっていないかと聞いてたな。でも、脅迫状みたいなものが来たことなんてないし。


    　携帯がふるえた。


    　深呼吸を一度してから、携帯を見る。小こ手で毬まりからだった。


    　ゆっくりと通話ボタンを押す。


    『マスター……』


    「小手毬、今、どこだっ！」


    『仕事の帰りに、襲おそわれて、どこかに連れていかれました……』


    「お前の実力で捕まるって、どんなレベルなんだよ」


    　実家が影えい殺さつ師しの俺にはわかる。相手を捕とらえるのは殺すよりはるかに難しい。それができるのは相手が一般人だとか、極端な実力差がある時に限られる。


    　仮に複数がかりとしても、滝ヶ峰のレベルでもそうそうできるとは思えない。


    『それが、今日はどうも調子がおかしくて……途中でまともに動けなくなってしまって……』


    　俺は自分の所業に青くなった。


    　昨夜、俺は命を入れるのを途中でやめた。また明日にすればいいからって。


    　そんな状態で夜に狙ねらわれれば、小こ手で毬まりはまともに戦うこともできない。


    　なんてことをしてしまったんだ、俺は……。


    「俺のせいだ、小手毬。命を最後まで入れられなかった……」


    　小手毬は何も言わなかった。すべてわかっていたのかもしれない。


    　それに今、やるべきことは謝罪じゃない。


    「待ってろ。すぐに助け出してやるから──」


    『来ないでください』


    　俺の声は、硬くこわばった小手毬の声に打ち消された。


    『私のことは諦あきらめてください。また、ほかの煌こう霊れいを探してください』


    「お前、誰だれかに脅おどされてるのか？　そうなんだよな！」


    『違います。もし、今、私を助けに来たら、マスターは必ず殺されるからです。これは罠わなです！　警告だなんて生ぬるいものではありません！』


    　そりゃ、わざわざこんな連絡をよこしてくる連中に用意がないわけないだろうさ。


    「でも、俺が行かないとお前を助けることなんてできないだろ！」


    『助けなくていいんです。見殺しにしてください！』


    　なんでだよ。


    　なんで、最強のはずの俺たちがこんなにあっさりと追いこまれてるんだよ。


    　そうか。


    　俺と小手毬は、二人[image: ]そろって影えい殺さつ師しだ。


    　それが二人に分離して、まして俺が小手毬の足を引っ張ってれば、力だって発揮できないに決まってる。


    　まさに口ばっかりでろくな力もないのが今の俺じゃないか。小手毬なしの俺一人で何ができる？　炎や風どころか、川かわ匂わのような水だって使えやしない。そんなていたらくで罠を張り巡らしてる敵の中枢に飛びこんでいって、勝てるのか？


    『殺されます』


    　小手毬の言葉が、俺の代わりに答えた。


    『来れば、殺されます。敵の最大の目的はマスターの異能力者活動の自粛でしょう。でなければ、私ではなくマスターを直接狙うはずです。逆に言えば、マスターが手出しをしなければ、制裁は済んだと考えて、それ以上の攻撃には来ないでしょう』


    「制裁ってなんだよ！　俺がどう悪いことをしたんだよ！」


    　俺に裁さばかれる道理なんてない。


    『おそらく、マスターのなんらかの活動が敵の利権を害することになったのかなと……』


    「利権？　俺がＫＣに参加したら誰かの利権が脅おびやかされるのか……？」


    『ＫＣ？　半年以上前ですけど……』


    「ああ、第二回のＫＣが決まったんだよ……。悪い、言ってなくて……」


    『そうですか、二回目に出られなくて申し訳ありませんでした』


    　やめろよ。過去形はやめろよ。まだ終わってないんだよ。


    　俺たちはこれからなんだ。だって、一回目のＫＣが終わってから、まともに異能力者としての活動もできてないじゃないか。テレビやら雑誌やらで、顔を出してただけだ。


    『マスター、もう一度、一緒に戦いたかったです……』


    「やめてくれ、何度だって戦えるだろ！」


    『ごめんなさい』


    「謝る必要なんてない！」


    『私は煌こう霊れいです。マスターの危機を救えなければ、問題外です。それが、単独行動のせいで、不可能になってしまった。こんな私に存在価値なんてないんです。しかも、人質になって、マスターを危機にさらすだなんて……。これでも【不殺の影殺師ヴアージン・ナイフ】という異能力名まで持っているのに……』


    　涙声に変わる電話の先の声。俺までもらい泣きしそうになる。悔くやしいから？　悲しいから？　わからないけれど、とにかくつらかった。


    『私はマスターと一緒に日の目を見たかったんです……。最初は仕事のいくつかも、マスターも出演できると、そういう話になっていたはずでした……。それが、男が横にいると売り出しづらいと言われ……』


    　ああ、小こ手で毬まりはずっと俺のことを忘れたりなんてしてなかった。当たり前だ。腹が立つほどに当たり前だ。


    「そんなこと言ったら、俺、お前が頑張ってるのに、小手毬みたいに売れたいって嫉しつ妬としてたんだぞ！　自分が小手毬に置いていかれるって、本気で焦あせったりして……」


    　なんだか、懺ざん悔げの大会みたいになっていた。それどころじゃないって、百も承知だけど、もう、これでいいや。


    『なんというか、マスターがやっぱり人格に問題のある人でほっとしました』


    　少しだけ、小手毬の声がやわらかくなった。ほっとしたのは俺のほうだ。


    「じゃあ、電話切るぞ」


    『…………はい』


    「ゆっくり休んでろ」


    　助けに行くとは小手毬には言わない。そしたら、小手毬は来るなと答えるしかないから。助けに来てほしいって気持ちがほんのわずかにあったとしても。あいつは、優等生の煌霊すぎるから。


    『わかりました。お体に気をつけて』


    　ああ、体調不良じゃお前を助けに行けないからな。


    『さようなら、マスター』


    　俺は何も言わずに電話を切った。


    　すぐに家を出た。
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    ５話　影の世界で

    


    　一人で港区の某港湾施設の跡地に向かう。誰だれがやっているかわからない以上、誰にも情報を漏もらせない。


    　こういう敵のアジトはたいてい海沿いと相場が決まっている。雰囲気重視だなんてことはなくて、見かける人間が少ないからだろう。用もないのに港の私有地に来る人間なんて、まずありえないからな。


    　いくつか気配を感じた。


    　数は前に三つ。後ろにいくつか。


    　物陰から、ちょっと想定外の人間が出てきた。ただし、向こうはわかってて、来てるんだろうが。


    「おい、蜘く蛛も島じま、これはどういうことだ？」


    　現れた三人の中に蜘蛛島ムカデの姿があった。


    「お前、福井の会社に就職したんじゃねえのかよ。それとも有休使って、東京散策か？　だったら、ちょうどいいから力貸してくれよ。俺の小こ手で毬まりがゴミみたいな連中に捕まってさ」


    「悪いけど、ボクもそのゴミの一員だから、無理だね」


    　蜘蛛島はスーツ姿だが、そのポケットから、昆虫の頭や足がはみだしている。完全に戦闘が前提で来てるのがわかった。


    「福井の仕事は半年前に辞めたんだ。安定してたし、面白くないわけでもなかったけど、刺激のある世界に惹ひかれたんだよ」


    「お前の刺激は誘拐犯をやることかよ」


    「ボクはわざわざ警告したんだよ。小手毬さんと一緒にスターの道を目指せって。なのに、ああいう企画をやるんだから、黙っていられなかった。どうせ組織が動くなら、ボクがやろうと思ったのさ」


    　蜘蛛島の目は旧友に対するものじゃない。もっと、どぎつい、見ただけで呪のろわれそうな目だ。こいつも戦闘には自信のあるタイプだったからな。


    「ああいう企画って、ＫＣのことか。ＫＣがどうお前らの気に障さわるのかよくわからないんだけどさ」


    「簡単に言うとね、マニアックだけど強い異能力者は、こっちの組織の大事な人材なわけだよ。職がない異能力者に声をかけて、これまでも参加してもらってた。だけど、朱雀すざくはそういう人材に活躍の場を与えようとしてる。これは、ボクら組織の利権に大きく関かかわるわけ。わかるかな？」


    　これまで聞いたこともない真実が、ぽっかり口を開けていた。


    　強い異能力者を集めている？　何のために？


    「お前さ、種明かしするんなら、もっともったいぶらずに全部言えよ。その非合法組織っていうのは、何なんだ」


    「組織の名称はない。ただ、指導者クラスの異能力者は、こう呼ばれてるね。『御おん大たい』って」


    　その単語はたしか、どこかで聞いたことがあった。ああ、俺が暗殺に失敗したとき、淵えん堂どうが言ってたんだ。この世界には、可視化されてる業界の上にも、『御大』、さらに『天上』って呼ばれるような連中がいて、この世界を牛ぎゆう耳じっているって。


    「異能力制限法は守る気がないってことで、いいんだな？」


    　蜘く蛛も島じまだけでなく、両サイドの二人まで笑いやがった。面接じゃないんだから、一対三はやめてくれ。


    「そんな法があるからこそだよ。法や権力がボクら異能力者をとどめようとするからこそ、闇やみの中でその力を使おうとする存在がより純化されるのさ」


    　恥ずかしげもなく、蜘蛛島は夢物語のようなことを話す。しかし、リアリティに乏とぼしいこの状況では、むしろ異様な説得力があった。


    「この世界で強さが役に立たないなら、そんな世界を壊せばいい。強さが役に立つ世界を打ち立てればいい。地球上のどんな組織よりも強い組織があれば、それは可能だ。さすがにそんな理念を実現できるのは、途方もないような未来かもしれないけどね」


    　無茶苦茶だ。


    　クレイジーとしか言いようがない。


    　だけど──ほんのちょっとだけ共感している自分がいる。


    「冬ふゆ川かわ、これだけボクがぺらぺら話したのには理由があるんだ。取引をしたい」


    　非合法の場で働く人間もビジネスマンと呼ぶのだろうか。


    「ボクらの仲間になってくれないか。君の力ならかなり上までのし上がれる。表の誰だれかに評価されることはないけど、君は純粋にその力を行使できる」


    　蜘蛛島は汚い手を差し伸べてくる。


    「冬川がその力を活かせるのはボクらの側がわだ」


    　そういえば、こいつ、異能力は人気が出る代物じゃなかったけど、人当たりはよかったんだよな。だから、交渉役にも抜ばつ[image: ]てきされてるってわけか。


    　俺はナイフをポケットから出して、後ろに投げる。


    　背後から、「う、腕がっ！」と野太い声がする。さりげなく、詰めてくるんじゃねえよ。交渉する気があるのかどうか知らねえが、近づいてくんな。


    「俺は取引をしに来たんじゃない。小こ手で毬まりを返してもらいに来たんだ」


    　自分のとった道が正しいのかどうか、わからない。


    　もしかしたら、殺されて終わりかもしれない。


    　小こ手で毬まりも救えないかもしれない。


    　だけど、ここでこいつらの一味になったら、俺の人生は完全に否定される気がした。


    　そのあとの人生なんて残りカスだ。それで、ヨボヨボになってから「昔はヤンチャしたなあ」なんて武勇伝を語って、若い人間に煙たがられるんだ。


    　そんなのダサすぎる。


    「俺は今年もＫＣを開く。小手毬と一緒に出る。邪魔するんじゃねえよ！」


    　アドレナリンが多量に分泌される。全身が熱い。川かわ匂わがいたら、水をぶっかけてもらいたいな。


    「わかった。冬ふゆ川かわが勝てば、小手毬さんはちゃんと返すよ。後ろを見てみな」


    　双子のような瓜うり二ふたつの女二人が意識のない小手毬の腕をつかんでいる。


    「さっきまで起きてたけど、動かなくなっちゃったよ。電池切れってやつ？」


    　小手毬は地べたに横たえられる。とくに服が汚れたり、乱れたりしてないことに、安あん[image: ]どする。


    「それで、相手は誰だれだ？　蜘く蛛も島じま、お前か」


    　蜘蛛島の登録異能力名は【百蟲の王インセクト・ロード】、女王アリみたいに大半の虫を自在に操れる。使役系異能力の中でも、かなり応用力が高い。


    「こちらは、この全員で戦う。一人はすでに君に刺されて負傷してるけどね。不用意に君に近づきすぎた、こちらの過失ということにしておこう」


    「一対六かよ。悪役らしいじゃねえか」


    　そう言いつつ、俺は六人をつぶす方法をシミュレートしている。まず、蜘蛛島をつぶす。顔や胸は防御に入ろうとするから、腕か足を切る。動脈も切るつもりで、やる。それであいつがパニックになったら、その間に両側の二人を殺やる。そのあと、後ろにいる双子を狙ねらう。


    　殺すことに特化して動けば、勝てる可能性はある。その技術は俺の体の中に入っている。


    「六人とは言ってないよ」


    　ぞろぞろと横から何人も敵が出てきた。


    　数える気もしないが、確実に人数は今までの倍以上だ。


    「最悪だ……」


    　研修で新人をしごくのとは訳が違うぞ。しかも、小手毬もいない。


    　影えい殺さつ師しは、その戦いで生き残れるかどうかを冷静に判断する。暗殺は遊びじゃなくて、仕事だからだ。なんとなく仕事をやるなんてことは許されない。


    　この戦いは、死ぬ。


    　ただ、とくに後悔のようなものはない。むしろ、生きすぎたぐらいだ。


    　小手毬が捕まった時点で、俺だって死んだようなもんなんだ。煌こう霊れいをとられて、煌霊遣いに何ができるんだって話だ。


    　それでも、絶対に死ぬと決まったわけじゃない。生き延びるために、やるしかない。


    　ある種、これは俺がまいた種だ。どんな奴やつだってかかってこいと俺は言い続けてきた。そして、本当の困難にぶち当たったってわけだ。敵が来たら来たで青くなってるだなんて、バカな話だ。


    　考えろ。この状況で最も効率のいい戦術を考えろ。


    「蜘く蛛も島じま、俺、わかりやすい敵が自分の前にも現れてくれたらうれしいって思ってた」


    「だったら、望みどおりでよかったじゃないか」


    「でも、敵がお前ですごく残念だよ」


    　お前を倒したところで、何も後味なんてよくならないんだからな。


    　しゃべりながら、俺は策を練る。


    　──よし、打つ手は決まった。


    　俺はナイフを持って、跳ぶ。


    　ホイッスルなんてあるわけがない。先手必勝だ。


    　狙ねらいは蜘蛛島だ。この場のトップをつぶせば、敵の戦意も落ちるはず────と見せかける。


    　体を捻ねじ曲げると、ナイフを後ろに放つ。


    　ナイフはわずかばかりの弧を描いて、双子の女の一人の足にずぶりと刺さる。悲鳴が聞こえた。


    　俺はすぐに引き返して、小こ手で毬まりのほうに駆ける。


    　走りながら、立て続けにナイフを投げた。もう一人の女にも刺さる。悲鳴がまた上がる。


    　俺だけじゃ、この死地を抜けられない。蜘蛛島だって、バカじゃない。リーダー格の自分が真っ先に狙われることぐらいわかってるだろう。この数を用意する時点で、正々堂々戦うつもりもない。


    　俺の作戦は小手毬の再起動だ。


    　二人に戻れば、俺たちは最強に戻るんだ。


    「小手毬！　今すぐ、俺の加勢をしてくれ！」


    　小手毬が一分でも動けるようになれば、状況は変わる。俺のほうにも勝機が生まれる！


    　全力で小手毬のほうに走る。


    　だが、異常が起こっていた。否、それは異能力者同士の戦いにおける正常だ。敵の力を把は握あくしてない以上、何が起きても不思議なことなどないのだから。


    　双子の女の傷がすごい勢いで治ち癒ゆしていく。


    「「わたしたちは回復が極端に速いの」」


    　双子が声を[image: ]そろえて言う。


    「「こんな刺し傷程度では、わたしたちは死なない。この変質系異能力、【再誕の救世主リバース・メシア】は倒せない！」」


    　どうするんだよ。早くも作戦に赤信号が灯ともってるじゃないか。


    　目の前に羽虫と蛾がの群れが現れて、進路をふさぐ。


    　蜘く蛛も島じまも動きだしたか。


    「〈破滅を招く蝶の舞踊ミゼラブル・バタフライ・エフエクト〉、無理をして突っこんだら神経毒の鱗りん粉ぷんを食らうことになるよ」


    「どうせなら、もっと綺き麗れいな虫を使えよ。ビジュアル的にもおぞましいんだよ！　しかも蝶じゃなくて蛾がだろ！」


    「ボクも、そう思う。この力、まったく人気が出なかったんだよ。事務所の人に言われたよ。記録的な人気のなさだって。護衛の仕事をしても、家の中に羽虫の死し骸がいがたくさん落ちてるって怒られて出入り禁止。バイトして糊こ口こうをしのごうと思ったら、虫を扱うような奴やつはダメだって、どこも採用してくれないし。一日に三回ぐらい、死のうかな、高いところから落ちたら死ねるのかなって考えちゃう日が続いたよ」


    　その時に本当に死んでくれたらよかったのにな。


    「冬ふゆ川かわ、ボクはね、はっきり言って、短期間のうちに偉くなっていく君と小こ手で毬まりが死ぬほど嫌いだったよ！　どうしてお前らだけ成功したんだ。何がこっちと違うんだ？　そんなにボクは努力が足りなかったのか？　とても君たちを素直に祝福することなんてできなかった！」


    　恨み言を言う程度には、敵には余裕があるらしい。


    　こうなった以上、先に蜘蛛島を倒すしかない。素直に、小手毬の復活を許してくれるとは思えない。


    　あらためて、蜘蛛島と対たい峙じするとナイフ──浪費しすぎて数が減ってきた──を投げる。


    　しかし、向こうは一対一で勝負するだなんて一言も言っていない。


    　蜘蛛島の三メートルほど手前で、ナイフが何かにぶつかった。クッションに当たったように衝撃を吸収されて、ナイフが落ちる。


    　光の加減で、その透明な膜が三角屋根の家みたいな形をしているのが見えた。


    　蜘蛛島の横にいた男の一人がにたにた笑っていた。


    「彼の異能力は【開かれすぎた聖域トランスパレント・ライフ】、こうやって透明な住居を生み出せる創造系の異能力者さ。だけど、そんな異能力じゃ誰だれも喜ばないよって言われて、二年でクビになった」


    　ああ、こいつら、みんな、能力が業界の仕事に向いてなくて、職がなくなった連中か……。こういう行き場のなくなった奴やつらを『御おん大たい』は抱えこんでるんだな……。


    　こんなに防御に特化した異能力者がいるんだな。目立たないから、業界に、こいつらは残らない。だから、まったく意識してなかった。


    「冬川朱雀すざく、一人で戦って何になる？　お前は狭い世界での最強にすぎない！」


    　自分の周囲を膜みたいなものが覆おおった。


    　その膜が少しずつ縮小していく。迫ってくる。


    　これは窒息させられる……。


    「冬川、君は自分の我がを通したことで、満足してたかもしれない。でもね、それを快こころよく思わない異能力者だって腐るほどいるんだ。業界の外側にもね。君が滝たきヶが峰みね万ばん理りとやっていたことは温室の中での権力争いでしかない」


    　逃げ出そうと、膜にぶつかった。だが、体が絡めとられる。ゴキブリホイホイにかかった気分だ。


    「最強がこれなんだから、表の世界は楽だね」


    　俺はずっと報われない異能力者は仲間だと思っていた。でも、そんなことはなかった。報われない者にとったら、俺は最強のふりをしているように見えたらしい。俺が滝ヶ峰を敵視していたのと同じだ。


    　対処法がない。もがいている間に、少しずつ空間が狭くなってくる。


    　これが異能力者の本当の戦いなんだ。どんな力が相手にあるかわからない。自分の力が相手にまったく無効化されるかもしれない。何かする前に殺されるかもしれない。そんなリスクを抱えながらやるのが、真の戦いだ。


    　一人では何もできない。ルールに守られたうえで、最強を気取っていただけだ。


    　空気が減ってきたのか、意識が遠のいてきた。


    　ったく……。暗殺者が暗殺されるだなんて悪い冗談だ……。


    　なのに、これは冗談じゃない。


    　夢じゃない。


    　現実だ。


    「小こ手で毬まり、悪い……。俺、お前を……」　


    　何かが俺の背後から現れた。


    　刃物のようなものが走った気がした。


    　死神が鎌かまでも持って、迎えに来たのか？


    　けれど、死んだのは俺のほうじゃなかった。透明な膜を作っていた男の首が飛んだ。


    「────一応、最悪の結末にはならずにすんだな」


    　俺は目を疑った。


    　そこに現れたのは、滝ヶ峰万理。


    　荷物は日本刀一振りのみ。単身、ここまで踏みこんできたらしい。


    「なっ……。どうして、あなたが……」


    　蜘く蛛も島じまも、動揺を隠すことができないでいる。それぐらいに滝ヶ峰の登場はショッキングだった。


    「正義を標ひよう榜ぼうする気はないが、社会悪を野放しにしておくのも、あまりよくないと思うのでな。助すけ太だ刀ちに来た」


    　滝ヶ峰はゆっくりと周囲の異能力者たちを睨ねめつけた。


    「たしかに、貴様らは報われてなかったかもしれん。だが、そこから逃げた時点で、お前らの敗北は確定したのだ。この世のものは自ら滅びるか、滅ぼされるかだ。自分で滅ぶことを選んだお前らが強さを語るなど笑止！」


    「違う！　ボクらは負けたんじゃない。転戦だ。人生は適材適所。正しいところに落ち着いただけだ！」


    「それにしては、ずいぶんと冬ふゆ川かわに恨み言を言っていたようじゃないか」


    　滝たきヶが峰みねの奴やつ、しっかり聞いてたのかよ……。


    「違う道に進んだと言いながら、お前たちは何度もこちらに目を向けている。未練がましくな。お前らが何をやろうと勝手だが、逃げたくせに、こちらにちょっかいを出すなら、追い払うまでだ」


    　滝ヶ峰の刀に炎が宿る。


    　次の瞬間、俺を覆おおっていた膜が切り裂さかれる。べたつきも弱まっていた。術者が死んだせいだろうか。


    「冬川、お前も手伝え。数が多い。背後の連中は斬きってある」


    　振り返ると、双子二人はいずれも首が胴体から離れていた。


    「即死すれば回復できぬようだから、そのようにした」


    　これが、【世界切断の斬炎ブレイク・ザ・ワールド】の真しん骨こつ頂ちよう。


    　世界が斬れると豪語するなら、異能力者の一人や二人、斬れるに決まっている。
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    「先輩、殺し慣れてますね……」


    　まさに暗殺者の先輩だ。


    「ここにいるのは殺される覚悟のある者のはずだ。容赦はしない」


    　もう、迷っている暇ひまはなかった。


    　再度、小こ手で毬まりのところに走る。


    　俺が戻るまで、蜘く蛛も島じまたちの面倒を見てくれ、滝たきヶが峰みね！


    　もっとも、頼むまでもなかった。あいつの体から容赦なく、炎が巻き起こって、蜘蛛島の虫を片っ端から焼き払っている。


    　俺は小手毬を抱え起こすと、すぐにスカートに手をつっこんだ。ヘンタイじゃないぞ。俺はダメ人間だが、似て非なるものだ。ここから下か丹たん田でんに命を送りこむ。十分も戦えれば、それでいい。


    　後ろから刺されて死んだら、その時はその時。今だけは、小手毬に命を送ることに、贈ることに集中する。


    　お前は俺だ。俺はお前だ。小手毬がいないと俺はただの底辺だ。俺を最強に戻してくれ。


    　いきなり手が伸びて──俺の頰ほおをはたいた。


    　その手の勢いで吹き飛ばされそうになった。どうにかこらえた。


    「どうして来たんですか！」


    「明日から気をつける。今はここから生き延びることを考えようぜ」


    「そのようですね──」


    　小手毬の目が双子の異能力者に向く。すでに冷たくなってしまった者たちに。


    「滝ヶ峰万ばん理りは本物だよ」


    　すでに滝ヶ峰は、蜘蛛島とその近くの連中を文字通り燃える拳こぶしで叩たたき潰つぶしていた。日本刀で斬きらなかったのは、せめてもの情けってところか。すでに最低でも三人殺してるけど。


    「小手毬、やるぞ」


    　こくりとうなずくと、小手毬はもう残りの連中に意識を向けている。


    「このまま、無事に帰すつもりはありませんよ。それは私とマスターの影えい殺さつ師しとしての沽こ券けんにかかわりますから」


    「〈二足歩行の蜘蛛マツド・ウイーヴアー〉で足と腕をキメろ」


    　小手毬の手から、するすると蛇へびのように鉄線が伸びる。同時にほかの糸も。数が多いから、数種類を同時投入する。


    　こいつらはたいした連中じゃないな。数でこっちをビビらせるためだけのエキストラのモブだ。あっさりと足をとられて、体のバランスを崩してやがる。


    「よし、下ごしらえは済んだな！」


    　俺はそんな敵陣に突撃していく。ナイフで心臓をえぐるように刺す。


    　完全に打ちこむように刺しはしない。次の行動が遅れるからだ。


    　生死も確かめない。生きていても、反撃は不可能なはずだ。


    　数を減らすことだけを考える。四人を七秒で戦闘不能にした。


    　何人かはおそらく絶命するだろう。あるいは、もう死んだか。ただ、悔悟の念を感じる暇ひまはない。周囲の敵を戦闘不能にするという意識しか俺にはなかった。


    　本来なら、小こ手で毬まりの力で絞殺するほうが安全で確実だったかもしれない。ただ、できることなら小手毬にやらせたくはなかった。この程度の業は俺が背負うべきなのだ。


    　そして、危地を脱した俺のところに、一番物騒な人間がやってきた。


    　もちろん、滝たきヶが峰みねだ。


    　向こうも片付いたらしい。逃げようと試みる連中を炎で焼き尽くしていた。敵は火だるまになって転がって、岸壁から海に飛びこんでいた。


    「先輩、ありがとうございます。まさしく命の恩人です」


    「礼を言うにはちょっとだけ早いようだぞ」


    　蜂はちだか虻あぶだかの羽音が響く。


    　蜘く蛛も島じまが立ち上がって、俺たちを狙ねらっていた。


    「こんなにあっさり負けたら、ボクの居場所はどこに残るっていうんだ！」


    　まだまだ虫を隠し持っていたらしい。ムカデもサソリも蜘く蛛もも、毒のありそうな連中が地を[image: ]はうというか、突風に吹かれるような勢いで迫ってくる。


    「〈毒虫の突撃ワーム・トランプル〉！　治療法もない猛毒で息絶えろ！」


    「マスター、ここは私にやらせてください」


    　珍しく、小手毬が率先して言った。


    「わかった、お前の力を見せつけてやれ」


    　小手毬の鉄線が同じように地を[image: ]う。鞭むちのようにしなる。


    　虫どもを弾はじき飛ばして作った花道を小手毬が進む。進んで、進んで、蜘蛛島の両腕を縛りあげる。


    　そのまま、宙に浮かす。


    「私を殺さなかったことを悔くいなさい」


    　──ダァンッ！


    　小手毬が手の自由の利かない蜘蛛島をコンクリートに叩たたきつけた。


    　それから、もう一発。


    　さらにもう一発。


    　蜘蛛島は完全に沈黙した。


    　それでも、小手毬はまだ蜘蛛島を地面に叩きつけていた。


    　異能力制限法の観点からすれば、間違いなく有罪。けど、法の埒らち外がいで戦おうとしたのは連中のほうだ。法は自由を制限するが、恐怖も緩和してくれる。悪いけど、蜘く蛛も島じま、これはお前がやったことへの報いだ。


    　いつかお前は俺に言ったな。狭いほうへ狭いほうへと進めば、最後は消えるしかないんだよ。


    「小こ手で毬まり、もういい。そのまま続けたら、そいつが死ぬ」


    「マスターを殺そうとした人を生かす意味が？」


    「俺がやめろと言ってる」


    　やっと、小手毬は動きを止めた。


    「私はマスターの命令に従うまでですから」


    



    
      ★

    


    



    　滝たきヶが峰みねの運転する車は、東京の西の郊外へと走ってゆく。


    　車中、滝ヶ峰は何も話さなかった。俺と小手毬が巻きこまれたことをどこで知ったかさえも。


    　高台の住宅地へと続く上り坂へ差しかかった。出歩いてる人間がまったくいないという点では、さっきまでいた港湾といい勝負だった。小手毬は車が出る頃ころから、しきりにメールを打っていた。


    　坂の途中の屋根のないパーキングに、滝ヶ峰は車を停とめた。パーキング横の自販機で滝ヶ峰はコーヒーを三本買った。二本は俺と小手毬の分だった。


    　ここなら、話を聞かれる心配もないし、変な車や人間が近づいてくればすぐにわかる。小手毬はまだ携帯をいじっている。


    「先輩が前にお茶を濁してたのは、アレだったんですね。『御おん大たい』ってやつ」


    　滝ヶ峰は「そうだ」と短く言った。


    「正直、私も全ぜん貌ぼうはつかめてない。組織の規模もわからないし、指導者がどの異能力者かもわからない。暴力団のようなものととらえるより、秘密結社的なものと考えたほうがいいかもしれんな」


    　たしかにこの業界にいて、あんな組織があるだなんて聞いたことがない。


    「ただ、これだけは推測がつく。『御大』が異能力制限法を作った黒幕だ」


    「え……？　どうして自分たちが露骨に違法になるような法を作るんですか……？」


    「異能力者の行き場がなくなれば、自分のところに集まるからさ。もちろん、仲間を集める時は、被害者の顔をしているだろうがな」


    　除外された者は結束する。連中はそんなはぐれ者の性質を利用しようとしたのか。


    「これまで、私はこの得体の知れないものと戦うための準備を進めてきた。少しずつ、自分の側がわの味方を増やして、徐々に圧力を強めるつもりだった。いわば、私の真の敵だ」


    　はるかに強大な敵がいる人間にとってみれば、誰だれかを嫉しつ妬とするだとかそんなことは噴ふん飯ぱん物ものってわけか。


    「まあ、今回の件で、向こうも私を明確な敵だと認識しただろうが」


    「すみません……。もっと早く気づいていれば、手も打てたかもしれませんよね……」


    　これに関しては俺のミスとしか言いようがない。


    「私もあんなにあっさりと捕まらなければ、こんな大事には……」


    　小こ手で毬まりも、責任の重さを感じているのか、しゅんとしている。違うだろ。それはお前に命を入れなかった俺のせいだ。


    「これは私がやったことだ。お前たちが気にすることではない。せいぜい意趣返しに遭わないように気でもつかっていろ」


    「滝たきヶが峰みねさんはマスターよりはるかに男前ですね」


    　小手毬に皮肉を言われた。返す言葉もない。


    「二人の仕事のスケジュールは事務所でカバーさせておく。うちの社長も『御おん大たい』と聞けば納得するだろう」


    　ひとまず、一件落着ってところか。小手毬とはまた反省会を別途設けないといけないけど。


    「しばらくは連中を刺激するイベントは避さけて、休んでい──」


    「いえ、ＫＣはやります」


    　──と、小手毬が言った。


    　まさか、俺より先に小手毬がそんなことを言うとは思ってなかった。


    　小手毬はあまりに自然体で、その言葉に気負ってる様子もない。


    「戦うことがマスターの本分です。脅おどしに屈するなんて、それこそ何が最強ですか。私たちは常に最高のパフォーマンスを見せなければなりません。また敵が来れば、次は私が勝ちます」


    　小手毬は左手を胸にそっと置いた。


    「私たちの仕事はアイドルではありません。煌こう霊れいであり、異能力者です」


    　今更だけど、小手毬に嫉しつ妬としてた自分のバカさかげんにあきれる。


    　小手毬はずっと俺の煌霊として生き続けてきた。その部分が揺らぐことなんて、一度もなかった。俺は表面にばかり引きずられてた。テレビを見てる一般視聴者と同じだ。


    「わかった。だったら止めはしない。年末は存分にやれ」


    　自分の言葉に従うわけはないとわかっているのか、滝ヶ峰もさばさばしていた。


    「こちらも、『御大』が活発に動きだせば、相手の実情を知るチャンスになるかもしれん。利用させてもらうさ」


    　ふっと、小手毬の視線が遠くへ向けられた。まさか刺客かと思ったが、殺気が宿らなかったので、そうでないと判断した。


    　それから、小手毬は俺と滝ヶ峰に少々遠慮がちに視線を送ってきた。これから何か話すぞという確認であることは察しがついた。


    「ちょうどいい機会だと思ったので、お一人、ここに招待いたしました」


    「いや、こんなところに誰だれだろうと呼んじゃダメだろ」


    　そう言っている間に乱暴な運転の車がパーキングに入ってくる。


    「ＫＣの前に一度、マスターには真剣勝負をしていただきたいと思います」


    「戦うって誰とだよ──」


    「それはこのわたしです！」


    　車のドアが開いていた。


    　そこから出てきたのは、蟠ばん龍りゆう院いん川かわ匂わだ。


    「私が蟠龍院さんと一緒にお仕事をした時に提案したのです。マスターと白黒はっきりつけたほうがいいのではないかと。前の番組内企画はぐだぐだで終わってしまいましたし。この近くにお住まいのはずだったので、連絡いたしました」


    「私は、すでに小こ手で毬まりさんから聞いている。こちらは異存はないので、川匂の好きにすればいいと答えた」


    　滝たきヶが峰みねも了承済みのことらしい。


    　また、小手毬が一計案じてたのか。


    　川匂の顔はアイドルではなく、異能力者のそれだった。その顔が見えなくなる。深く、俺のほうに頭を下げたからだった。


    「よろしくお願いします！　再戦やらせてください！」


    　なんだ、お前も根っこのところじゃ、俺と同類じゃないか。


    　これで逃げたら俺は史上最低の弱虫だろ。


    「手加減はしないからな」


    　これで、「ありがとうございます！」ぐらい言われるのかなと思ったけど、それは甘かった。


    　顔が見えないまま、また「ちっ」と舌打ちが来た……。


    「こっちが下した手てに出ていれば、偉そうに」


    　俺はいったいどうすりゃ、いいんだよ……。


    



    
      ★

    


    



    　滝ヶ峰に八はち王おう子じの駅前まで送ってもらった。夜中だというのに、コンビニや駅前の街灯の光がまぶしかった。


    「ちょっと、座るか」


    　俺と小手毬は駅前のデッキにあるベンチに座った。


    　携帯を開くと、そこまで時間は経っていない。夜中は時間の流れ方が特殊だ。


    　座ったまま、しばらく間を置いた気がしたけれど、きっとこれもたいした時間ではないのだろう。


    「俺、ここしばらくお前と釣り合ってないんじゃないかって、ずっと不安だった」


    「そんなこと、いつ、誰だれが言ったんですか？」


    　デッキは静かだ。酔っ払いの声すらない。空は広く、俺たちはこの場所を独占している。


    「誰が言ったわけじゃないけど、雰ふん囲い気きかな」


    「マスター、私たち、二人でやってきて一年や二年じゃないんですよ」


    　小こ手で毬まりが俺の膝にぽんと手を載せた。


    「雰囲気よりも私を信用してください」


    「その通りだな、ごめん」


    　五分だか、十分だか、俺たちはそうしていた。


    　ただ、そのまま、じっと座っているだけだった。


    　やっぱり、煌こう霊れい遣いと煌霊はこれぐらい近い距離のほうがいいな。
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    ６話　拳で勝ち取れ

    


    　その日、朝に郵便箱を開けると、封筒が一通届いていた。小こ手で毬まり宛あてのファンレターなら、当然事務所経由でまとめてくるんだけどな。住所でも突き止めた小手毬のファンが直接ポストにでも入れたのだろうか。


    　すぐにそういうものじゃないと気づいた。


    　俺宛ての封筒で、差出人は蜘く蛛も島じまムカデと書いてあった。切手もちゃんと貼はってあった。部屋に戻る途中から、びりびりと糊のり付づけされたところを破いて、中身を出した。


    　自室のドアの前で俺はそれを読みはじめた。


    



    



    　冬ふゆ川かわにボクの気持ちを伝えたくて、手紙を書くことにしました。


    　信じてもらえないかもしれないけど、ボクがサラリーマンを辞めてあの組織に入ったのは、ＫＣでの冬川の活躍を見たからなんだ。


    



    　サラリーマンをやっていたボクは、たしかに安定してた。収入も思ったより多かった。


    　でも、普通の人生をこれから歩むだけなんだって、考えちゃうことがよくあった。


    



    　きっと、ボクが何が言いたいのかわからないと思う。これはボクみたいな普通の生き方を一度選んだ人間にしかわかってもらえないことなんだ。


    　そんな時に冬川の活躍を見たんだ。嫉しつ妬とするぐらい、かっこよかったよ。その時、ボクは自分が間違っていたんだと直感的に気づいたんだ。いくら世間の人がボクのほうを勝ち組だと言ったところで、正しいのは君のほうなんだ。


    



    　仲間を死なせすぎたし、作戦も失敗したし、おそらく明日、ボクは殺されると思う。まあ、仕方ないね。異能力者として死ねるので、よかったかな。


    



    　地獄でまた会おう。


    



    　追伸


    　小手毬さんにごめんなさいと伝えてください。


    



    



    　部屋に入ると、俺はその手紙を小こ手で毬まりにも渡した。


    　小手毬は何も言わずに、読み終わったそれを棚のファイルホルダーに入れた。


    「あの人は幸せに死んだんですかね」


    「わかるわけないさ」


    　俺は、仔こ犬いぬ丸まるが使っていた言葉をつぶやく。


    「生きるも迷惑、死ぬも迷惑」


    「さて、仕事に出かける準備をしましょう。けっこう会場入りは早いですよ」


    



    
      ★

    


    



    　八月のその日は、雨がしとしと降って、真夏の太陽を少しだけ忘れさせてくれた。ズボンの下のほうが濡ぬれることを除けば、夏の雨はそこまで嫌いじゃない。


    　ＫＣの時よりははるかに小さな会場のリング。そこで俺は小手毬と二人でゆっくりと対戦者の登場を待っている。


    　そして、花道のほうにライトが灯ともる。


    　ゆっくりと川かわ匂わが歩いてくる。似合わないマントが翻ひるがえる。一度、くるっと、そのマントを俺たちのほうに向けてくる。そこに書いてあるのは「お前が嫌いだ」の文字。会場から歓声というよりは笑い声が起こる。


    　今日は『あいどりんぐ・すとっぷ！』のスペシャル。俺と川匂のリベンジマッチという趣向だ。


    　川匂はテレビでも俺が苦手とか嫌いとか言っていた。ギャグとしてしか届かない言葉で。


    　しかし、今の川匂は俺に対して敵意をむきだしにしている。演技にしてはあまりに上う手ますぎるレベルだ。


    　ただ、会場の笑い声から察するに、まだ川匂はタレントやアイドルと見られているらしい。


    　それがすぐに変わるか、ずっとこのままかは、このあとの川匂次第だ。


    　そして、川匂がリングに上がってくる。


    　川匂が右手をこちらに伸ばしてきた。


    「まずは握手をしましょう」


    　けっこう礼儀正しいんだなと俺が手を伸ばすと──ぴゅーっと水がこっちの顔に飛んできた。


    　きっちり顔にかかった。


    「うわ！　お前、こんなセコいことするなよ！　しかも、また変なにおいがするし！」


    「これが今の私の気持ちです！　今から武力行使でこの気持ちをさらに伝えますから覚悟してください！」


    　こいつ、好き放題やるにもほどがあるぞ！


    「なんで俺ばっかりなんだよ！」


    「小こ手で毬まりちゃんに罪はないですから。あくまでも嫌いなのはあなただけですから！」


    　小手毬が「ご理解ありがとうございます」と頭を下げて一礼した。いや、煌こう霊れいとしてあいつが俺を攻撃したことに怒れよ。


    　レフェリーがルールの最終確認をする。


    　時間無制限。降参するか戦えなくなるまで続ける。


    「あなたをぶっつぶして、私がたんなる美少女アイドルじゃないってことを証明してみせます」


    「お前、年は俺の一個下だろ。少女じゃないだろ」


    「ちっ」


    　本気で舌打ちしやがった……。


    「法的に美少女って名乗ったらアウトな年齢なんてないでしょ！　みんなが美少女と思ったら美少女なんです！　来年ぐらいから何度誕生日が来ても同じ年を言い続けますからね！」


    　こんなところで、年齢詐称します発言されても困る……。


    「はっきり言って、わたしは心が狭いです。この人のことがウザいです！　でも、仕方ないじゃないですか！　わたしは強い異能力者になりたくて、この世界に入ったんですから！」


    　会場に響き渡るような大音声。マイクを伝う声が割れる。


    　それに呼応するように、笑いが埋め尽くす。


    「笑うなっ！　バカ！　こっちは面白いことなんて全然言ってないんですっ！」


    　でも、笑いは止まらない。川かわ匂わの言葉はすべてギャグになってしまう。その回路は言葉を尽くしたところで壊れない。それぐらい強固に川匂が自分のポジションを築いてきたからだ。


    　人間は、自分が演じてきた役から、そう簡単に自由にはなれない。自分以外のすべてが役のように振る舞えと無言の力を加える。


    「今、笑ってるあなたたちも敵ですからねっ！」


    　川匂のアイドル然とした高い声がマイクから反響する。


    　割れた音が熱気に華を添える。


    　川匂が俺をにらんで、指差す。


    　俺のほうに川匂のファンの目が集まる。


    「冬ふゆ川かわ朱雀すざく！　あなたはムカつきます。つぶします」


    「その言葉、ケンカを売ってると受け取っていいんだな？」


    「もちろんです」


    　川匂がマイクを投げ捨てる。


    　いよいよ試合開始のゴングが鳴る。


    　その瞬間、川匂は手をマットにつける。何をする気だ？　敵の攻撃が読めない。


    「水よ、わたしに力をください！　世界中が水不足になってもいいから！」


    　次の瞬間、リングを突き破って、大量の水が噴ふき出してきた。滝を逆さから見つめているような、奇妙な光景だ。


    　その水は一過性のものではない。分厚い壁になるほどだ。そして、その水の壁がリングを川かわ匂わの側がわ、俺と小こ手で毬まりの側に分離していた。


    「マスター！　前の視界がふさがれました！」


    　たしかに水の柱のせいで川匂の姿が見えない。


    「小手毬、糸は効きそうか？」


    　小手毬が糸を水の壁にぶつける。しかし、水に押し上げられて、うまく制御がきかないようだ。柱の中はいくつも水流があるようで、糸があっちこっちに翻ほん弄ろうされている。


    「はははっ！　わたしの【明鏡洪水デユール・クオーツ】は水を出すだけじゃないですよ！　リングの下の水道管を破裂させてやりました！」


    　おい、その費用ってどこが出すんだ？　いや、それよりも今はこの状況をどうにかしないと。


    　リングの上はびしょぬれ。レフェリーは中央にいたものだから、水に押されて、リングの外に放ほうり出されている始末だ。


    　これだけリングに水があふれているとなると、川匂のほうに分がある。


    「さあ、打ち抜いてやりますから！　攻撃用意！」


    　何か、尖とがったようなものが水から出てきたように見えた。


    　鏃やじりだ。水でできた鏃が、俺たちのほうに射出される。


    「小手毬！　糸で防げ！」


    「はい、マスター！」


    　小手毬は糸をしならせて、鏃を絡めとるようにする。糸の中で、鏃がつぶれて、水に変わる。


    「本当にその糸はすごいですね。この水の鏃はそんなにヤワなものではないはずなのに」


    「お前、思ったより派手に攻撃してくるじゃねえか。そんな技も持ってたんだな」


    「だって、テレビ局で水道管を破裂させるわけにもいかないじゃないですか」


    　なるほどな。テレビの中では、川匂は牙きばを抜かれていたってわけか。


    　さて、これからどう動く？


    　これで状況が改善したわけじゃない。


    　水はたっぷりとあるんだ。ほとんど無尽蔵に川匂は攻撃ができる。


    　リングの脇わきからまわりこもうとしたが、そこも水が床から噴き出てきて、ふさがれる。ずっと水が止まらないので、前のほうの観客はウォータースライダーから転落したのかと思うほどに、水びたしになっている。これは試合が長引くと、会場が水没しかねないぞ……。


    　俺たちの側と川匂の側の間には完全な水の障壁がある。


    「こっちの側には来させませんからね！」


    　得意げに川匂が叫ぶ。


    「小こ手で毬まり、糸を鉄線に置き換えろ！」


    　小手毬の袖そでのあたりから、するすると鉄線が伸びる。糸状のものならほぼすべて小手毬は利用できる。硬い鉄線なら、水の柱を超えられるかと思ったのだが──甘かった。水に入った途端、鉄線は複雑な水流のせいで、小手毬のコントロールを失う。


    「これはまずいですよ、マスター……」


    　小手毬の顔も曇る。目下の敵は川かわ匂わというか、この水だな。


    　途中経過だけなら、川匂のほうが有利なようだ。


    　しかし、川匂が有利に見えるにもかかわらず、会場は不ふ穏おんな空気に包まれている。それはそうだろうな。バラエティの収録のはずなのに、笑うところがないんだから。


    　戦う異能力者、蟠ばん龍りゆう院いん川匂をファンは受け入れられてないようだ。


    　戦闘中にしては、どことなく感傷的な声が川匂の側がわからする。


    「わたしも戦えるんだ……。異能力者なんだ……。強いんだ……。ザコなんかじゃないんだ！」


    　こいつ、戦闘中に感動してるのか。


    　たしかにこんな仕事、普通に異能力者の事務所に所属してたら永久に来ないよな。無害なアイドルって見せてるほうが、周りも安心するし。


    　でも、仔こ犬いぬ丸まるの言葉を信じるなら、俺も川匂も強さを見てもらいたいんだ。


    　それで、その力をすごいねって素直に認めてもらいたい。なんてわがままな話だって思われるかもしれないけど、それが本当だ。


    　ウソをつきたくないんだ。本当の自分をちゃんと見てほしいんだ。それで、できることなら、褒ほめてほしいんだ。


    　俺たちの真の姿は、みんなが夢見るものでも、あこがれるものでもない。ずれてる。それでも、汚い部分も愛してほしい。繕つくろってるきれいな部分以外も愛してほしい。


    　蜘く蛛も島じまがリスクを背負ってまで悪の組織に入ったのも、その悪だけがあいつの異能力を必要としてくれたからだと思う。


    「わたしは自分は強いってずっと言ってきました。誰だれもそれを真に受けたりはしませんでした。いつしか、それはギャグになり、わたしの持ちネタになりました。人はわたしが強いという言葉を聞いて、笑いました。笑うな！　あなたたち全員が間違ってて、わたしだけが正しいんだ！　それを証明してやる！」


    　鏃やじりの頭がまた水の柱から顔をのぞかせはじめる。最初は突起のようだったそれが、だんだんと鋭利な刃物の形をとりだす。


    　その数は二十はあるだろうか。まともに食らえば蜂はちの巣だな。


    「マスター、伏せてください！」


    　小手毬はとっさに、リングに寝そべる。さっきみたいに防ぐのは無理だと判断したらしい。俺もそれに倣ならった。頭上を水でできた凶器が飛んでいった。


    　攻撃はまだまだ雑だけど、思った以上に面倒な敵だ。蟠ばん龍りゆう院いん川かわ匂わ、あんた、力を誇っていいぜ。すでに十二分に誇ってるけど……。


    　さて、どうやって倒す？


    　正面突破はかなり難しそうだ。


    　だからこそ、そんな時は正面からやらせてもらう。


    「小こ手で毬まり、レスキュー隊に救助される要領だ。いけるか？」


    「やりたいことはわかりました。悪くない手だと思います」


    「上う手まくいくかな。ぶっつけ本番だから、どうなることやら」


    「いきますよ。私たちが負けるわけがないでしょう？」


    　俺は小手毬の手を握る。小手毬と俺は分厚い水の柱に突っこむ。


    「そんな方法で突破できるわけないですよ！　せいぜい水の柱の中で溺おぼれるのがオチですよ！」


    　水流が上から下に変わる。一気に俺を押しつぶす気か。


    　水の壁は厚い。しかも、プールや海とは比べ物にならないぐらい、前に進もうとすると重さを感じる。それでも、溺れるわけにはいかない。


    　どうにか、耐えろ。あと、五秒だけ。やっぱり、追加でさらに五秒！　もう一度追加の五秒！


    「ぷはぁっ！」


    　俺たちは強引に水の壁を突破して────川匂の側に抜け出る。


    「えっ!?　まさか────あっ！」


    　川匂もタネに気づいたらしい。リングのポールにはリング外から伸ばした糸が結びつけてある。


    　その糸を命綱代わりに伝って、どうにか噴出激しい水の壁を乗り切った。綱にしては細いけれど、小手毬の糸の強さは折り紙付きだ。


    　向こうが異能力をぶつけてきたんだから、こちらも真っ向からぶつかってやるのが筋ってもんだろ。


    　ここから先は、ただの作業だ。


    「行け、小手毬。鉄線のほうな」


    　俺の命令に呼応して、小手毬の鉄線が川匂の体を縛り上げる。


    〈二足歩行の蜘蛛マツド・ウイーヴアー〉──小手毬の基礎にして、最も汎はん用よう性せいの高い技だ。


    　すぐに川匂の首には鉄線が巻きつく。


    「うっ……ぐっ……あぁっ！」


    　川匂が必死に逃れようとするが、もう無駄だ。客のブーイングが聞こえてくるが、知ったこっちゃない。お前らが応援しようと結果は変わらないからな。このまま締め上げて──


    「ま、負けない……！　わたしは負けないっ！」


    「マスター、逃げてください！」


    　背後の水の壁から、鏃やじりが俺を集中的に狙ねらっていた。


    「あなたは、最も危険な場所にやってきたんですよ！」


    　こいつ、自分の身を守ることよりも、俺を倒すことを先に考えやがった！


    　鏃が一斉に射出される。


    　まずいな。かわせない。逃げ場なんてここにはない。俺も、小こ手で毬まりもまともに食らうことになりそうだ。


    　どっちが先につぶされるかのチキンレース。


    　なあに。かわせないなら、食らって耐えればいいのさ。


    　壁のほうに振り返ると、腕を前に突き出して、攻撃に向けて突っこむ。


    　ちょうど、小手毬に立ちふさがるような角度で。


    「刺さるなら刺されよ！　うりゃあああ！」


    　何発かが腕を裂さいた。血が噴ふいた。


    　だが、そこまでだ。腕で身は守れた。


    　どうしようもない時は自分から危地に入る。攻めの姿勢の時、人間の体は自然と流線形に近づく。攻撃が当たる箇所も減る。


    　影えい殺さつ師しは原則、絶対に安全な戦いしかしてはいけないとされている。そりゃ、暗殺が仕事なんだから一割の確率で失敗する仕事でも繰り返していれば、そのうち死ぬのは目に見えてるからな。
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    　それでも、命懸けの状態に陥おちいることだってありうる。


    　そんな時は、死ぬ気で戦うのが、一番生き延びる確率を上げられる方法だ。


    　どうやら、俺は乗り切ったらしい。


    「死ぬほど運が悪いわけじゃなかったみたいだな！」


    　攻撃は一度しのいだ。また、半分に仕切られた狭いリングの中で、川かわ匂わのほうを向く。


    　小こ手で毬まり、あとは任せたと言いたいところだが──


    　俺の一撃で決めるのが礼儀ってもんだろう。


    　右足を思いきり、振り上げると──


    「そのまま沈んでろっ！」


    　川匂の頭に横よこ蹴げりを決めた。


    　真剣勝負ではあるけど、ナイフを使うのはやめてやった。暗殺者は仕事でしか人殺しはしない。いや、もう一つ、生きるために殺すしかないケースも足しておこう。


    　この蹴りは本当にただの蹴りだ。異能力ですらない、地味な技だ。それでも俺の胸を張れる一撃だ。


    「あっ……うっ…………」


    　脳のう震しん盪とうを起こしたのだろう、がくりと、川匂はリングに沈む。


    　水の壁も術者がいなくなったせいで、勢いを失い、ただの弱い漏水に戻る。


    「危なかったけど、俺の勝ちだな」


    　会場からは「ガチかよ」とか「笑いどころがなかった」とか文句が出ていた。文句というよりヤジに近い声も聞こえる。『あいどりんぐ・すとっぷ！』のファンからすれば、納得のできるものじゃなかっただろう。


    　でも、そこにパチパチと拍手が交じる。


    　その拍手はだんだんとヤジもかき消していく。


    　誰だれかが「川匂ちゃん、ナイスファイト！」と叫ぶ。


    　きっかけはたいてい、そんな鋭さを持った一声だ。


    「ナイスファイト！」「よくやった！」「お疲れ！」「川匂！」「笑ってごめん！」


    　川匂を讃たたえる言葉で会場は埋まる。


    　番組がこれをどう編集するかは知らないけど、あいつの勇姿は世間に伝わるだろう。


    「こんなに、この方が健闘するとは思いませんでした」


    　素直に、小手毬が淑女らしく、川匂を讃えた。ただし、俺はそこまでこの戦いを不思議だとは思ってない。


    「これが諦あきらめなかった人間の強さだよ」


    　自分が強いって思いこみ続けた奴やつの全部が強いわけじゃないけど、一握りは本物がいる。


    　少なくとも、諦めちまった奴らよりもな。


    「ですが、勝者の私たちより、この方が評価されるのは腑ふに落ちないところもありますが」


    「別にいいんだよ。勝者とヒーローは違う概念なんだから。勝てないヒーローがいたっていい」


    　今、この場にいるヒーローは川かわ匂わだ。


    　俺がそれを保証する。


    



    
      ★

    


    



    　試合後、控え室でくつろいでいると、トントンとドアがノックされた。


    　入ってきたのは、川匂だった。


    　正直なところ、俺はちょっと身構えていた。いい勝負だったとはいえ、俺が勝ったわけだからな。あいつが心中、どんな気持ちなのかわからなかった。


    　これで、さらに恨まれたら、割りとどうしようもない。


    「……今日は、ありがとうございました」


    「お、おう……。どういたしまして……」


    　どうにか、感謝の言葉をいただけた。それが本心かは知らないが。かなり、嫌いや々いやっぽいし。


    「あなたのおかげで、わたしの実力のほどが証明されましたから。その点はあなたの功績です」


    「いえ、蟠ばん龍りゆう院いんさんの功績ですよ」


    　横に座っていた小こ手で毬まりが口をはさんだ。


    「もし、さっきの戦いであなたがマスターに瞬殺されていれば、壮大なギャグになっていました。あの試合を名勝負にしたのは、あなたが力を出したからです」


    「日の目を見るチャンスをくれたのは、そちらですから」


    　川匂が卑ひ屈くつさの抜けた笑みを見せてくれた。その表情を見て、俺もほっとする。


    　こいつが戦うと言ってきた時、一いち抹まつの不安があった。


    　自分の力を証明できるほど、川匂が強いのかわからなかったのだ。


    　ただ、蜘く蛛も島じまたちに襲おそわれたことで、かえって自分の中の確信が強くなっていた。


    　結局、俺たち異能力者は戦うことでしかわかり合えない。


    　もちろん、これは俺の思いこみだ。統計的な根拠なんてない。お前がバカなだけだと言われるかもしれない。


    　それでも、俺は思いこみを信じた。人間関係がつまんないことで壊れきる前に、拳こぶしをぶつけるべきだと思った。それで修復不可能になったとしても、それならどのみち最初から手に入らなかったものだからと諦めればいい。


    「それで、これはお礼……です……。二人で召し上がってください」


    　川かわ匂わが俺たちのほうに差し出したのは、ピンクのリボンのついたかわいい白い箱だ。ケーキか何かだろう。


    「それじゃ、ありがたく頂ちよう戴だいするぞ」


    「はい、賞味期限が短いので、早めに食べてくださいね」


    　ぺこりと川匂は一礼して、


    「年末にあるＫＣも期待してますから」


    　と社交辞令を言って、出ていった。


    　あいつもＫＣに呼ぼうかな。いやいや、あまりに私的なつながりで選択するのはよくない。縁故は限りなく排して、実力中心で決めよう。それで、あわよくば、三回、四回と回を重ねられるようなものにしたい。


    　小こ手で毬まりは早速、箱を開いていた。中にはシュークリームが入っている。


    「なかなかおいしそうですね、マスター」


    「そうだな。夏場だし、今のうちにいただいとくか」


    　俺は雪のように白い砂糖がかかったシュークリームを一つとって、口に運ぶ。


    「っっっ！　おい、これ、わ、わさび……くっ……！」


    　──鼻に抜けるようなからさが来た！


    　思いきり、かぶりついてしまったのがアダになったか……。あいつ、何も反省してないじゃねえか……。


    　俺は床の上を転がっていく。じっとしているのが、とにかくつらい。


    「おや、シュークリームの空間部分に何か紙が。中が空洞で、おみくじ付きの焼き菓子がありますけど、あれのパクリでしょうか」


    　被害をまぬがれた小手毬は、同情も示さずに落としたシュークリームを拾っていた。


    「読み上げますよ。『これで苦しんでいるあなた。もし、これがわさびではなく毒なら、あなたは死んでいました。つまり、あなたはわたしの温情で生きているだけなのです。この勝負、わたしの勝ちですね』」


    　たしかに、川匂なんかを信じた俺のミスでもあるな……。しっくりこない関係を、一回拳こぶしを突き合わせたぐらいで解消できると考えるのは理想主義もいいところだ。世の中はそんなに甘くない。人間関係という敵は、ちょっとやそっとじゃ倒せない。


    「あれ、裏にも書いていますね」


    　どうせ、バーカとでも書いてあるんだろ。


    「『ありがとうございます』だそうです」


    　吊つり橋効果って、こういうのを言うんだろうか。ひどい目に遭っているのに、川匂のアイドル然とした、曇りのない時の笑顔が頭に浮かんだ。その顔でありがとうと言われた気がした。


    「こんな形で伝えられても信用しかねるけどな」


    「ちなみに、末尾にドクロマークがついてます」


    　俺はごろごろのたうちまわりながら、思った。


    　川かわ匂わが売れたのは、あいつの嫉しつ妬とがガチで、その人間らしさが共感を呼んでいるからなんじゃないかと。


    
      to be continued…
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    エピローグ

    


    　新しん宿じゆく西口の雑居ビル三階にある、狭いけどけっこう安くて美う味まい中華料理屋「夜や光こう虫ちゆう」で、俺は小こ手で毬まりから「正」の並びに、さらに追加の一本の線を食らっていた。


    「これで四十八個目ですね。あと、二つです」


    　年が明ける前後にたまりそうだな……。


    　何のことはない。舞まい花かとの間で、小学生異能力者が事務所に入ってきたという話題を出して、「小手毬よりよほど大人っぽい。というか、小手毬の見た目がガキっぽい」と言ったら、怒りを買ったらしい。


    「小手毬ちゃん、それ、五十個たまるとどういうことになりますの？」


    　ほろ酔い気味の舞花が尋たずねた。


    「こればかりは、お伝えできません」


    　命にかかわるものではないことを祈ろう……。


    　夏場を乗り切るように、辛からい麻マー婆ボー豆どう腐ふを胃に流しこむ。カレーが飲み物という奴やつがいるが、それなら麻婆豆腐も飲み物だ。


    　早めに食べはじめたこともあって、十時前には店を出た。実のところ、舞花に話せないことが多くて、あまり話題も盛り上がらなかったのだ。『御おん大たい』のことは当然として、ＫＣのこともべらべらは話せないからな。


    　ただ、そういうことは簡単にかぎとられる。


    「あの、朱雀すざく、最近変わりましたわね」


    　新宿の地下街に入る手前、高速バス乗り場のあたりで、舞花に声をかけられた。俺と小手毬の足が止まった。


    「変わったって、何がだよ。髪型はずっと一緒だぞ」


    「そういうのではありませんわ。なんというか……雰囲気が。心なしか、昔よりドライになったような……陰ができたような……」


    「マスターも本格的に働くようになって、いろんなものを見るようになったのでしょう。そのせいでシニカルになっているのですよ」


    　俺の代わりに小手毬が答える。それが自然と公式見解になって、舞花も言葉を接げなくなる。


    「まあ、そんなとこだ。舞花、帰ろうぜ」


    　舞花は戸惑いながらも歩きだして、京けい王おうの改札前までついてきた。


    　そこで、また立ち止まった。


    「朱雀……何か困ったことがあったら、言ってくださいね。力になりますから……」


    　俺はありがとうと言い、小手毬は丁てい寧ねいに頭を下げた。小手毬は舞花が見えなくなるまで頭を下げていた。


    「マスターはたしかに変わりましたね。どうと言われても困るのですが。マスターは怒るかもしれませんが、滝たきヶが峰みねさんに近づいた気がします」


    　小こ手で毬まりが下から俺の顔をのぞきこむように見た。


    「心当たりはありますか、マスター」


    「人、殺したからだろ」


    　小手毬は何も言わなかった。それを肯定と受け取ることにした。こんな話は、あまりぺらぺら話すことでもない。


    　蜘く蛛も島じまの一味が出てきたのには、ビビった。この世界にはあいまいな敵しかいないと思っていたのに、突然、具体的な敵が闇やみから出てきたわけだ。


    　必死だった。手を抜けば、自分が殺された。自分だけならともかく、小手毬が死ぬかもしれなかった。ナイフを心臓に食らわせては、次の相手を探した。


    　あの時の俺は冷静な暗殺者だっただろうか。ただの頭に血がのぼったバーサーカーだっただろうか。どっちでもあったような気がして、よくわからなくなる。間違いないのは淵えん堂どうの時に感じたような、俺を止めようとする安全弁のようなものがまったくなかったことだ。


    　もしかすると、わかりやすい敵の登場に、俺は喜びも感じていたかもしれない。しかし、困ったことに、現実離れした現実はまともな現実との折り合いがつきづらい。


    「このことは誰だれにも言わない。とくに舞まい花かやみぞれにはな」


    「はい、マスター」


    　人間の皮膚は時間とともに移り変わっていく。古いものは垢あかになって消える。心だって、そうだろう。科学の分野からすると、あるのかどうかわからないが、魂たましいだって、そうかもしれない。


    　だから、関係だって変わるのだろうな。舞花たちとの関係も、昔のままってわけにはいかないんだろうな。


    「私は変わりませんよ、マスター」


    　わかってる。


    　たとえ、これからどれだけの人間に出会っても、俺を一番理解してくれるのは小手毬なのだ。それは俺が小手毬をパートナーに選んだ時点で、決まったことなんだろう。


    「行くか」


    　一度、俺は小手毬との絆きずなを疑った。だけど──


    「あの事件は私とマスターだけの秘密です。あっ、でも、滝ヶ峰さんも知っていますね」


    　共有する秘密が一個増えたせいで、俺と小手毬との絆は強くなったと思う。


    　いいことか悪いことかはわからない。どういう評価もしない。そういった事実があるだけだ。


    「いっそ、滝ヶ峰さんを殺しますか？」


    　ふざけるな。あまり楽しい冗談じゃないぞと顔をしかめたら、小こ手で毬まりが、やさしい母親のような顔で俺を見ている。俺は小手毬に試されていたらしい。


    「先ほどの言葉は訂正いたしますね。マスターの大事な部分は何も変わっていませんよ。マスターが歩いていく道も変わらずに、一本のままです」


    「その道にほどほどの敵がいたら、いいな」


    　俺と小手毬は自動改札を抜けていった。

  


  
    



    あとがき


    



    　一巻から三か月後ですね。『不戦無敵の影殺師ヴアージン・ナイフ』が帰ってまいりました！


    　まずは一巻のご愛あい顧こ、誠にありがとうございます。おかげさまで、昨今のライトノベルでは特殊なじわ売れ状況となったようです。本当にありがとうございます。


    　一巻あとがきでも記しましたように、この小説は趣味で書いた小説でした。そういう小説が、一定の評価を受けたというのは、小説を生なり業わいとする者として、望外の喜びです。


    　ただ、一巻が評価をされただけに、二巻で何を書くのかということはかなり悩みどころで実際、編集の星ほし野のさんとも、かなり話をしました。当初は今回の内容とはまったく違うものを案として提出したのですが、「一巻と比べて普通すぎる」ということで却下されました。もっと、直接的に書くと「ぬるい」と言われました。


    　そのあと、紆う余よ曲きよく折せつあって、提出したのが今巻の内容になります。星野さんの前で紙に書いて、直接その場で案を見せるという、けっこう無茶苦茶なことをやりました。といっても、書いているうちに、最初の予定よりハードな部分が増えた気がしますが。


    　二巻を書くにあたって、いろいろな業界の方（どちらかというと、栄えい枯こ盛せい衰すいの激しい業種の方）にお会いして、有益な話を伺うことができました。また、インタビュー記事の多い昔の雑誌のバックナンバーなども多数目を通して、参考にさせていただきました。だんだんと、異能力者業界がフィクションではなく、実際に存在してるような錯覚をきたしはじめております……。


    



    　今回、本の帯を平ひら坂さか読よみさんに書いていただきました。本当に光栄です。自分のデビュー作を平坂さんに褒ほめてもらえた記憶はいまだにしっかり残っております。これからも、自分なりの方法で、この業界で戦っていきたいと思います。　


    　イラストのにぃとさんにも、一巻に引き続き、またかわいい絵を描いていただきました。一歩間違えると、相当に陰いん惨さんな空気を出しかねない本作が、どうにかライトさを保っていられるのはにぃとさんの絵のかわいさのおかげです。


    　最後になりましたが、どこか奇妙なこの小説にたずさわってくれているすべての方（書店員の方にも応援いただいております）と、読者の皆様にお礼申し上げます。


    



    
      二〇一四年　五月吉日　森もり田た季き節せつ
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